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高 体 連 マ ク の 由 来

このマークは、全国高等学校体育連盟が発足して間もなく作成されたもので、

若人の力と技と明朗な精神を表徴するものである。

マークを構成している三つのKは、次のドイツ語の頭文字をとつたもので、若

人の情熱を示す紅色|こよつて浮き出され、高体運のシンボルマークとされている。

KRAF丁    力

K∪NST   l支

KLARHEI丁 明朗な精神

競技は力であり、進歩は技の練磨|こまつ、競技者はこれをつつむ|こ明朗な精神

をもつてせねばならない。

高 体 連 の 歌

1.あ けゆ く大空

あかねの 朝の陽

仰 ぐ心は さやかに晴れて
ともに肩組み 鍛 えゆ く

生命はつ らつ 意気あかる

友 よいざつ どいなん

高体連 高体連 われら若 し
2.さ み どり萌ぇたつ

希望の この土
しか と踏み しめ 大気に伸ばす
この手  この脚 躍進の

ちから溢れて 血はおどる

友よいざつ どいなん

高体連 高体連 われら若 し
3.世紀のひか りは

野山に 波路 に

うた声たか く こだまとひびき
たゆまぬ努力 1支 を練 る

行手ほまれの 花かおる

友よいざつ どいなん

高体連 高体連 われら若 し

作詞 増 111丈雄
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あ い  さ つ

全国高等学校体育連盟

会長 鈴 木 英 久

明るい太陽、紺碧の海、そして、桜島の噴煙たなびく県立鴨池陸上競技場において、皇太子殿下・皇

太子妃殿下並びに礼宮殿下の御臨席を仰 ぎ、昭和 57年度全国高等学校総合体育大会が、関係者各位の
絶大な御尽力により盛大に開催されることは、私どもにとりまして、この上もない感激であります。

本年度の大会は、大会史上画期的な、鹿児島一県単独の開催であり、「南国に競え若人・はぐくめ友

情」のスローガンのもと、全国から2万有余名の選手が参加 し、青春の ドラマを華々しく展開する、若

人のスポーツの祭典であります。

鹿児島市は、かつて島津七十七万石の城下町として発達 し、いち早 く西洋文化を取 り入れ、明治維新

文明開化の原動力となったのであります。

また、東洋のナポリといわれる景勝地として有名であり、東南アジア諸外国に対するわが国の南の玄

関口として、たゆみない発展を続けている都市であります。

さて、選手諸君は、各地区における厳 しい予選を通過 し、晴れて本大会に出場する栄誉を担ったので

あります。

それだけに、激 しい練習を積み重ねてきたことと思いますが、日ごろ鍛えた力と技とスポーツマンシ

ップを十分発揮 し、正々堂々と競技するとともに、これを機会に、選手相互の友情の輪を広げられるよ

う心から期待いたします。

そして、この大会に参加 したことの誇りをもって、たくましい顔で郷土に帰 りこの貴重な体験を級友

諸君に伝えてください。

終わりに、本大会開催にあたって、地元の方々及び関係諸機関・諸団体が払われた御支援・御尽力に

対 し、心から感謝申し上げます。

また、平素生徒の指導に日夜御努力をいただいております先生方や地元高校生諸君の献身的な奉仕活

動に敬意を表 しまして、私のあいさつといたします。

あ い  さ つ

日本バ ドミントン協会

会長 桜 内 義 雄

全国各地から厳 しい予選を勝ち抜かれ、母校の名誉を担ってお集まりの 1,500余名の選手諸君を、
太陽と緑の国、南薩摩の地にお迎えして昭和57年度全国高等学校総合体育大会、高松宮 。高松宮妃賜杯

第33回全国高校学校バ ドミントン選手権大会が開催されますことは、私の深く喜びとするところであり

ます。

青春のひたむきな情熱をかけて全国の若人が織りなした数々のドラマと共に、この大会から数多くの名

選手が生まれ世界のバ ドミントン界へ羽ばたいてまいりましたが、今年も又、「かけがえのない青春の記念

碑」として、精一杯のプレーが正々堂々とくりひろげられる中で心暖たかき友情がめばえ、はぐくまれ、

その貴重な体験が将来の人生の糧となることを期待 してやみません。更に又、今後も精進を重ねバ ドミ

ントンを愛 し、その発展のために各方面に於て活躍されることを併せて期待いたします。

おわりに本大会開催のために深い御理解をいただき、その準備のために御尽力くださった地元関係各位

ならびに大会役員の方々に、心から感謝の意を表してご挨拶といたします。
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祝 辞

文 部

小

大 臣

川 平 二

本日ここに、昭和57年度全国高等学校総合体育大会が、皇太子殿下・皇太子妃殿下並びに礼宮殿下を

お迎えし、かくも盛大に開催される運びとなりましたことは、誠に喜びに堪えません。

本大会は、高等学校体育の一大祭典であり、学校体育の普及振興に寄与するとともに、我が国のスポ

ーツ競技力水準の向上に大きく貢献 してきた、誠に意義深い大会であります。

特に、今大会の開催地鹿児島県は、我が国の体育・スポーツの一層の振興を図るため、昨年10月 に、

初の国立の体育系単科大学である鹿屋体育大学が設置された土地であり、ヽ「南国に競え若人 。はぐくめ友

情」のテーマの下に、本大会が開かれる意義もいや増すものと思われます。

近年、青少年の体位の向上に比べて体力の伸びは鈍く、心身ともに健康でたくましい青少年の育成が

強く望まれております。それだけに、体育・スポーッを通 じて、たくましい身体と精神力を養い、本大

会に出場の栄誉を勝ち得た諸君の颯爽たる姿は実にたのもしく感じられるのであります。

選手諸君、日頃の練習の成果を余す所なく発揮 し、正々堂々たる態度で競技に臨んでください。又、
この機会に、本大会に参加 している全国の朋友との友情を相互に深めてください。

終わりに、本大会の開催に尽力された関係者各位に深く敬意を表し、本大会の成功と今後の発展をお

祈りしてお祝いの言葉といたします。

歓 迎 の こ と ば

鹿 児 島 県 知 事

鎌 田 要 人

ここ薩摩路に、皇太子殿下 。皇太子妃殿下並びに礼宮殿下の御臨席を仰ぎ、全国各地から多くの高校
生諸君や役員の皆さんをお迎えして、昭和57年度全国高等学校総合体育大会を開催できますことは、誠
に喜びにたえません。
180万県民とともに心から歓迎申し上げます。
ここにお集まりの選手諸君は、各県の厳しい予選を勝ち抜いてこられた精鋭ばかりであります。郷土

の期待と母校の名誉にかけて、日ごろ鍛えた力と技を存分に発揮し、悔いのない競技をして下さい。
また、この大会は、全国の高校生がお互いの親睦を深める絶好の機会でもあります。多くの友と語ら
い、友情の輪を広げて下さい。

ところで、本県は明治維新の偉業を成しとげた、西郷 。大久保の両雄をはじめ多くの偉人を輩出した

ところであります。
この鹿児島に全国の若人がつどい、燃える桜島のように青春の血をたぎらせ、技を競い合うことは誠
に意義深いことであり、選手諸君にとっても貴重な思い出となることと信じます。

最後に、本大会の開催にあたり各方面から寄せていただいた暖い御支援に深く感謝申し上げ、大会の

成功を心から祈念して歓迎のことばといたします。
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歓 迎 の こ と ば

枕 崎 市 長

田 代 清 英

本土最南端の枕崎にようこそお出で下さいました。

このようにたくさんの選手の皆さん、役員の皆さんをお迎えしまして、昭和57年度の全国高等学校総

合体育大会バ ドミントン競技大会が開かれますことを、心からお祝いいたします。

各地で厳 しい予選を勝ち抜かれ多くの期待と名誉を担ってこの大会に参加されたみなさんに対し地元

市長としまして心からの歓迎を申し上げます。

「太陽と緑のまち」そしてカツオの美味しい枕崎で「南国に競え若人・はぐくめ友情」のスローガン

がそのまま、はげしい闘志となり、そして融和 して美しい友情を生みだしてほしいものであります。

鹿児島においでになった機会に豊かな風土や人情にも接 していただいて、いつかまた再びこの地を訪

ねていただきたいものであります。

ご健間を心からお祈りして歓迎のあいさつと致します。

歓 迎 の こ と ば

枕崎高等学校

山 神 京 都

本土最南端の枕崎へようこそいらっしゃいました。

今日というこの日のため,全国各地から厳 しい予選を勝ち抜いてこられた選手の皆さんの素晴らしい

プレーを、この枕崎で繰り広げられることを、心から嬉 しく思います。

私達地元の高校生も、選手の皆さんが日頃の練習の成果がベストの状態で発揮できるよう、心から願

いながら準備にあたってまいりました。

この高校総体は、全国でスポーツに汗を流 している者にとって一度は夢に見るあこがれの大会である

と思います。

厳しい練習の日々、くじけたり、涙 したり、そんなあらゆる困難をのりこえ、この名誉ある大会に出

場される皆さん一度きりの青春、一度きりの高校生活に悔いを残さぬよう今日この時を精一杯大切にプ

レイして下さい。「南国に競え若人 。はぐくめ友情」この大会スローガンの元、枕崎の熱い日射しに負

けないようなそんな皆さんの情熱と若さで、全国に友情の輪を大きく広げてゆこうではありませんか。

明日から始まる熱戦と皆さんの健闘を期待 しながら歓迎のことばといたします。

5

ヽ
一

・

″
´
　
、

ず
・
　
ｔ
遂
壼‐

陸 盤



歓 迎 の こ と ば

加 世 田 市 長

,自   宝 徳

九州の南の果て加世田市に全国各地から激 しい練習を重ね、そして厳 しい予選を勝ち抜いて、母校の

名誉と郷土の期待を担って元気はつらつたる高校生諸君や役員の皆様をお迎えいたしまして昭和57年度全

国高校総合体育大会バ ドミン競技が盛大に開催されますことを市民こぞって心から歓迎申し上げます。

鹿児島県は昭和47年太陽国体と名づけた第27回国民体育大会を「明るく、たくましく、うるわしく」

のスローガンのもと開催され本市でもレスリング競技が行われましたが、この太陽国体から10年目に当

る年に全国高等学校総合体育大会がここに開催される事誠に意義深いものがあります。

選手の皆様には「南国に競え若人・はぐくめ友情」の大会のスローガンのもとに日頃クラブ活動を通

じて学ばれた成果を遺感なく発揮されるとともに、お互いの友情と交流をより深められ高校時代の最高

の思い出となり、実りのあるものになりますよう願っております。

加世田の歴史は古事記にもしるされており、市内には数多くの史跡、文化財が残され、また海岸線は

日本三大砂丘の一つ吹上浜県立自然公園に属 し自砂青松の自然景観に恵まれ又教育文化の先かく者島津

日新公を祭ってある竹田神社が市本「いぬまき」の古木樹令式百年の大くす等こんもりとした中にあり、

この機会に自然に恵まれた風情と豊かな人情に親 しんでいただき高等学校総合体育大会が高校生活の良

き思い出として、いついつまでも心にとどめていただければ幸いと存じます。

終りに本大会の開催にあたり各方面からよせられた多大のご尽力に対し深く感謝いたしますとともに

選手諸君の健闘をお祈りしまして歓迎のことばといたします。

歓 迎 の こ と ば

鹿児島県立加世田農業高等学校

生徒代表 杵   恵 子

今日というこの日のために全国各地から厳しい予選を勝ち抜いてこられた選手の皆さん、ようこそい

らっしゃいました。

苦しい練習を積み重ねてこられた皆さんの素晴らしいプレーがこの加世田の地に繰り広げられること

を心から嬉しく思います。

私達、地元の高校生も選手の皆さんが日頃の練習の成果がベストの状態でプレーできるよう願いなが

ら準備にあたってまいりました。

私達高校生にとって、一度は夢みるこの名誉ある大会で全国各地から同じ目標を持った者が何百人と

集まって互いに競い合うということは、とても素晴しいことだと思います。一度きりの青春です。悔い

を残さぬよう明日から始まる熱戦の日々を精一杯大切にプレイしてください。

今大会のスローガンである「南国に競え若人 。はぐくめ友情」その言葉どおり皆さんの青春が躍動し

それと同時に友情の輪が全国に広がっていくことを大いに期待して歓迎のことばといたします。
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昭和57年度全国高等学校総合体育大会役員
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四本 健光
馬場 信男
永田 致直
山崎武二郎

小里 貞利
山之口安秀

森下 貞夫
川畑  強
肥後 正典
枝本 豊助
音野  孝

'蜀

崎 直哉
牧野 牧夫

松下 清正

児玉 泰象
田崎 勇雄
馬場 好作

石橋 一弥
西崎 清久
島田  治
高田  通
田中喜一郎

井上 敬一
磨井 洋一
荒川  潤
上田 昭成
大西鉄之祐

梶山彦二郎

松平 康隆
遊津  孟
三,甫   ,告

自井  滋
萩村伊智朗

佐野 雅之
御喜  正
斉村  龍雄

中村淳一郎

鳴海 吾郎
蒲牟田喜之助

塚田 新市
大樅 利夫
谷口 義一
元山 篤二
今別府 望
黒木 隆之
泊  義文

栗原 掩幸
小谷  望
笹原 正三
柴田 勝治
鈴木 祐一
地崎宇二郎

帖佐 寛章
友田 善治
平井富二郎

牛場 信彦
伊木 正三
福山 信義
馬飼野正治

上園 辰己
今吉  弘
井之口恒雄

荒井 治郎
島  桂次
玉川秀一郎

小牧 勇蔵
面高 正俊
森山ひろし

新地 栄蔵
大田  繁
田中 藤一
梶原修一郎

鶴田 辰二
瀬戸口武彦

肥後 一平

三角 哲生
鈴 木  勲
小松 直行
石田 壮吉
岸田 文男
根津 哲夫
風巻 震蔵
青木 半治
荒川 晴美
岡野俊一郎

永松 英吉
古口 良治
猪狩 則男
林  克也
林  敏弘
竹下喜八郎

老松 信一
小口 政雄
中川 幸男
仲谷 義明
浜中 春吉
田代 清英
田畑 次雄
山本 武充
_L里予  ]E貝」

大久保幸夫

東   1青邦

海野 健次

黒田 善雄
近藤  天
佐藤 朝生
白井修一郎

醍醐 敏郎
千葉 久三
堤  義明
藤田  明
小坂徳二郎

大橋冨士夫

廣 堅太郎
古橋広之進

山口 久太
宮原 正徳
尾辻 達意
田中 武志
杉山  勲
櫻庭 正基
出口  渉
緒方壮一郎

森  一郎
宮脇 初男
税所 重蔵

泊  宝徳

八日 一郎
小宮山重四郎

安井  謙
高城  元
滝口  宏
赤司 俊雄
百合野 稔
今井田研二郎

長沼  健
網中 一元
伊田  稔
野下 鉄郎
木下 一芳
八木 栄一
時任 紹彦
川上 哲夫
林  岩三
柿元 秀雄
志々月義宏

田尻 敏郎
福壽 十喜

藤山 精二
中薗 米盛
宮田 良熊
侍園  司
末広 義雄
森  広良
崎田 三男

参 与 奈良  芳
秋山 光雄
福井  裕
伊藤  公
戸村 敏雄
為貞 千速
郡山 芳春
各務  章
澤慶 一郎
久保  溜
斉藤 達二
佐藤 二郎
木佐貫東海

古里 正一
江藤 秀俊

安部 孝一
新城 久雄
飯島  譲
九鬼 貴男
三浦 富登
井谷 正気
岩本 三夫
富永 義一
竹下  哲
西  美利
池田 政晴
末川 正文
川辺 義弘
瀧崎 信義

津曲 寅雄

有馬 一男
岩本 光司
鈴木  勲
加藤  潔
佐藤 良男
大賀  清
郡司 篤晃
市村順太郎

江藤 恵治
竹之中 淳
有村 豊吉
渡辺 清俊
川之上俊一

鎌田 徳守
樋口 秀夫

三浦  均
河田 利夫
松尾 勝清
光田 明正
合田  学
4貢蓼罫  青目15

鍋岡 利明
地頭 睦夫
山田 克穂
四元 幸夫
有川 冨夫
能勢 勝己
有馬 十郎
山崎 文蔵
赤木 義衛

前島 俊阜
長澤 克巳
深り|1 長郎

日野 敬三
青柳 正吾
中島 章夫
蓮沢 淳雄
松林 康文
竹田 昌平
堀之北重孝

鎌田 英樹
蒲山弥太郎

石田屋文雄

中排 一則
小迫 義雄

蛭川

文室

石井

岡島

音川

島

本間

文野

'可

オす

野村

伊藤

平田

稲田

川東

下川

博

常男

宣八

正就

喜八

忍

栄喜

武彦

賞

龍吟

準

敏文

栄蔵

正男
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参    与 水流
池田

若松

野田

久夫

友吉

義邦

幸男

小林

柏尾

小川

安楽

貫二

稔

1蓼

久男

田島

福元

恒吉

松山

秀隆

一男

静夫

兼雄

吉井宗太郎

森山 慶治
試方 忠雄
南  明善

長浜 昭廣
実村 明男
篠原 和江

芳ケ野市次

森  利保
相徳 良章

大会 委 員 長 松原 久三
大会副委員長 自銀 茂夫  松清 康則
大 会 委 員

折田 勝郎
長嶺虎千代

安井 英三
酒匂 次雄
迫田 雅人

大庭 淡路
′J理予 日寺男
川本  保
梅津 幸敏
雨海左武郎

田中 国夫
赤星 秀年
藤枝 照義
後藤  淳
鳴田新太郎

遠井 稔男
友部 利平
佐々木康郎

上野 幸一
友末 弘三
小島 正男
古谷

伊藤

下泉

門田

栗林

古謝  貢
塩川満州夫

本場 貞秀
川畑 文男
沖久 教夫

西屋 良信
法尤 保晴

藤原

瀬戸口

伊牟田茂夫

丸岡 虎夫
有馬  学
上村 時政
田中 正雄
石塚  巌
カロツ台 清則

常安 秋人
立元 幸治
市来 敦志
大田

菅井

宮脇

村木 良二
人倉 富夫
菊池  章
又本誠八郎

鈴木 正一
倉持守二郎

田中栄二郎

塩澤 伸介

長澤 克己
西垣 雅美
鈴木 章夫
山之口慶三

向田 義徳
渕上 哲彦
神村  勲
鮫島 幸雄
田中 達郎
川島 昭人
山崎 昭雄
松沢 隆司
岩崎 郁夫
岩崎  操
唐仁原邑興

浜里 忠宣
松元 兼俊
森  富男
濱田 党三
大園 義治
志賀 フジ
遠矢 正雄
竹下 勝美
新冨美津夫

今和泉一郎

萩之内照雄

岩坪 哲士
村岡 満蔵
今村 義博
原口健二郎

吉村 正純
小薗 勝一
前鶴 佐利
吉元 哲郎
奥  保宏
大坪 輝男
平山九州男

山田 督郎
加治佐正昭

坪内 友作
前村  通
入佐 一俊
下野  亨
樋口 久俊
鮫島 貞雄
松崎  誠
福元 哲夫
田宮  望
四元 和文
鵜藤 和人
末原  司
諏訪園 励

是枝 則男
永吉  忍
藤沢洋二郎

中江 貞次
下神 一高
宮川  進
前田 純夫
野 rキ1  達貞β

大西 洋逸
本田啓太郎

末広 芳郎
岩戸 博孝
大田 森郎
堀之口貞男

足利 守弘
元井 達郎
樋園 正仁
石寺 助夫
井上  .惇

澤山 民季
大限 正登
内本場 勉
野間口 精

峯崎 隆男
井上 満博
黒岩 五大
東 幸一郎
志々目 登

須賀 龍郎
夏迫 丸喜

倍

治

治

登

生

也

道

司

栄

啓

　

智

智

忠

子

村

上

中

門

北

井

本

金

増

川

田

工

川

長

寺

敏

弘

一
郎

郎

博

男

徳

男

三

二
治

之

聞

守

之

宗

嘉

二

次

滋

克

晃

敬

太

三

　

公

廣

初

達

俊

清

教

多

　

義

祐

勝

徹

宗

洋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

口

原

山

藤

沢

藤

倉

村

永

　

野

橋

重

永

田
多

岐

野

袋

戸

師

本

島

官

下

遠

小

加

宍

和

冨

林

浅

高

賞

光

前

本

大

長

布

瀬

寺

藤

児

春

乾

男

彦

男

登

一
治

譲

賞

敬

次

紀

洋

辰

　

正

武

敏

　

欣

昭

　

　

　

俊

公

和

藤

中

尾

木

塚

生

本

藤

島

西

原

村

平

添

近

野

長

黒

大

笹

山

伊

野

小

上

中

大

川

人

峯

光

勉

毅

正

毅

郎

裕

吾

則

一
郎

巌

賞

樹

郎

美

甫

男

夫

彦

夫

照

志

雄

人

弘

逸

宕

博

　

　

一
　

人

　

健

清

公

二
　

　

俊

一
博

　

輝

薩

英

哲

候

仁

益

正

能

＝
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
ロ

田

岡

田

田

橋

池

川

本

井

塩

治

原

田

塚

田

田
永

村

重

辻

田

野
崎

渡

尾

中

山

崎

小

平

宇

神

高

小

中

山

福

長

加

篠

神

石

原

森

増

今

森

尾

京

鴫

谷

猿

村

田

大

高

郎

二

彦

斉

昭

己

憲

文

茂

彦

己

三

二

裕

一
雄

二

徹

邦

　

正

義

正

時

　

義

克

健

徹

　

亮

正

口

　

　

　

　

　

　

磯

　

　

　

口

田

戸

毛

村

　

村

仮

谷

荒

松

坪

田

戸

島

園

俣

神

瀬

笠

今

東

前

永

浅

下

吉

大

永

瀬

鮫

寺

中

一
樹

文

人

幸

太

秀

芳

久

正

和弘石原

則

夫

紀

雄

司

巳

拓

毅

幸

慶

島

　

野

元

本

具

保

飯

橋

荒

服部喜壽郎

松田 史郎
中園  明
九万田哲哉

下野  勇
小城 賓治
山山奇  昭雄

秋野 博志
児玉 幸明
古市賢一郎

杵  一夫
江日 正純
大津 鉄治
長崎 幸男
皮籠石二郎

千石 和之
安田 善内
後庵弥二郎

務

郎

公

憲

昭

保

彦

一
治

正

　

克

光

章

月

元

所

山

井

岩

岩

税

松

藤

昌

敏

夫

弘

郎

美

晋

圭

重

治

幸

三

和

山

本

田

口

爪

中

柚

内

橋

岩

雄

放

閑

雄

徹
　
　
　
網

近

園

田

留

國

東

脇

吉
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大 会 委 員 通山多喜男

山之口慶三

博

敬

平

博

通

　

隆

泰

色

原

苫

上

八

上

峯

田

鮫島 幸雄
石神 義一
安吉 信之
森田 俊樹
格之浦時義

那加野文弘

山崎 芳夫
安田 新駒
今村 博美
竹之内隼人

新納 尭英
浜田 融弘

原口 二郎
福村 清重
四元 行叶
塩川満州夫

二木  賢
亀之園重隆

須佐美 新
郷原 義美
川島 昭人
丹羽桂一郎

山田 和子
モーリス・ピカール

宮迫 一郎
豊島 正吉
山内  明
田中 義己
山本 武充
鮫島 明態
末野 勝男
前野  鷹
大森  豊
才川 俊郎
宮之原 洋
秋沢 靖男
福石  忍
広中 寿二
大隣 松雄

大倉 国保
古市 寿夫
落  敦行
重満 敏延
塩瀬 重輝
瀬口 紀穂
丸野 一真
車田  需
水流 久夫
有田 健三
坂元 冨男
諏訪 武男
是枝 美彦
岩崎 信子
篠原 和秋
林 敬二郎
春成 芳郎
牧田 良裕
松下己喜男

上井  篤
後藤慎二郎

木場  勝
川崎 栄賞

矢野 勝己

山口 貫十
福田 清宏
若原 延子

牛垣 卓郎
砂原 嘉昭
嶋元 牧雄
奥田 博三
木場 貞秀
田上 勝雄
大森 秀治
前山 良秋
川畑 文男
立山  展
新冨美津夫

ナ曽永日召一郎

男

一
彦

次

哉

廣

美

暢

卓

一
明

夫

夫

夫

仕

徳

正

公

義

宗

哲

一
重

克

　

　

正

茂

哲

範

清

昭

田

脇

原

瀬

師

永

原

倉

任

江

嶋

田

永

畠

元

野

山

渕

篠

深

寺

久

桑

鎌

時

海

大

村

福

東

吉

吉

樺

阿世知雄二郎

山田 久男
地頭 義一
福留 達夫
久保 親夫
鏑流馬安一

藤野  厳
湊川 晃康
柚木 重敏 原口 哲二 勲

治

俊

寛

志

元

正

敏

健

村

北

島

畑

高

神

帆

貴

山

日

岩下 昌憲 東福 秀雄
吉田 文子
前田  通
真辺  侃
新山  満
上原 良武
藤田 清一
三階堂士郎

,酉瀬りll ,羊

り|1野  有6郎

本多 憲雄
床波  昇
大鶴不二人

松尾 良彦
加藤 良臣
竪山 博道
吉留新一郎

上木  肇

重久

向原

松永

山下

畠中

今オ|

久保

大迫

―←貞「

慶男

勇

重放

登

俊男

幸博

義輝

二

人

行

利

慶

順

重

一

田牟

野

留

田

商

藤

稲

倉

吉原 幸男

朴

夫

弘

也

義

義

明

光

　

達

秋

正

義

利

分

田

松

森

上

任

増

藤

宮

若

上

井

時

有川順一郎

永田  穣
仲  盛行
湯田 実雄
坂元 武文
木場 幸子

大塚 義雄
肥後 義宏
栗野三木広

佐藤  一
黒岩慶一郎
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バ

日本バ ドミントン協会会長

枕崎市長

加世田市長

鹿児島県知事

全国高等学校体育連盟会長

全国高等学校体育連盟副会長

日本バ ドミントン協会副会長

鹿児島県教育長

鹿児島県バ ドミントン協会会長

鹿児島県高等学校体育連盟会長

枕崎市教育長

加世田市教育長

ン競 技 大 会 役 員
ｋ

Ｆン
ヽ
ヽ
ヽ

ド
‐

名 誉 会 長

名誉副会長

名 誉 顧 間

大 会 会 長

大会副会長

顧    間

桜内 義雄

田代 清英

泊  宝徳

鎌田 要人

鈴木 英久

大野慎一郎

仲川  翠

花輪 民夫

生沼 好之

岡田 政敏

田原 碩孔

真藤  恒

井之口恒雄

山崎武二郎

岩元 俊一

水流 久夫

相徳 良章

石渡 経夫

阿部  茂

橋本 亮二

小山田成夫

佐々木寅義

小日 政雄

小松 直行

根津 哲夫

松下 正寿

渡辺 秀央

尾辻 達意

蒲山弥太郎

瀬戸口末俊

松元 忠男

上釜 明久

久保 和幸

西村 浅盛

染川 定記

原口 清尚

相星二三夫

蘭牟田慶二

吉峯 良二

本坊 鶴吉

高田  通

磨井 洋一

森友徳兵衛

岩崎 純三

今村 節子

田畑 次雄

久米 敏夫

豊留  守

塚元 竜夫

中山  了

寺園 亮一

鮫島 正義

東  重行

窪  則夫

塩屋 久雄

川越 正並

新沢 康雄

石田 壮吉

風巻 幕蔵

地崎宇二郎

内藤  健

塚本相次良

中釜 一美

上園 喜八

大園 静夫

牧  信利

神園 正幸

松尾  繁
上野 親義

塩屋 一美

阿久根休一

松窪 俊一

加藤 利男

新原 忠男

田中喜一郎

石渡 俊一

永末 英一

奥田 敬和

津曲 貞春

永江 静夫

本田 親春

川野  瞭

篠原 利盛

園田 穂積
山崎 文蔵

辻  辰己

市坪 沢造

未永 達朗

佐伯 徹郎

小園 正樹
本坊 輝雄

岸田 文男

白山源二郎

林  義郎

北田  博

松山 国男

真茅 信志

茅野

岩下

原 多計志

有村 義雄

高倉 実則

野村 照雄

大迫  勲

志摩 克己

井上 敬一

柴田 勝治

藤田 義光
上園 辰己

平田  準

山神 木則

稲森 一孝

田野尻秀明

俵積田茂夫

宮原慶太郎

上野 重則

鳥居 亮幸

本  富夫

泊 満州雄

川ロ ー郎

森  利保

勉

勉

士
口

夫

十

三

茅野

吉嶺
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参   与 松原 久三
鈴木  勲
本間  忍
前島 俊豪
加藤  潔
文野 栄喜
新城 久雄
森   康
日野 貞夫
中村  伝
後藤  淳
今井 鎮雄
天野 辰雄
四島  司
稲福 盛輝
丸山 嘉久
下野  勇
柚木 重敏
関  剛雄
森 義二郎
上妻 宗長
有村 正工
久保多喜男

宮崎 俊明
松村 親男
尾辻 清文
泊  正宜
吉弘 了正
森  浅盛
永留 孝景
本田 六夫
加藤 良臣
富永 栄一
中間 一雄
松窪 信義
深浦 卓二
木原 方子
茶円 典之
田実  寛
今村  茂

久米 兼俊
鮫島 徳晃

奈良  ヂ
岡島 宣八
蓮沢 淳雄
文堂 常男
三浦 富登
各務  章
村木 良二
松橋  裕
大須田良作

原 二三雄
安西 武二
藤田 庸右
林  義郎
小島 嘉文
元井 達郎
松本  忠
九万田哲哉

安吉 信之
小川 正幸
今門  司
有馬 譲宏
堀之内正夫

高山 良一
浜崎  徹
井上 寅夫
長野 一成
下山 健一
西  勝商
積山 勝四
宮下 喜男
栗野三木広

大森  豊
魚占り|1  青ヨ良β

山下 良一
塘  幸雄
有上 和彦
山下 藤美
加藤  豊
川崎 義直
安藤 純夫
竹添 純浩
沢口  純
小園 客呂

三浦  均
日野 敬三
鍋岡 利明
長澤 克己
合田  学
竹下  哲
小飼 栄一
鈴木伝四郎

須田 勝勇
清水規矩雄

神谷 一三
坂日 常博
池上  任
横尾 秀夫
下野  亨
鎌田 英樹
笠毛 邦彦
牛垣 卓郎
東郷 純好
上山 忠義
平川良三郎

後山  努
久本田 静
大園  登
大寺 耕一
山神 博文
平峯 四郎
篭原 誠吾
大津浩四郎

大工園清治

諏訪 武男
松  良彦
上舞 忠義
木原 正武
下川 芳流
中村 正人
阿久根一水

紫田 喜義
新屋 一生
今オ寸
‐
 辰農6

志摩 貫一
八来  明
丸野 国紀

秋山 光雄
吉川 正就
市村順太郎

福井  裕
為島 千速
江藤 恵治
地崎宇二郎

原   正
小口 政雄
宮下  明
栗本藤四郎

西村 尚治
俊成  薫
藤田 義光
野村  賞
伊藤 龍吟
渕上 哲彦
中俣 正雄
立石 実義
坂田 紘一
上野 弘美

河田 利夫
青柳 正吾
河村 武彦
松尾 勝清
大賀  清
安部 孝一
ツ青:器  ラヽ良6

阿久根順一

曽山  日告
繊田 喜一
永末 永一
成相 安信
内藤  健
脇屋 長可
堀之北重孝

瀬戸口徹二

新富美津夫

原口 哲二
平田 礼一
原   卓
上村 則孝
佐藤 利弘
松山 敏彦
永江 幸哉
辰野  吉良β

加治吉郎

鮫島 久明
下山 忠志
工藤 博美
立石 春次
名越  譲
酒瀬川 洋
五田 藤義
久保  屯
岩川 博水
春成 文夫
村田 栄三
松下進太郎

尾辻 斉志
上園 正直
森田 五郎
上大田陽一

飯島  譲
井谷 正気
竹田 昌平
九鬼 貴男
岩本 三夫
有馬 一男
山本祐二郎

岩崎 純三
吉川 芳男
斉藤  武
石渡 俊一
石田 祥史
結城 健輔
相澤 尚夫
稲田 敏文
神田 二郎
沖久 教夫
畠中  登
原田 鉄意
辻 英一郎
野村四鶴男

松下  繁
通山 幸夫
迫田  修
東田 成己
中礼 栄家
徳村  晃
下窪  徹
茅野  勉
茶屋道法夫

上原  卓
谷口 昌之
小倉竹千代

新田 信夫
小川 正幸
川野 秀哉
久留 弘一
有木 忠一
窪田 茂雄
久木野守一

長井 正義
宮原  猛

松下

古木

原田

迫田 久光
加藤 利男
中村  登
上舞 トメ
大工園文夫

牧野 安充
鵜藤 和夫
広中 寿二
川添 正展
森   忠
小園富士男

西牟田実博

堀之内正夫

上西 明造
ネ申野  国一

春山政二郎

東  光治
関屋 藤八

文

三

博

紀

昭

郎

善隆上園
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大会委員長  遠井 稔男

大会副委員長 大世古吉弘

藤本  滋

委    員 小田 逸人
南  直治
神田  勉
倉持守三郎

中川  毅
工門 智生
古谷 太一
下泉 芳文
本多  守
鈴木 忠雄
岡崎 利男
村川憲太郎

牧野 嘉雄
相川 二郎
徳毛 寛三
今仁 久雄
金城 英一
岡本 武利
内藤 安雄
中村  隆
高橋 康夫
中島 寿稽
沢長  寿
高麗 久義
富田 善明
川島 一郎
丸山 綾子
後潟 俊秀
長野 昌隆

鈴木 祐司
松清 康則

近藤  満
鮫島 幸雄

斉藤  栄
九万田哲哉

山本  博
下山 晃弘
雨海佐武郎

増村 栄治
田中  登
自銀 茂太
長塩 健吾
前田 多聞
大岐 義之
駒ケ嶺政功

節二

馨

実

重徳

田中 章喜
寺園 亮一

原口健二郎

河辺  満
森田 精一
黒本 武彦
金子  倍
川上 啓治
小西  実
西垣 雅美
鈴木 章夫
赤星 秀年
鎌田  禎
徳田 有基
落合  博
三間 勝束
増谷  勲
原  石貞造
脇山  実
伊藤 鉱一
神沢  暁
野村 嘉明
板垣 隆房
浅岡  武
原  紀征
野村 嘉明
岡本 武利
山本 能也
日高  壮
竹原 政和
清水 康弘
竹之内興二

長浦 音吉
梅津 幸敏
鈴木 正一
笹生  登
伊藤 昭治
川北 智世
実重 清次
田中 国雄
栗林 正幸
日野真喜雄

内田 昭淳
本間 忠孝
中島 鎮也
高木  智
板東 輝雄
藤田源次郎

相場 清一

三宅  勝
藤枝 照義
大塚 敏男
田中栄三郎

野島  譲
小島 正男
伊藤 秀樹
門田 久人
古謝  貢
栖岡 三郎
亀井 雄弐
林 美樹雄
宇野 叔男
山本 英人

勝賀瀬健三

遠藤 敬一
高橋  毅
山本 欣一
山本 八郎
高橋 俊二
光永 教之
宮原  敏
小林 純幸
佐藤  信
桜井 良昭
久保 謙二
伊藤 富雄
阪本 暁夫
佐野正太郎

吉田 千郷
池田 昌道
関根 義雄
竹林 克彦
五十里光秋

堺  三徳
河田 義雄
山根  ′1令
新名 静夫
本郷 節屯
市来 隼人
椎原 和郎
中間 義智

田

倉

田

本

原

川

生

松

一
誠

博

弘

司

夫

美

昭

宏

義

　

　

　

昭

敏

淳

祐

中

藤

上

著

来

倍

市

村

北

浜

須

川

大

宝

安

辰

仲

逆瀬川文雄

泊  光彦
栗野 三拡

山田 幹夫
草野 義人
阿部  字
里見 光徳
笠原 一男
加藤 寛治
桑澤 英晴
渡也 成雄
木村  寛
津守 幸介
東田多美男

住吉紘太郎

吉松 昌一
本坊 佳彦

吉田健次郎

東条 義昭
鳥越 邦彦
小田原 勇
前野親二郎

早田 克彦

介

工

夫

雄

隆

睦

男

晃

啓

ヅ

基

安

　

　

真

ンヽ

田

浦

北

田

　

沢

山

豆

奥

水

今

杉

神

神

秋

伊
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総務委員長

総務副委員長

会場施設用具係

庶務会計係

式典表彰係

練習会場係

広 報 係
記録センター係

記録収集連絡係

報 道 係
宿 ,自 係
救護衛生係

受付案内接待係

競技委員長

競技副委員長

会 場 主 任

進 行 係

記 録 係

放 送 係

選 手 係
シャトル係

連絡報道掲示係

線 審 係
得点表示係

原口健二郎

斉藤  栄
通山 純男
上釜 正史
松山 敏彦
茶屋 俊一
山口 英夫
栄村 道博
奥  俊広
迫田 久光
園田 敏雄
酒瀬川晃二

永江 幸哉
寺師 慶子
有馬 純助
宮下  泉
永留 繁喜
松元進太郎

長野 正季
本田 カヨ
永江マサエ

浜中  誠
鈴木 祐司
別府  照
鷺山 昌一

安藤 実彦
市来 隼人
大川 正明
今村 圭男
尾崎ひとみ

新  純孝
宝亀 道隆
後山  努
厚石 京子
吉田 昭穂
吉岡 正人

加藤 省三
西山 忠行
今給黎 力
畠中 道夫
下村 亮介
豊留  誠
橋口 文雄

飯伏冨士子

立石よし子

丸野みゆき

辻本 重成
川野 明文
田畑 正見
森  静江
田中加奈子

近藤

有馬

吉峰

i両

義秀

昭文

京田

樋口

田中

裕

哲郎

正信

日高

池田

吉留

昭典

徹

謙二

水流 篤郎
篭原 清隆
今給黎和男

山口 洋子
岩尾香代子

瀬戸口美智子

永留 秀則
岩下 孝幸
大園 勝次
川野 絹子
小湊くに子

城森 俊郎
山口美津哉

上野 純子

上′J�彰6日召

堂園 芳郎

運 営

田中 章喜
川内 省吾
瀬戸口勇市

下山 義己
神園 裕子
室屋  昂
小川 達也
中之園松一

畠中 敏郎
中村 善子
神門喜美代

自沢 王子
宗前  勇
立石 初則
田代 芳輝
今村リッ子

浦崎 幸子

立立

兄兄 技

丸山 嘉久
石崎 澄博
荒殿 則博
小川 道智
松下  健
坂之上四雄

江口 広子

篭原 憲男
高島 廷一
牧迫まり子

グ L
l,ヌι 員 〔枕崎会場〕

森口

城森

博

学

西山 忠行  茶屋道祐三

町頭 徹三  児玉 義孝  中村 幸二

築地原征博  田中 和成  萩原 満郎  日高 和雄  鮫島 正広

係

係

係道ワ

送
備
朝

輪

警

駐

係

接

‐

待

内

ゲ

接

案

ね

内

付

萩

案

受

伊

前

場

係

駅

陰

仲

松下あつ子

猪谷 ゆみ  大園はつみ

`「

し
1:ヌ t 員 〔枕崎会場〕

秋武 達郎  田中 一也  比良 恭子

立石美智子

松野下弘子

丸山 綾子
片平 孝一
石井優美子

森  照代

米丸香代子

石崎 澄博  中原 和則
中原  勉
東  健次  下山 健一

之

男

清

光

雷
田
一課

脇

村

島

大

本

中

郎

賓

哲

清

有園 橋口 幸次  渕之上真知子  ネ申浦  勉
久保田親治
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審 ‖卜」

長浦 音吉 三宅

花牟礼照行

中山 治久

グL
l,ヌι 員 〔枕崎会場〕

審 判 長

副 審 判 長

審判委員長

審判副委員長

審 判 員

表   彰
アシスタント

警備 。駐車

救   護
ブラスバンド

伊藤 基記
山本  博

森田 桂示

前園 俊哉

諏訪園国昭

川崎 久登

東  裕之

徳留淳二郎

逆瀬川文雄

的場 勝彦

笹川 清見

鳥山 正弘

野元 一広

米
カ

今給黎 弘
宇都 光貴
山下 康弘
地頭所 晋

明

修

一
一
文

貞
　
　
健

隆

保

山

森

山

新

大

米

立

彦

弘

血
（　
一

俊

正

良

純

山

脇

中

瀬

植

堀

田

渡

樹
　
一　
人

英

隆

正

口
　
元
　
工不

磯

松

橋

式  典  表  彰  役  員 〔枕崎会場〕

務

係

係

備

彰

設

行

送
　
・送

総

進

放

放

表

係

ド

楽

手

一

場

カラ

会

プ

音

選

畠中  登

長野 昌隆  早田 克彦

江口 広子  (補 )桑原理恵子 (補 )田畑 幸子 (補 )岩下 洋子

築地原征洋

茶屋 俊一  畠中 道夫 (補 )中村千幸子 (補 )堂原美智子
神園 裕子 (補 )神門 洋子 (補 )木口屋美和 (補)自 沢あゆみ
(補)城森 順子 (補 )若松ひとみ (補 )森  良子 (補)中村美佐子
水流 篤郎  上釜 正史  城森  学
中間 義智  奥  俊広
下山 義己
中村 幸二  園田 敏雄  堂園 芳郎  川内 章吾  町頭 徹三
栗野三木広  立石よし子  岩尾香代子  立石美智子  神門喜美代  瀬戸口美智子
(補)浜崎 聡子 (補)茶屋 聡子 (補)松野下由美 (補 )加治 裕子 (補)篭原かおり
長野 正季  田代 芳輝  川野 明文
飯伏富士子 (補 )向井 孝子 (補)川野 恵子 (補)台場 聖子
大坪 貴子

(補 )中崎美千代

案内受付
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補 助

歯證用具会場係 中村 隆二  内門 正和  永崎 本康
佐田 知博  折田 裕二 (工)大賀 敬子
竹内 瑞代  迫田 裕美  草野 みほ
若松ひとみ (枕 )長野 須直  新屋敷健吾

受付案内接待係  田代 純子  田中なおみ  山口みちよ
佐田とも子  田中いずみ  森山 和子
茶屋 聡子  浜崎 聴子  松野下由美
自沢あゆみ(枕) 折田 伴子  永江 晴己
金蔵ひで子  尾曲真奈美(知 )

練習会場係  栄村 正美  立石  洋  茶屋道裕二

牧野 幸光  長野 賢一  宮地広美(水 )
楠元 由公  諏訪園 聡  有園正人(工 )

表 彰 係 中村千賀子   堂原美智子  中崎美千代(枕 )

記録収集連絡係  佐田 朱美  鶴園ひとみ  馬場美和代(知 )
田野脇理恵子  カロ治佐照美(知 )

記録センター  松野下正子  安永 益子  山崎 直子

治井しのぶ  長野由紀子  浜田 雅代

救護街生係  向井 孝子  台場聖子   川野 恵子

菊永なるみ  篠田 智恵  黒江弥生(枕 )

駅前案内係  松野下仲子  藤田美和子  立石 里代

茶屋道 薫  豊留 照代  豊留 孝代

警 備 係  地村 秀和  今村 勝幸  市坪勝則(工 )

登場:  孝:  松野下順一朗(水 )

駐 車 場 係  下野 哲己  中尾  健  畠野貴告(工 )

児玉 清志  寺内伸哉(水 )

進 行 係  石井 郁代  大隣久美子  上野恵美子

山口より子  塗木輝美(知 )

記 録 係  佐多千恵美  塗木 直美  山下ちよみ

上村叔司子

茶円かおり

菊永佐代美

園山かおり

桑原理恵子

折田  進

小田代 幸

川越 裕子

野崎 弘美

菊永晴晴美

俵積田美鈴

山神 京都

有薗 政博

浦本栄市(工 )

久本田淳子

上之園りか

前野 雅子

俵積田恵美

田畑 幸子

本門 重美

岩下 順子

川野 重子  鷺山 和代  樋口美保子(枕)

通山 智子

吉見聡子(枕 )

松元 聖子

中原田文代  西村千華子

松野下かおり  海老原ユ ミ

放生会博樹

金気 智子

鮫島 祥子
窄口 秀明

松久保優子

茅野律子(知 )

神門 洋子

東 ちより

田野尻 実
永江 京弘

二宮美奈子(知 )

豊留真代美

有馬ゆきみ

後藤富美代(知 )

白沢 康美

加治むつ子(枕 )

松清さと子(知 )

立石利香子

上迫真佐美

岩下 春也

神山 文代

員 〔枕 崎会場〕

田中 英明
本国屋真由美

中村美佐子

田畑 博文
佐田  泉
加治 裕子
木口屋美和

宝代 優子

大迫 純一

竹内 玉美

森  良子

松野下清秀(水 )

松下よし子

篭原かおり

城森 順子

大隣ひろ子

田野尻孝紀

茅野 伸広

茶屋理奈子

中村君代(枕 )

今給黎美穂子(枕 )

新屋敷由美子

新屋敷恵子

加治佐ひるみ

売島真由美  大迫由美子  加治屋みき子(枕 )

揚村美和子  池田美津子  織田修子(枕)

松元 耕作

佐田 博文

園田みちよ

中崎まり子

今門 雅代

神門 清美

新屋敷由美子

上野 涼子

係

係

係

卜

送

手

ヤシ

放

選

田中 逸代
岩下 洋子
三田健二郎

佐藤かずみ

田中智子(枕 )

竹迫里美(枕 )

立石 秀文

長谷千佳子
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選 手 係

連絡報道掲示係

線 審 係

得点表示係

山口 幸美

椎原  久

宮原  明

浜田 留里

神園 博文

寺野 洋一

平峯 武和

田原ゆかり

駒水 栄子

鰺坂紀代子(知 )

水流 和人

白沢さえ子

桐木平明美

赤崎 政文

小林 直樹

田畑 富郎

宮路 健志

揚野 秀海

篠原 正司

中山  満

森口  孝

和田 良一

栗野 淳一

田畑 澄人

若林 孝子

立石 由幸

楠  一道

三角 智子

中村 直彦

北薗 義秋

神園  修

自沢 隆子

中原美津代

大坪  誠

岩下  浩

長野 裕子

自沢 祐子

岩元 昭英

新留 達也

中玉利 智

森  正昭

大園 淳二

高山 京彦

仁田尾 茂

守崎 和徳

浦崎 浩幸

小牧  司

床波 寛久

森  安子(枕 )

西村敏英(水 )

下木原幸広

味園 弥生

田畑隆作(水 )

林川 善朗

大園砂由里

牧之段明美

田中 昭子

真茅和浩(工 )

森  千恵

丸野さとみ

永山 敦子

織田 栄作

関谷 正明

野間 康輔

中原 孝博

小湊 大海

立石 尚二

的場 信也

中村 輝夫

神園 幸介

斉藤  健

永江 靖博

大工園忠海

森口百合香

森 文博(水 )

山口奈穂美(枕 )

代

己

弘

美

広

輝

秀

久

直

朋

元

園

湊

山

野

松

茶

小

平

揚

原村憲二郎  上釜 康明

駒水 純博

諏訪下辰彦(工 )

仏渕美津代

二宮 じめ子

坂口 博紀

加賀山健―(枕 )

西 佐由紀

長谷由美子

小川  孝

城森 義人

中野 弘文

山崎 道博

川野 優二

竹内 晃二

前田 一安
山口 健作

小川 信吾

是枝  繁

鳥丸 博一

床並 浩幸

吉嶺 香澄

鮫島かおり

塗木千代子

立石 史人

揚野寿賀子

篠原美千代

沖園千保美

河野 武彦

辰野 宏治

馬場 義人

椰木 俊徳

小湊 裕三
田畑 胤広

宮下 太志

原田 正幸

上村 克彦

田中 公一

長尾一郎(枕 )

床並 一也
田中江里子

中村早由美(枕 )

福元いつみ

岩尾 澄郎

小湊 真理

松野下道代

上釜みつよ(枕 )

桑原 隆文
谷上  実
松下  聴
道野 博人
汐月 圭司
中釜 一馬
森  伸也
福永 幸芳
茅野 直己
田中 智昭
本坊 政秀
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運
ハ■4´
呂 役 員 〔加世田会場〕

総務委員長

総務副委員長

総 務 委 員

庶務会計係

受付案内係

接 待 係

会 場 係

警 備 係

駐 車 場 係

救 護 係
記録センター係

宿 泊 係

式典表彰係

総 務 部
練習会場係

競技委員長

競技副委員長

会 場 主 任

シャトル係

連絡報道指示係

原口健二郎

田中 章喜
塘  幸雄
神野 国一
小園富士男

下舞 辰己
秋田 常秋
自窪 勝豊
西村 愛子
岩元 国秀
東口 優子
寺園 和博
杵木 孝男
田平 和広
蓑田 継男
川野 秀哉
飯島 悦子
山下 和博
上野 哲郎
阿久根吉彦

塘  光男
蘭牟田博美

浜中  誠
大世古吉弘

遠藤 安孝
椎原 和郎
目原 克彦
村田 隆昭
山下美恵子

放生会 隆
水日 正治
小田  正
有上 和彦

阿久根美智代

本村 輝正
川床千偉子

新田 信夫
山下 良一
阿久根一水

宇都 勝美

山下みどり

上野 裕子
有馬 映子

松窪 信義
川崎 義道
古市 寿夫
寺園マユミ

押川摩理子

山下 優子

取違 照代
米倉 隆子

矢野 淳子
新沢 秀一

森   忍
木原 正武

名島  厳
小田原 勇

下川 芳流
久保  屯

福田 寛郎
小吹 昭之

栄

茂雄

一雄

空夫

達朗

上西 通子  松野 深雪

峯元 玉代  武  美里

末永  茂  窪  洋一  前田 健二  上妻 勝士

新田 和哉  園田 親久  下西 公一  東  勝美

篠原 敏弘  松山 英昭

山口 正悟
坂元 恵子
六田 里美

高木  実  柳
原口千代子

|1淳  川野 信博

自窪 公紀  権  洋幸  川野 重美

堂原 一男  宝門 孝礼

本坊 佳彦
白石 一法 馬場 一政  川畠 耕治

う′し
1夕t 員 〔加世田会場〕

山ノロ敬昭

時吉 辰二
西前 正人
牧田 克彦
指宿 修二
島屋尾かおり

山ロ カ三
岩松 喜幹
堂免 幸子
泊  正宣
塩賀 千弘
上野 寿郎
清水 康弘
本村 誠人

前田

富安

中山

尾辻

太

菜子

秀次

敏文

係

係

送

報

輸

広

立立

兄几 技

藤本  滋
仁憎健二郎

内倉 定則
森永 忠秋
田中耕一郎

脇田 昭生
赤沢 正治
松元  透
泉 喜久子
内門 正司

坂下 敬吉
泊  武憲

永崎

元山 成美
松尾 和俊

剥岩 涼子
本戸 啓介

赤崎 盛彦
阿久根敏則

沢

潟

坪

新

後

岩

文

秀

康

俊

英貝

光彦

通

白

Ｈ

係

係

行

録

進

記

係

係

選

手

放

選 松尾由里子  秋葉 久治
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東原 辰己  加藤 直美

斉藤

窪田

中間

池亀

紫田



審 単̀
」

役 員 肋口世田会場〕

審判委員長

審判副委員長

審 半」 長

副 審 判 長

審 半」 員

線 審 係

得点表示係

プラカード係

選 手 係
受付案内係

和田  寿
篠田 守夫

伊藤 基記

森田 精一

岩切  章

菅原 正人

今別府由美子

久留 和代

松久保郁雄

中村 正孝

榊  辰弘

河辺  満

権堂 義美

前田政一郎

横山 恭子

塩入 彰子

原田まゆみ

比良 四郎

岩元 浩徳

佐藤 正善

重吉由美子

堀切 京子

寺本  健

浦川 尚子

前田 良子

浜田 友子

沢園 能史

浜田 祥子

岩下真由美

堀田 明美

山下

泉

畠中

吉田

浩二

孝志

洋子

薫

曇

式  典  表  彰  役  員 助口世田会場〕

括

係

係

係

小

係

鴫
行
送
彰
‘
場

Ｊ

　

　

　

　

シ

式

進

放

表

ア

会

下川 芳流

池亀 空夫

桑代 千夏

新沢 康文

峯元 玉代

寺園 和博
放生会 隆

秋葉 久治
阿久根美智代

上西 通子

指宿 修二

飯島 悦子

大村 重孝

山ノロ敬昭

山口三千代

上野 寿郎
六田 里美

未永  茂
赤沢 正治

水口 正治
山下みどり

松野 深雪

前田 健二

川床千偉子  有馬 映子

木戸 啓介

松元  透 米倉 隆子  松尾由里子

係

係

係

係

待

備

護

楽

接

警

救

音

西前 正人  新田 和哉

西田 優子  日置 孝子
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受付案内係

接 待 係

会 場 係

警 備 係

駐 車 場 係

救 護 係

記録センター係

練習会場係

進 行 係

記 録 係

放 送 係

選 手 係

市坪 育代

中津浜展子

宮里さとみ

田頭美智代

有馬 君江

川路真由美

大坪 澄生

(加世田農)

後藤 誠司

田代 浩子

川崎 浩一

桜木 信一

(加 世 田)

大野 和美

塘  一秀

森  口昌子

前野 正子

迫田 浩幸

杵 ひろみ

有馬 i純徳

(加 世 田)

福永  悟

権  恵子

大菌奈緒美

久保園麻利子

上園 悦子

小長 智美

福島みさと

鮫島由香子

本場田真理子

中村  恵

梅北 初恵

上西 里美

(加世田農 )

鮫島 幸枝

西 さゆり

芳尾 礼子

吉永みち代

羽山薗奈穂美

上大田奈緒美

前田 郁代

清藤 昭文

寺園

田中

外園

鮫島

行一

千愛

浩明

善史

前田 雄二

中村也寸志

迫  英子

古城 恵子

大堀  勉

迫田 夏子

勝田 靖隆

横山五輪子

有上まゆみ

上村 郁子

坂元 博美

尾辻 裕子

阿久根芳美

宮路あんず

塩屋 涼子

堂原せつ子

藤田ゆかり

市山かおり

岩尾多美子

助

塩屋 弘美
知覧 敬子

森  繁子

神野美智代

下野いくみ

日置まゆみ

下堂園公博

松下

藤田

神園

田代

晋一

睦子

修一

賢三

鬼丸慎一郎

上村 健一

庭月期カオリ

満留美由貴

道野 幸治

(加世田農)

吉見 恭子

馬場 淳子

北  裕子

下舞 尚美

鈴木あき子

(加世田農)

神野しのぶ

鮫島 美紀

新屋 聡子

(加世田農 )

(加 世 田)

(加世田女)

推原 良恵

(加世田農)

川口 浩一

牧田 聖子

南 真由美

安楽 好子

佐方 和代

鮫島 柳子

東 理恵子

(加 世 田)

神野 智子

彙
閣
み
″↑ 員 〔加世田会場〕

中森恵利子

山口 真代
自沢ひとみ

宮田みどり

新徳 和代

和田 直美

塩屋美代子

神野 和子

下大田好江

中山佳代子

吉田 徳美

山口みち子

大原 律子

南  慶子

(加世田農 )

(加 世 田)

(加世田女 )

(加世田農)

(加 世 田)

(加世田女)

鮎川 節子

村上 達朗
(加 世 田)

楠  義嗣
西野 弘樹

福元 孝志  六田 修一

(加世田農)

外園 了一  牧之段太志

大川畑直美

小湊真美子  田中富美代  松野下祥子

(吹  上 )

(加世田農 )

(加世田女)

墓本 妙子  畑 真由美 上加世田光子

阿久根朋子

田中 輝美  青山 和代  睦元 冬美

萩原 紀子  安永 千里  山下 千冬  (加 世 田)

(加 世 田)

阿久根ルミ

(笠  沙 )
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今城 亜弓

(加世田女)

九田まゆみ



選 手 係

シャトル係

連練報道掲示係

線 審 係

得点表示係

前田由美子

井料真由美

大迫 文子

七田みちよ

鎮寺美智子

春口由美子

小林るり子

前園小百合

大野ゆかり

床並あけみ

阿久根康子

東  正代
杵木 裕子

中原 直子

上野百合子

田畑 明美

田頭由美子

神野 由美

中原ゆかり

小薗 智子

下村 理絵

田頭 由子

有馬 光代

加治屋美和

(加 世 田)

宇都ゆかり

尾込 涼美

床並千代美

有馬 律代

園田みちよ

下馬場真子

清水 洋子

下園さよ子

西村 京子

西  文代

坂上 智子

皆倉ひとみ

田中美津代

中山 弘子

福島 成美

窪田 真澄

片平由美子

神薗ゆかり

南  貞子

刈川まゆみ

清水 真弓

(加世田農)

下村 恵子

川崎 直子

小橋口潤美

竹崎 仁美

田頭ちより

桜本 文子

中野 瑞枝

(加世田農)

(笠  沙)

下堂園精子

(加 世 田)

(加世田女)

中尾むつみ

鮫島あけみ

西馬場二美

本坊 龍子

江籠 智美

前田るり子

井料小百合

鶴田とも子

三田恵美子

(川  辺 )

高倉 良子

小屋敷千澄勢

大迫 郁代

江籠 和代

南田 寿恵

牧野久美子

下野 明美

中村理花子

片平真由美

黒瀬 直子
(加世田女)

中尾さとみ

宮脇 ちづる

渕脇 智子

池田さゆり

黒江 和美

山ノロゆかり

轟木 和子

橋口 成美

花牟礼千春

(笠  沙)
市坪加代子

内門 久代
上園 尚美
坂上 典子
(加世田農)

五反田良江

中薗 明美
山下 尚美

下西由美子

下舞 直美
川口千賀子

高倉  恵

岡野 端代
析川のぶよ

門之園けい子

神之門睦美

田頭 智子
寺田 美緒
花牟札珠代

柳  寿枝
有薗 春美

恒吉 洋子
徳守みつ代

前野 郁世

有園 京子  (加世田女)

六田 裕子  (加世田農)

尾辻 和代  中原 尚美  中間 裕子

楠原さとみ

内村 美鈴
橘園美千代

高倉まなみ

金気恵美子

井之上智子

今村 祥子
中野 陽子
中村 裕子
西園 和子

森  桃子
上橋 清子
釈迦堂安美

原田恵美子

本地川利子

小園真奈美

西元 美保
中薗 聖子
横山まゆみ

宿里にち子

西 小百合
砂田 朝美
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式 典 表 彰 実 施 要 領

●開会式〔男子〕

●閉会式

閉 会 式

昭和57年 8月 1日 (日 )枕崎市総合体育館

及び 個 人 戦 表 彰 式

昭和57年 8 6 (金)

順序 式   次    第 登 壇 者

開 式 通 告

選 手 団 入 場 大 会 会 長

開 会 宣 言 大 会 副 委 員 長

国 旗 高体 連旗 等掲 揚

高 松 宮 賜 杯 返 還 大 会 会 長

優 勝 杯優 勝 旗 等返 還

大 会 会 長 あ い さつ

歓 迎 の と  |ご 枕崎市長・生徒代表

激 励 の と  |ゴ 大 会 委 員 長

10 競 技 上 の 注 意 競 技 委 員 長

11 審 判 上 の 注 意 審 半」 長

12 選 手 宣 誓 選 手 代 表

13 表 彰 ・ 感 謝 状 贈 呈

14 閉 式 通 告

15 選 手 団 退 場

順序 式   次   第 登 壇 者

開 式 通 告

選 手 入 場

競 技 委 員 長成 績 発 表

表 彰 大 会 会 長 他

大 会 会 長 あ い さつ

評講 大 会 委 員 長

歓 送 の こ と ば 枕 崎 市 教 育 長

国旗・高体連旗等降納

閉 会 宣 言 大 会 副 委 員 長

10 閉 式 通 告

11 選 手 退 場

12 お ネL の こ と ば 実 行 委員会事務局長
13 散解
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●開 会 式 〔女子〕

●学校対抗表彰式

昭和57年 8月 1日 (日 )加世田市体育館

昭和57年 8月 3日 (火)加世田市体育館

順序 次 第 備 考

役 員 ・ 選 手 集 合

開 式 通 告 フ ァ ンフ ァー レ

選 手 入 場 行進曲

開 会 宣 言 大 会 副 委 員 長

国旗 。大会旗等掲揚 「君が代」

賜 杯 返 還 大 会 会 長 「得賞歌」

優 勝 杯 等 返 還

大 会 会 長 あ い さつ

歓 迎 の と |ご 加世田市長・生徒代表

10 激 励 の と |∫ 全 国 高体 連 専 門部 長

11 競 技 上 の 注 意 競 技 委 員 長

12 審 判 上 の 注 意 審    判 長

13 選 手 宣 誓 選 手 代 表 フ ァ ンフ ァー レ

14 表 彰 ・ 感 謝 状 贈 呈

15 閉 式 通 告

16 役 員 。 選 手 退 場

順序 次 第 備 考

役 員 。 選 手 集 合

開 式 通 告

役 員 ・ 選 手 入 場

成 績 発 表 競 技 委 員 長

表 彰 大 会 会 長 ・ NHK 「得賞歌」

閉 会 通 告

役 員 ・ 選 手 退 場
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日
エロ

↑三

種  別 月 日 内 容 場    所 時  間

会   議 %ω 全 国 高 体 連バ ドミン トン部 常任委員会 本 部 宿 舎 17:00

会   議 %(日 ) 全国高体連バ ドミントン部専門部長・委員長会 加世田市民会館 9 :00

会   議 ライ(日 ) 監 督 会 議 加世田市民会館 12:30

開 会 式 %(日 ) 開 会 式 (女 子) 加世田市体育館 14:00

開 会 式 %(日 ) 開 会 式 (男 子) 枕崎市総合体育館 16:00

競   技 %(月 )

学 校 対 抗 (男)1～ 3回 戦
枕崎市総合体育館
枕 崎 高 体 育 館
枕 崎 小 体 育 館

9 :30
～16:00

学 校 対 抗 (女)1 3 回 戦
加世田市体育館

加世田農高体育館

9 :30

～17:30

競   技 %ω
学校対抗 (男・女)

準  々 月券決  勝～決
学校対抗表彰式

加世田市体育館
9 :30

～16 30

競   技 %因
個人 ダブル ス (男)1回 戦～準々決勝

枕崎市総合体育館
枕 崎 高 体 育 館
枕 崎 小 体 育 館

9 :00
～16:10

個人ダブルス (女)1回戦～準ガ決勝
加世田市体育館

加世田農高体育館

9 :00

～16: 20

競   技 %い

個人シングルス (男)1回戦～準々決勝
枕崎市総合体育館
枕 崎 高 体 育 館
枕 崎 小 体 育 館

9 :00

～16:10

個人シングルス (女)1回 戦～準々決勝
加世田市体育館

加世田農高体育館

9 :00
～15 : 00

競   技 %0
個人ダブルス・シングルス (男・女)

準決勝 。決勝  閉会式
枕崎市総合体育館

9 :00

～13 : 00

練 習 会場

7/
/Ю

～%
練 習

鹿 水 高 体 育 館

桜 山小 体 育 館

枕 崎 小 体 育 館

枕 崎 中 体 育 館

枕 崎 高 体 育 館

7/
ス
"
～%

習練

加世田高体育館

加世田中体育館

吹上高体育館
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」旨
月計 項

◎総 合 的 な 注 意
1.こ の大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本バドミントン協会競技
規則、同運営規定により行なわれます。

2.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとtま す。
3.個人対抗の選手の変更はいかなる理由でも認めません。
4.そ の他は監督会議の申し合せによります。
5。 特に次の点を厳守して下さい。

(1)競技場の運動ぐつは競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
(2)試合のため会場に到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
(3)応援は「声援」でなく「拍手」のみで行って下さい。

◎競 技 上 の 注 意
○学校対抗

1.会場へは40分前までに到着、学対対抗30分前までにオーダー用紙を進行係に提出して下さい。
2。 この大会は競技開始の順序を次のように行ないます。

(1)エ ントリーされている者は、全員20分前に選手集合所へ整列します。
(2)集合完了後、プラカード、主審、サービスジャッジ、監督、コーチ、マネージャー、選手、線
審の順で入場します。

(3)あ いさつの後、各校 5分づつの練習を行い試合を開始します。
(4)ゲームの進行状態に応じて 2コ ート並行して試合を行うことがあります。
(5)コ ートを変更して試合を行なうことがあります。
3.棄権とみなすのは選手が 5名 に満たない場合および定刻30分前まで (または指示のあった時刻ま
で)にオーダー提出のないとき、または集合時間 (定刻20分前)に集合しなかったとき。
4.ベ ンチに入ることのできるのはエントリーされた者のみです。
5.すべて 2点先取で終了します。
6.試合終了のあいさつの後、入場時と同様に整列し退場します。
○個人対抗
1.個人対抗については会場へ40分前に到着し受付をすませて下さい。
2.こ の大会は競技開始を次の順で行ないます。
(1)監督と当該プレーヤーは20分前に選手集合所へ集合します。
(2)集合完了後プラカード、主審、サービスジャッジ、監督、選手、線審の順で入場します。
(3)あいさつの後 3分間練習後、試合を始めます。
3.棄権とみなすのは集合時間 (定刻20分前)に集合しなかったときです。
4.ベ ンチに入れるのは監督、選手のみです。ただし監督に支障のある場合競技委員長の許可を得て
責任ある代理を認める。

5。 試合終了のあいさつの後、入場時と同様に整列し退場し、敗者の監督は進行係の指示により次の
試合の主審を行う。

◎審 判 上 の 注 意
1.会場内の附属物にシャトルが当ったときはフォルトにします。
2.主審の認めたタイム以外は一切認めません。
3.シ ャトルの交換は主審が必要と認めたとき1こ限ります。
4.次のような行為は厳につつしむこと。
(1)汗ふきやくつひものしめかえ。
(2)長 いサーバーの静止。
(3)お そいレシーバーのかまえ。
(4)競技中と1ゲ ームの後のサイドコーチ。
5.抗議はいっさい認めません。不審のときは礼儀正しく監督が質問して下さい。主審の判定に服し
ないときは、その試合を放棄したものとみなします。
6.異議の申し立ては、書面で競技委員長に提出して下さい。
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タ イ ム テ ー フ゛ル(男子・枕崎会場)

学

校

対

抗

男

第

日

8
月
2

日

会 場 枕 崎 市 総 合 体 育 館 枕 崎 高 校 体 育 館 枕 崎 小 体 育 館

コー ト 10 11 12 13 14 15 16

9 :30
～11:30

BT
1

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

14:00^―
～16:00 33 34 35 36 37 38 39 40

男

子

ダ

ブ

ル

ス

第

日

8
月
4
日

コー ト 10 11 12 13 14 15 16

００

９

BD
1

14 15 16 17 18 19 26 27 28 29

20 21 22 23 24 25 30 31 32 33

10: ■■
■
■

10 11 12 13 46 47 48 49 50 51 58 59 60 61

11:
34 35 36 37 38 39 52 53 54 55 56 57 62 63 64 65

12:20
～13:10 40 41 42 43 44 45 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81

13:
66 67 68 69 70 71 85 86 87 88 89

14:10
15:10 82 83 84 92 93

15:
90 91

男

子

ン

ン

グ

リレ

ス

第
四
日

8

月
5

日

コー ト 3 4 10 11 12 13 14 15 16

００

９
BS
1

3 4 22 23 24 25 10 11 12 13

9 :50
10:40 27 28 29 14 15 16 17

10:40
～11:30 18 19 20 21 30 31 32 33

55 56 57 58

63 64

7
.8
「 79 8077

|

88 89 1 90

94

34 43 44 45 46

11:30
^-12:20 35 36 37 38 39 40 59 60 47 48 49 50

12:20
^‐ 13:10 41 42 51 52 53 54 65 66 71 72 73 74

13:10
～14:10 67 68 69 70 75 76 81 82 85 86

14: 10
15:10 83 84 87 92

15:10
～16:10 91 93

男
。女
々
だク‰
ゑ

第
五
日

（
８
月
６
日
）

枕 崎 市 総 合 体 育 館

コー ト

BD
95

GD
96

10: BS
96

GS
96

11:00
～12:00

BD GD
97

12:00
～13:00

B S GS
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学

校

対

抗

女

第

日

8
月
2

日

会 場 加 世 田 市 体 育 館 加農高体育館

コー ト 10 11 12 13 14 15 16

9 :30
^‐ 11:30

GT
1

14 15 16 17

11:30
～13:30 10 11

21

12 13 30 31 32 33

13:30
～15:30 18 19 20

22 23 24 25 26 27 28 29 40 41

15:30
^‐ 17:30 34 35 36 37 38 39

タ イ ム テ ー フ゛ル(女子。加世田会場)

学校対抗表彰式

学
校
丈寸
抗

男

女

第

日

8
月
3
日

コー ト 10 11 12

BT
42
43 44 45

GT
43 44 45

12:00
^‐ 14:00

BT
46

47
GT

47

14:30
～16:30

BT
48

GT

10 11 12 13 14 15 16コー ト

1

9 :00
'～ 9 :50

GD 10 11 12 13

9 :50
～10:40 18 19 20 21 22 23 24 25 14 15 16 17

10:40
^‐ 11:30 26 29 30 31 32 33 34 43 44 45 46

35 36 37 38 39 40 41 42 52 53 54 47 48 49 5051

‥

”
55 59 60 6156 57 58 62 63 64 65 66 71 72 73 74

67 68 69 70 75 76 77 78 79 80 81 82 85 86

14:20
～15:20 83 84 87 89 90 92

女

子

ダ

ブ

ル

ス

11:30
～12:20

第
二
日

（
８
月
４
日
）

15:20
～16:20 91 93 94 |

女

子

ン

ン

グ

リレ

ス

第
四
日

8
月
5

日

コー ト 10 11 12 13 14 15 16

００

９

GS
1

10 11 12 13

18 19 20 21 22 23 24 25 14

“

16 17

26 27 28 29 30 31 32 33 34 43 44 45 46

11:00
～11:40 35 36 37 38 39 40 41 42 51 52 53 54 47 48 49 50

11:40
～12:30 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 71 72 73 74

12:30
～13:20 67 68 69 70 75

|

|

76 77 78 79 80 81 82 85 86

13:20
～14:10 83 84 87 88 89 90 92

‥

ヽ
91 93 94
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男子学校対抗組合せ表 (BT-48)

○

大

市

糸

横

柳

東

日  本  大 学 (神 奈 川)

曽 (長  野)

崎 (兵  庫)

満 (沖  縄)

業 (秋  田)

業 (山   口)

海 (愛  知)

業 (新  潟)

府 (山  梨 )

業 (和 歌 山)

佐 (徳  島)

業 (鹿 児 島)

業 (石   川)

業 (岡   山)

浦 (長  崎)

沢 (岩  手)

葉 (1ロヒ海道)

南 (埼  玉)

業 (福  島)

業 (愛  媛 )

業 (佐  賀)

南 (千  葉)

業 (岐  阜)

条 (奈  良)

奥  義

本 大 学 鶴 ケ

知  学

江

勢  工

本 商 大 付

|「晃    ,青

山  商

城  県 工

九

生 市 立 商

港  工

新  学

本 大 学 山

松

塾 (青  森)

丘 (東  京)

芸 (高   知)

北 (島   根)

業 (二  重)

属 (熊  本)

田 (南北海道)

業 (富   山)

業 (宮  城)

星 (京  都)

州 (福  岡)

業 (群  馬)

業 (鳥  取)

内 (鹿 児 島)

院 (栃  木)

原 (大   阪)

形 (山  形)

西 (香   |‖ )

羽 (福   井)

北 (静  岡)

一 (茨  城)

業 (宮  崎)

山 (広  島)

山 (滋  賀)

立  尼

1.

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

①

⑫

⑬

⑩

⑩

⑮

④

④

④

⑩

①

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑫

⑮

⑩

25 東

26 日

27 高

28 松

29伊

30  貞E

31  本L

32  富

33 ′菖

34 ,各

35 'し

36 桐

37 境

38  111

39 作

40 柏

41  日

42 『高

43 足

44 1富

45 石

46 宮

47 市

48  1ヒ

手   工

井  工

三  条  商

東 海 大 学 甲

新  宮  商

日   和

鹿 児 島 商

金 沢 市 立 工

東 岡 山 工

竣

前

帯  広  柏

越   谷

会  津  工

西  条  農

佐  賀  工

千   葉

岐  阜  工

奈 良 市 立 一

④

⑪

⑮

④

〇
⑮

〇⑫

宮
　
　
一弔
　
　
工
　
　
福

上

国

崎

立
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“フェザーなナイロンが'というところまで工学技術は進歩した。

高回転を生みだす空気の流れ方

空気が0にあたって回転力となり
8)n 17L-2(Lfrlf<rt<"

毎分|口 1転数で、370r.p.m.を ,'成した、カワサキ・ナイロンシャトル“スタミナ:あ

ゆるデータを解析して割りだした、||の 大きさ・位置・角度。さらに jヽ分の

`l:い

もな

い緻密な イ本成型によつて、ムラのない高回転、ブレないフライト、そして理想
のハイクリアー曲線を生みだしました。しかも、持ちのよさだけが取柄だ

従来のナィロンシャトルをも数倍うわまわる、耐久力。高性能力ヽ 長時‖

にわたつて持続する“スタミナ:本格派のプレイヤーにこそ使って丁:て き

たいシャトルで丸

瑾■■口 |

I No360-A価 格 :6コ入L600円

2:No360-B価格 i3コ入800円

日本バドミントン協会審査合格球

カワサキ・ナイロンシャトルコック覧スタ:ミブ■
本社 :〒 130東京都墨田区両国 |― 10-6 TEヒ (03)633-7211(大 代

大阪支店 :〒 543大 阪市天王寺区上本町3-5-|I TEヒ (06)764-5591(代 表

カワサキラケント株式会社
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女子学校対抗組合せ表 (G丁 -49)

高 岡 女 子 (富

宮 崎 商 業 (宮

愛  矢口  淑  徳 (愛

鈴 峯 女 子 (広

羽       後 (秋

上        尾 (埼

土 佐 女 子 (高

滋 賀 女 子 (滋

南   風   原 (沖

新 島 学 園 (群

福井 工 大 附 属 福 井 (福

山   }F′    」ヒ (山

鹿   りこ   島 (鹿

園 田 学 園 (兵

岐 阜 女 子 商 業 (岐

岩        陽 (山

日 本 大 学 鶴 ケ 丘 (東

須   坂   東 (長

熊 本 信 愛 女 学 院 (熊

弘 前 学 院 聖 愛 (青

奈 良 市 立 一 条 (奈

山)

崎)

矢口)

島 )

田)

王 )

知 )

賀 )

縄 )

馬 )

井 )

形 )

児 島 )

庫 )

阜 )

口 )

京)

里予)

本)

森)

良)

城)

10

11

①

②

①

⑩

④

④

④

④

⑩

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

26 新

27北

28 富

29 今

30  成

31  鶴

32 松

33  聖

34 松

35 新

36 佐

37 イヽ

38  高

39  吉

40  若

41 増

42  '日

43 山

44 金

45  ノヽ

46  茂

47  遠

48

49  四

ウ ル ス ラ 学

潟   青

星 学 園 女

士   見

ツ台

女

女

商

女

城

中

女

商

女

幡 大 学 附

陵 (新  潟)

子 (南北海道)

丘 (神 奈 川)

北 (愛  媛)

子 (京  都)

子 (長  崎)

阪 (二  重)

院 (宮  城)

業 (島  根)

宮 (和 歌 山)

子 (佐  賀)

南 (栃  木)

央 (香  川)

原 (静  岡)

子 (福  島)

業 (山  梨)

覧 (鹿 児 島)

子 (岡  山)

水 (石   川)

属 (福  岡)

原 (千  葉)

野 (岩  手)

(鳥  取)

園 (大  阪)

①

⑪

安

　

　

鳴

⑫

9 江

⑤

賀
　
　
山
　
　
松

①
⑮ 〇

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

松

　

　

穂

陽

　

　

沢

①

⑮

②

鉾 田 第 二 (茨

昭 和 女 子 (大 分)

富   岡   東 (徳  島)

砂   り|1   南 (北北海道)

境
　
　
畷

①

⑮

-28-
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ウエストコーストから吹いてくる風のように、とても

自由でさわやかなスポーツウェア。着てみたい。

と思ったら、ホラ′ヨネックスです。フアッション重

点主義に反対。機能片寄り■義にも反対。そのふ

たつを、きれいにミックスして、あなたのからだをつ

つむスポーツウェア、“ヨネックスのブレイヤーズ。
‐

なんだかまた、スポーツが美しくなったみたい。

楽しくなったみたい。コートのうえで、ひとりひとりが

何かを主張し、何かを表現しているから、そうな

るのでしょうね。スポーツの感性、大切にしたい

と思うヨネッタス。あなたもスポーツをブレイするお

ひとりですから、さ、ヨネックスのプレイヤーズをどうこ δドⅦNⅨ

… "ニ

「
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男子個人対抗ダブルス組合せ表 (BD-97)

辻田 泰昌

井手 基文

後藤 義弘

野村 幸信

佐藤 裕亮

伊藤 裕司

竹内  享

水本 圭彦

藤田 康二

鈴木 敬幸

松元 隆康

児島  浩

大割誠一郎

立野 誠一

渡辺 勝治

石井 英二

新倉  勤

横山 正一

日谷 哲也

石‖1 浩一

佐伯 憲三

一ノ瀬正俊

森本 成明

日中  久

東  正也

立石 史人

酒井  学

山口 喜久

宮下 和晃

戸井 竜彦

鈴木 清英

杉本

荒川

藤元

坂本

高瀬

伊井

吉仲

毛利

小越

吉田

重信

玉井

新井

松村

大沼

蒲地

砥波

清涼

練尾

阿部

河野

岩切

村山

熊倉

福田

岩尾

渡辺

福田

千葉

吉田

渡辺

柳谷 辰哉

浜田 浩志

中村 良之

村井 孝広

田原 暢也

山尾 克則

佐藤 清悟

尾崎 雅彦

早野 孝宏

足立 宏彦

三戸  岡I

羽円 憲治

中浦 ,好治

山之内政和

岡田 健二

仲地 正二

ら羽 恒康

大田 雅己

原田

中村

柄沢

高原

月岡

岡

貴史

征俊

―‐浩

景―‐

貴公

公宏

中本  広・黒見 哲也

荒木 春彦・田中多賀志

竹永  学・泊  健次

上杉 浩徳・黒田 克彦

石||1  毅・湊  省一

片桐 哲 tL・ 藤咲 勇一

吉男 (滋  賀・ 1ヒ 叡 山)

勝己 (佐 賀・塩 田 工 業 )

孝志 (徳  島・徳 島 商 業 )

和成 (岐阜・岐 阜 工 業)

彰 (東  京・日大鶴ケ丘 )

和彦 (長  野・岡 谷 南 )

兵 (島  恨・松 ,■ 北 )

敏洋 (熊  本・熊   本 )

弘之 (広  島・広島国泰寺 )

亨利 (山形・山形市立商業 )

正博 (廃児島・鹿児島商業 )

建利 (和歌山・新   宮 )

利彦 (埼  玉・ 上   尾 )

,羊

良彰

隆 久

秀雄

守

千一

弘和

利光

久嗣

諄洋

武

″伸

澄郎

啓治

誠

充規

憲司

浩

(南北海道・札幌清田 )

(宮 城・宮城県工業 )

(大分・ 日田三隈商業 )

(神奈川・逗 子 開 成 )

(富 山・富 山 商 業 )

(岡 山・水 島 工 業 )

(岩  手・前   沢)

(愛 媛・西 条 農 業 )

(宮 崎・宮 崎 工 業 )

(兵 庫・三 田 学 園 )

(栃  木・字都宮工業)

(二 重・伊 勢 工 業 )

(魔児島・枕   崎)26

(福 井・足   羽)27

(奈  良・奈良市立一条 28

(北北l,道・帯広柏葉)29

(」」梨・東海大甲府)30

(静 岡・富士宮北)31

①

⑮

20

①

50 横尾・宣幸・江原  均 (茨 城・石 岡 第 一 )

51 板垣 義和・神門 直樹 (島  根・出 雲 商 業)

52 飯利 友幸・岡島 浩一 (石 ‖l・ 金沢市立工業 )

53 高橋 伸弥・石 [ 雄大 (秋  田・横 手 工 業 )

54 中西 昌司・山口 昭彦 (大  阪・柏   原 )

56 九万円洋一 」ml,  大 (鹿 児島・鹿児島中央 )

56 中谷 敏昭・見市 昌弘 (奈  良奈良市立一条 )

57 金城  修・ L原 直樹 (沖  縄・糸   満 )

58 平野 茂泰・瀬尾 広次 (南北海道・桧 111北 )

59 武政 青E一・土居 由直 (高  知・十   佐 )

60 高倉 和博・辻 健太郎 (神奈 HI・ 横 浜 立 野 )

61 11:島 義f■・本多 秀明 (■  知・東   海 )

62 菊地 留男・■   徹 (襦  島・会 津 工 業 )

63 木村  博・手塚  忠 (栃  木・作 新 学 院 )

64安 達 明男 口 11円   護 (岐 中・岐 阜 商 業

65 佐藤 市′典・徳永 誠十 (広  島・近大附福山 )

66 石沢 支男・神保 幸夫 (新  潟・三 条 商 業)

67 11‖ ll 修 司・11■■ 幸il(長  崎…段   浦 )

68 平野  勲・前田  稔 (富  |IⅢ 高 岡 ■ ■ )

69 111中  俊十・籠生 人輔 (京  都・ :各    ■ )

70 松 |ビ  和美・山本 浩昭 (佐  賀・佐 賀 工 業ヽ

71 長内 征美・矢部  猛 (埼  玉・越 谷 市 )

72字 野 芳治 ″ lヽ島  悟 (青 森・弘 前 実 業 )

73 植野 真澄・河野 智行 (香  |ll・ 高 松 丙 )

74 :甲   貞雄・高橋 和也 (山  口・榊,井 工 業 )

75 佐藤  iキ ・松本 泰典 (兵 庫・市 立 尼 崎 )

76 ′lヽ田島 勉・久保田正志 (岩  手・花 巻 農 業 )

77 細沢 和己・板野  :武 (長  野・蘇   南 )

78 萩′亡 好克・円原 辰也 (鹿 児島・ Hl   内 )

79 斉藤  誠・宮  康二 (山  梨 。日   |‖ )

80 111日  故宏・原井 信幸 (北北海道・帯広農業 )

81 松原 伸幸・永多  実 (二  重・伊 勢 工 業 )

82 永ナト  武・寺本  豊 (鳥 取・境 港 工 業 )

83 111本  聖彦・山口 稚史 (徳  鳥・徳 島 市 立 )

84 栗原  章・村田 真 ・ (群 !う ・桐生市立商業 )

85 111本  英明・林  ,兼 一 (熊  本・九 州 学 院 )

86 前 ||1 正則・西 ||1  勉 (滋 賀・比 叡 山)

87 1●原 正春 ″ |ヽ林 信幸 (宮 城・仙 台 商 業 )

88 久保 ||1洋 一 出 11」 有|`夫 (福  岡・鞍1   手)

89 武藤 義裕・遠藤 義則 (千  葉・千 葉 南 )

90 北島 i羊 … 火胡  ,蘭 (静  岡・伊   東 )

91 喜井 政治・田坂  勉 (愛  媛・西 条 農 業 )

92 藤本  悟・岡村 和彦 (宮  崎・富   島 )

93 菊地  勲・福田 昭典 (東  京・聖 学 院 )

94 岡村 天元・宮向井俊郎 (和秩山・新 宮 商 業 )

95 林  保典・井 L 俊博 (岡  山・倉 敷 青 陵 )

96 カ‖藤 安史・長谷川典靖 (山  形・ 日 大 山 形 )

97 斉藤1  郁・海道 佳伸 (福  井・足   羽 )

,2

36

①

②

⑫9.

11

12

13

14

32

33

〇 〇

53

①

⑩

⑭

④

0①

①⑭
0

(青 森・弘 前 南 )

(高  知・土   佐 )

(福  岡・田 サ11 東 )

(千  葉・千 葉 南 )

(山  口・山   口)

(石 HI・ 金沢市立工業 )

(香

(茨

(新

(,中

(福

(京

高 松 西 )

石 岡 第 一)

蕪  )

石   |‖ )

会 津 工 業)

,各   ■ )

|||

城

潟

縄

島

都

①

⑫

(鳥 取・境 港 工 業)44

(愛  知・名古屋電気)45

(長  崎・政   浦)46

(大  阪・  港  )47

(秋 田・横 手 工 業)48

(群 需・桐生市立商業)49
C

-29-
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・ JP ′

百画藤:再著の手に、2つのスーパーガット誕生。

ラケットスポーツで世界をむiSヾ

GOSEN

サイエンスとテクノロジーの

いちはやくガットの‖堺 に取り

及ぶ技術の成果が、いまスポ

いまt画 期的な複数ブレンド素材をベース
新しいスーパーガットがデビL―。多種の

ブレンド中空糸に特殊油を注入して、反発性と全

‐気に高めたブレンドタイフ
°
。そして超極細 を

て、シャーフ
°
な球ばなれとシェアなlr球感を実現したミ

タイス 2つのゴ=セス 2つの衝撃。いま、勝利者

||に選ばれている。
′̀
′
・′″

′

/

ウインテックス・ブレンド
(10m・ ゲージ0.75雪 m)
高性 能織維 高分子 ブ レン ド

(特 許 出願 中 )中 空・ 特殊
油 入り(特 許 )カ ー ボン入り
(4寺言年)

1900 BL      ¥l,000

ハイ。シープ・ミクロ

トーナメントタイプ
(10m・ ゲージ0_7伊m)
高性 能 性維 高分子 ブ レン ド

(特許 出願 中 )超 超極 細 ゲ

1060 MC       ¥600

悧YLs側 [1恒P
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女子個人対抗ダブルス組合せ表 (GD-98)

f素山 弘美

田中 順子

三輪理息子

大角 綾子

栗原  恵

恒吉 朱美

丹野 弘美

木津 光恵

野田 和子

森泉真由美

滝沢 政子

佐藤 稚子

水井 明美

相賀 里香

松島 由美

佐藤 裕美

町田由美子

奥村 和恵

横山 浩子

和田 千尋

千北 征子

吹原 淑子

大形 和美

小椋 広子

小嶽江理香

相馬由美子

山本 ,青恵

宮城千賀子

堀  章子

山崎 邦恵

星野由美子

森  久子

坂口 真紀

城戸寿美栄

中司 光子

星  和枝

中山 美里

赤井恵美子

石′|1 昭子

大貫 敦子

岡田 香苗

大原久美子

水本 幸代

南 久美子

大町 奈生

根本まゆみ

井上 真美

金  綾子

大石 千秋

三由 純子

中沢 圭子

高瀬 晴美

此本 幸子

広田さとみ

小城 寛子

田口真由美

高橋真奈美

大屋 幸恵

富田 法子

勝山 澄子

菊地あけみ

中川冨美子

(熊本・熊本信愛女学院)1

(山 梨・甲 府 湯 田)2

(京 都・華 頂 女 子)3

(静  岡・掛  川1 西)4

(鳥 取・倉 吉 西)5

(宮 崎・宮 崎 商 業)6

(山形・山形城北女子)7

(北北海道・砂 川 南)8

(佐 賀・佐 賀 女 子)9

(群 馬・新 島 学 園)10

(長 野・須 坂 東)11

(岩  手・遠  野) 12

(香 川・高 松 中 央)13

(岡 山・山 陽 女 ■)14

(兵 庫・園 田 学 園)15

(千 葉・昭 和 学 院)16

(鹿児島・鹿 児 島)17

(福 井・足   羽)18

(岐阜・岐阜女子商業)19

(滋 賀・滋 賀 女 子)38

(愛 知・市 屯:学 園)39

(茨 城・鉾 田 第 二)40

(広島・大下学園祗園)41

(鹿児島・加世田農業)43

(石 川・金 沢 商 業)43

(福  岡・八幡大学附属)44

(奈良・奈良市立一条)45

(栃 木・小 山 城 南)46

(高 知・土 佐 女 子)47

(秋  田・羽   後)48

(南北海道・長  沼)49

①

50 押切 美喜

51 森  庸子

52 水柿 弘美

53 遊佐富美恵

54 守川 洋子

55 西口 美鈴

56 福山 亜紀

57 竹内 百合

58 細川 智加

59 千里 智子

60 今井 裕子

61 伏喜由美子

62 三沢真奈美

63 船山 文子

64 佐藤 直美

65 石本真粧子

66 菅原 明美

67 岡 百合子

68 中鉢はる美

69 池亀いずみ

70辻   優子

71 中島恵美子

72 小沼江里子

73 原口 佳子

74 近藤 晃代

75 井浦 園子

76 藤本 薫子

77 星野由美子

78 濱田みゆき

79 倉見 陽子

80 岩村由美子

81 長谷 聖華

82 萩原 明美

83 新垣 貴子

84 菊地 公子

85 加藤 洋子

86 北本久美子

87 有馬 純子

88 山川1 睦美

89 村松 聖子

90 柴村 律子

91 鎌田貴三子

92 木本真理子

93 後藤 純代

94 上原 敦子

95 中島 真美

96 武田 紀子

97 近藤佐知子

98 高峯 尚子

松田太嘉子 (大  阪・四條畷学園 )

藤木 美里 (佐  賀・佐 賀 女 子 )

飯 泉 清美 (茨 城・明   野 )

遊佐 純子 (宮城・聖ウルスラ学院 )

溝辺 息子 (山  口・岩   陽 )

宮木 裕子 (二 重・松   阪 )

原川由紀子 (長 崎・鶴 鳴 女 子 )

中林 塁子 (兵庫・神戸山手女子 )

高橋 可奈 (北北海道・砂 川l南 )

岩橋 千恵 (徳  島・富 岡 東 )

今野 裕子 (埼 玉・上   尾 )

池田真奈美 (富  山・高 岡 女 子)

岡崎 仁子 (栃 木・小 山 城 南 )

杉谷 浩子 (和歌山・新 宮 商 業 )

渡辺公美及 (岐 阜・岐 阜 商 業 )

橋本 由美 (福  岡・京   都 )

今村 洋子 (岩  手・花   泉 )

轟 美智子 (岡  山・山 陽 女 子 )

渡辺いづみ (山形・山形城北女子 )

永井英理子 (新  潟・新 潟 青 陵 )

西倉 満美 (愛  媛・弓   削 )

永野千恵里 (広島・大下学園紙園 )

高橋 和子 (神奈川・横 浜 立 野 )

松永美千代 (鹿児島・鹿 児 島 )

中野 和美 (愛  知・愛 知 淑 徳 )

山崎 和代 (長  野・須 坂 東 )

渋谷 孝枝 (鳥 取・  境  )

二橋 静代 (千 葉・茂   原 )

新福由香理 (鹿児島・鹿児島純心女子)

藤枝 芳美 (滋 賀・滋 賀 女 子 )

高橋 佳子 (高  知・土 佐 女 子 )

杉本 雅恵 (石  川・金 沢 二 水 )

湯本かおる (東 京・巣 鴨 女 子 )

金城 孝子 (沖 縄・南 風 原 )

中村 幸恵 (秋田・秋田和洋女子 )

小飼 真弓 (南北海道・北星学□女子)

袴田かなみ (青 森・千 葉 学 園 )

高橋 純子 (宮 崎・宮 崎 商 業 )

平井美代子 (香 川・高 松 中 央 )

名執さきえ (山  梨・増 穂 商 業 )

北川恵美子 (京  都・成 安 女 子 )

桝家由加里 (福 井・勝   山)

大石千代美 (奈良・奈良市立一条 )

増井あけみ (大 分・大 分 女 子 )

山下 育子 (静  岡・伊 東 商 業 )

石井 智美 (群  馬・新 島 学 園 )

浜村 育子 (島 根 。大   東 )

五十嵐千賀子 (福  島・若松女子 )

青木 きよみ (熊本・熊本中央女子 )

⑮

浮田美代子

小泉 陽子

竹野 雅美

黒木 美代

近藤 裕子

大野真奈美

⑩

⑩

④

@

④

●

●

⑩

害ll出  順子

中村 直美

高井千津子

杉本 洋子

黒江江美子

滝沢 博子

(東京・日本大学鶴ケ丘 )

(長  崎

(大 阪

(徳  島

(福 島

(新  潟

鶴 鳴 女 子)21

四條畷学園)22

富 岡 東)23

若 松 女 子)24

新 潟 吉 陵)25

野村 裕子 (青森・弘前学院聖愛)26

浜田美音子 (富  山・滑   川)27

神里 ちえみ (沖  縄=南 風 原)28

佐々本由美子 (埼 玉・上   尾)29

山下 晴子 (和歌山・新   宮)30

石富 洋子 (島  根・松 江 商 業)31

金成 正美 (神奈川・富 士 見 丘)32

塚本 春海 (大  分・昭 和 女 子)33

竹本 りえ (愛  媛・松 山 商)34

高月 久子 (山  口・下 関 南)35

守谷  香 (宮城・聖ウルスラ学院)36

伊豆 尚子 (二  重・松   阪)37

①

0

⑩

9

⑩

0

0

①

②

④

29

m

磯野佐智子

加藤 富貴

石崎 恵子

神垣ゆかり

仮屋 悦子

大田真由美

岩津 英子

小椋左息子

須藤千代子

大塚 敦子

三浦 知子

松本 洋子

0

⑫

66
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男子個人対抗シングルス組合せ表 (BS-98)

川・金沢市立工業)

山・水 島 工 業)

・北 九 州)
|・ 西 条 農 業)

・前   沢)
桐生市立商業)

・石
・鹿
・徳
捌
・米
一隷

岡

媛

手

・馬

石

岡

福

愛

岩

群

治

和

一

政

弘

勇

井

部

咲

喜

阿

藤

５０

５‐

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

６３

６４

６５

６６

６７

⑬

④

④

則

一

克

晋

尾

尾

山

練

1(青  森・弘 前 南)
(宮  崎・富   島)
(栃  木・宇都宮工業)
(石 川・金沢市立工業)
(山   口・山   口)
(大  阪・府 立 八 尾)
(高  知・高 知 学芸)

(北北海道

(岐

(岡

(千

(鹿

(福

哉

幸

二

一

也

嗣

弘

辰

信

健

浩

暢

貴

晃

谷

田

崎

島

原

本

谷

柳

長

山

岡

田

岩

大

宝珠山竜次

⑮

①

⑦

①

⑩

①

⑫

⑩

⑩

の

〇

Z3

①

O

⑧
【けイ
ン　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧人

愛

大

兵

山

岩

鹿

勉

二

典

誠

満

宜

英

泰
　
　
　

保

坂

井

本

藤

田

谷

田

石

松

斉

山

渋

⑫

兼坂

佐藤

小林

村井

鎌田

藤本

横尾

松元

山本

森

柴田

中谷

68 松本
69 井手

70 山本

71 酒井

72  岡

73  東

92 碓井

93 岡村

94 前田

95 竹内

96福田
97 坂本

98 植野

省一

,告

司

孝広

正幸

悟

宜幸

隆康

聖彦

浩一

英明

敏昭

隆 (鳥

基文 (佐

浩之 (神

学 (福

公宏 (京

正也 (三

龍一 (高

泰昌 (滋

貞雄 (山

誠― (栃

司 (宮

浩徳 (大

景一 (沖

政人

天元

Iう

亨

昭典

和成

真澄

(青  森
(兵  庫
(愛  知
(千  葉
(長   野
(宮  崎

(茨  城
(鹿 児 島

(徳  島
(北北海道
(秋  田
(奈  良・

東 奥 義塾)

市 立 尼 崎)

⑬

⑬東

業工津

伊

会

岡

島

静

福

福

広

埼

一

男

浩

己

二

美

洋

留

　

正

康

征

島

地

嶋

村

田

内

北

菊

児

中

藤

長

詢

祠

勤

勘

習
葉
麟

時

千

更

富
⑭

④

勢 工 業)

鳥

塩

鎌

足

洛

伊

取

賀

川

井

都

重

奈

業

東

業

浦

商
　
　
工

条
　
　
津

三

伊

会

竣

潟

岡

島

崎

二

之

男

満

徹

司

康

隆

文

　

　

修

地

沢

胡

　

田

宮

蒲

石

大

星

山

④

0

⑩

④

⑫

①

玉

本

島

知

賀

①
宮)

工 業)

(和 歌 山・新

谷 南)

大

広

越

岡

島

玉

取

重

野

縄

川奈

沖

神

島国泰寺)
①

岡 第一)

児島商業)

島 市 立)

路 湖 陵)

内 沢)
市立一条)

取 西)
田 工 業)

倉)

羽)

星)

①

①

⑫

①

⑭

葉

業

業

戸

内

羽

柏

工

工

松

広

阜

敷

立

帯

岐

倉

市

川

足

阜

山

葉

島

井

児

業

北

東

北

満

学

工

　

　

　

　

　

　

　

尺

江
名
野
山
　
村

境

桑

長

桧

糸

日

商

山
　
　
‥

条

大
　
　
河

三

日

竣

松

洛

潟

形

崎

根

都

高

横

佐

石

比

東

川

田

賀

城

賀

知

香

秋

佐

茨

滋

愛

史

毅

美

均

男

仁

貴
　
　
和
　
　
士口
義

田

川

尾

原

本

島

原

石

松

江

杉

中

宮下

野村

三村

金野

末田

斉藤

菊地

岩田

吉岡

西原

東

神保

鈴木

山田

吉仲

田中

片桐

和晃

幸信

勇人

月券オ」

直文

有Б

(鳥

(三

(長

勲

耕一

広行

雅春

義徳

幸夫 (新

明弘 (山

幸司 (長

真 (島

俊幸 (京

哲也 (群

① ①

媛・西 条農 業)20
・日田三隈商業) 21
庫・市 立尼 崎)22
梨・日   川) 23
手・水 沢 商 業)24
島・大   島)25

・奈良市立一条)1 32

京・聖 学 院)34
山・高 岡 第 一)34
島・日 和 佐) 35
城・仙 台 商 業)36
本・熊本商大付) 37

松 西)
手 工 業)

賀 工 業)

岡 第 一)

叡 山)
海)

業)

形)

浦)

北)

星)

(山  梨 。日   川)
(大 分・日田三隈商業)
(新

(静

(福

(長

山形市立商業)

・上   尾)
・熊本商大付)

・近大付福山)

口

木

城

阪

縄

形山

埼

熊

広

幸

幸

昭

典

敬

利

英

彰

木

井

次

藤

政

田

　

森

藤

杉

原

藤

鈴

新

三

佐

武

辻

沖

大

遠

上

高

加

④

⑩

63

、印

⑭

⑫

⑮

⑮

①

⑬

⑩

⑫

⑩

⑪

〇

⑬

３８

３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

(南北海道

広

生

一

泰

修

元

弘

章

功

茂

　

　

昌

本

本

片

野

城

都

市

中

山

西

平

金

岡

見 良奈

東

富

徳

宮

熊
柳 井 工業)

今   市)
大河原商業)

佐

山叡

土

比

川

東

港
　
　
唄

石

美

業

業

商

商

山

宮

富

新

山

山

富

和

北

院

江

学

松

聖

根

京

島

東

業

西

工

ヽ

阜

杉

岐

高

阜

川

岐

香

学 (南北海道

(鹿 児 島・南 大 隅)
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馬・桐生市立商業)
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女子個人対抗シングルス組合せ表 (GS-98)

永井 明美 (香
北川恵美子 (京

野田 和子 (佐
望月 晴世 (静
黒沢江美子 (福

近葉 裕子 (福
岡崎 仁子 (栃

渋谷

佐藤

山下

仮屋

角田

近藤

加藤

坂口

村松

阿部

松島

上村

長谷

今村

大形

岩津

守川

星

中島 真美 (群
河合とも子 (岐

滝沢 博子 (新
泊  陽子 (鹿
永野千恵里 (広

中鉢はるみ (山

千北 征子
竹田麻貴子

高橋真奈美

飯泉美代子

佐藤  紫
鴻原 春美

浮田美代子

工藤 京美
北本久美子

宮城千賀子

塩川 悦子
大塚 敦子

恒吉 朱美 (宮
関口真美子 (岩

藤支 芳美 (滋
湯本かおる (東

伊豆 尚子 (三
伏喜由美子 (富

川 。高 松 中央)1
都・成 安 女 子)2
賀・佐 賀・女 子)3
岡・静 岡城 北)4
島・若 松 女 子)5
井・足   羽)6
木・小 山城 南)7

50 森山 弘美
51 丹野 弘美
52 望月寅代美

53 大貫 敦子
54 奥村 和恵
55 井上 真美

56 菅原 明美
57 中島恵美子

58 石井 智美
59 小城 寛子
60 磯野佐智子

61 赤川 裕子

(熊本・熊本信愛女学院)

(山  形・山形城北女子)
(静  岡・富 士 宮 東)
(茨  城・鉾 田 第二)
(福  井・足   羽)
(高  知・土 佐 女 子)

(岩  手・花   泉)
(広  島・大下学園祗園)
(群  馬 。新 島 学 園)
(宮  崎 。宮 崎 商業)
(滋  賀・滋 賀 女 子)
(北北海道・帯 広 農 業)

(新  潟
(鹿 児 島

(山   口
(愛  媛
(青 森・弘前学院聖愛)
(栃  木 。小 山城 南)

(兵  庫・園 田学 園)
(福 岡・八幡大附属)
(東  京 。三   鷹)
(奈 良・奈良市立一条)
(富  山・高 岡 女 子)
(二  重・松   阪)

(鹿 児 島・知   覧)
(宮城・聖ウルスラ学院)

(山  梨・増 穂 商 業)
(京  都・成 安 女子)
(佐  賀・佐 賀 女子)
(岐 阜・岐阜女子商業)

(香  川・善通寺第一)
(石  川・金   城)
(千  葉・茂   原)
(大  分・昭 和 女 子)
(秋 田・秋田和洋女子)
(岡  山・山 陽 女子)

(福

(ツ中

(島

(和 歌

(徳

(神 奈

(長

(愛  知・淑   徳)
(埼  玉・上   尾)
(長  崎・鶴 鳴 女 子)
(南北海道・富   川)
(鳥   取・  境 )
(大  阪・四條畷学園)
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⑬
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(南北海道・北星学園女子)14
(大  分・昭 和 女 子)15
(山  梨・増 穂 商 業)16
(秋  田・羽   後) 17
(兵  庫・園 田 学 園)18
(熊 本・熊本信愛女学院)19
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62 小巌江里香

63 町田由美子

64 溝辺 恵子
65 辻  優子
66 相馬由美子

67 三沢真奈美

68 小泉 陽子
69 南 久美子
70 野津山まり子

71 下桝友起子

72 池田真奈美

73 中山 美里

74 山口さとみ

75 遊佐 純子
76 名執さきえ

77 柴村 律子
78 大屋 幸恵
79 横山 浩子

80 白川 由理
81 岡田 由美
82 星野由美子
83 塚本 春海
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あくまで軽く、珀なやかに、YB60。
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インパクトのフィーリングコントロールの良否、そしてプレイヤーの疲労度まで:ラケット

の能力はいろんな点から間われていまtたとえばYB60は、特殊アルミ合金製のフレー
ムは肉薄にして径を大きくし、耐久性を高める。ジヨイント部分はアルミニウムに比べ

40%も軽く、振動減衰性に優れたマグネシウムダイカスト製。そして、瞬発力、粘り強さに

優れたオールカーボンシヤフト。すべてにヤマハの技術とアイデンアが盛り込まれていまt
YB60¥10,000・ YB501mage¥9,ooo・ YB40¥7,000。YB30¥5,500(全てカバー付;
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l14ヽ バドミントン協会検定介

格球のシャトルコックをはじめ

フレイを彩るアクセサリーも

ヤマノヽでどうぞ0

Line nlagic I水鳥試介球
Y5,000(1ダ ース)Y420(1個 )
Line magic II水鳥試介球
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Line magic III水 鳥練習球

‖

|



花
渡
川
Ｐ

`|

松之尾公

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‥

‥

‥

‥

口

■

Ｅ

Ｅ

Ｅ

・
Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

■
Ｉ

Ｅ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

■
―

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

・
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｉ

Ｅ

Ｉ

Ｅ

ロ
ー

■

―

―

Ｉ

Ｅ

Ｉ

ロ

ー

・
口

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

■
Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・
ロ

ー

Ｂ
Ｉ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ロ

ー

ー

ー

・
―

―

―

―

―

Ｉ

Ｅ

口
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

口

■
ロ

ロ
ロ

ロ

ロ

ー
■

１

１

１

１

１

１

．
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ
ｉ

ｌ

ｌ

〓
―

―

―

―

―

―

―
―

―

―

―

⑥ 枕崎市会場位置図

枕  崎  港

‐―ソ

N

「

~~

番 号 名 称

枕 崎 小 学 校

枕 崎 高 等 学 校
ｏ
０ 枕崎市総合体育館

枕 崎 中 学 校

鹿 児 島 水 産 高 校

桜 山 小 学 校
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加世田市会場位置図

⑬

至枕崎

◎

至伊集院

加世田

吹上

吹
　
上
　
浜

国
道
２７０
号
線

至川辺

番号 会  場  名
競
技
会
場

① 加 世 田 市 体 育 館

② 加世田農業高校体育館
練
習
会
場

④ 加 世 田 高校 体 育 館

③ 加世田中学校体育館

③ 吹 上 高 校 体 育 館
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枕崎市総合体育館
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枕崎高等学校体育館
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加 世 田農 業 高 校 体 育 館
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成 績 記 録 表

(団 体 の 部 )

学校名
高校

トータルス コア

(  )― (  ) 高校
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種別 氏 名
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勝
者
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素肌は、されいな小文色になりましたね。汗が背中を伝
い

ドはカラカラに渇いていま丸でも‖焼けは、身体を疲れさせま丸

こで、イオン飲料アルヵり性〈ポカリス
エット〉。

本分をスムースにおぎなtヽ、て`きヽ き`させます。

ざし力ゞ発安ぐなってきた。

⑤
〈ポカリスエツト〉は身体のバランスを考えた健康飲料。体

液の組成に近いイオンバランス飲料ですので:身
体に無理なく吸収されます。

,L動 中や仕事中にも最適です。健康な血
`′

は々弱アルカリ性。私たちの食生活は酸性
にかたよりがちです。毎日続けてお飲みくださ

t、

砂糖の合有 :ilを他の清涼飲料の
｀
F分以下に押さぇた低ヵロリーの飲みもの。さ

わやかな、ピユアーな味です。

くポカリスエツト〉はいつでも、どこでも、お飲みになれまt〈
ポカリスエット〉缶入り25og 120円 お徳用な粉末タィ

プ10(1袋・200円 )もありまt

身体めざめなさしが〃レカグ補給くσカグスエッ♪
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●ク ラフアイ トケフラーシャフ ト

ケプラーの特性は高い剛性、高い引張強度及び軽

量性等があり、カーボングラファイ トとの組合せ

によりさらに優れた強靭性、耐衝撃性等が得 られ、

まさに新素材のシャフ トと呼ばれるものです。

■■■■

」Li置:2西

共やかにキラめく衝撃の

反発力 今、色鮮かに。
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●学校対抗の部 栄 光 の あ と

回  数 年度 開  催  地 種別 参加校 位1 2 位 位3

第 1回 1950 横  浜  市
子

子

男

女

関   東   学
札    幌

院 (神 )

東 (北 )

浜  緑  ヶ  丘 (神 )
幡 (石 )

横

津

沢  泉  ヶ 丘 (石 )
央 (新 )中潟

金

新

第 2回 1951 札  幌  市
子

子

男

女

関 東 学 院 (神 )

札    幌     商 (北 )
院 (東 )

園 (北 )

聖     学
札   幌   星

金

安

沢  泉  ヶ  丘 (石 )
積 (福 )

第 3回 1952 善 通 寺 町
子

子

男

女

金   沢   二
札    幌

水 (石 )

南 (北 )

ケ
第

泉

寺

沢

通

金

善

丘 (石 )

― (香 )

海 (北 )

東 (北 )幌

第 4回 1953 山  形  市
子

子

男

女

北

尚 綱 女 学

海 (北 )

院 (宮 )

関

黒

東 院 (神 )

石 (青 )

学 関  東
若

学 院 六 浦 (神 )

松   女   子 (福 )

第 5回 1954 金  沢  市
子

子

男

女

金   沢   二
坂

水 (石 )

出 (香 )

業 (島 )

子 (福 )

商

女

江

松

松

若

東

香

院

一第

学

寺通

聖

善

第 6回 1955 神  戸  市
子

子

男

女

聖     学
山   陽   学

院 (東 )

園 (岡 )

金   沢   二
尚 綱 女 学

水 (石 )

院 (宮 )

市形

通

山

善

立  商 業 (山 )
第  一 (香 )寺

第 7回 1956 仙  台  市
子

子

男

女

松

善

江   商   業 (島 )
通 寺 第 一 (香 )

白

山   陽   学
石 (宮 )

園 (岡 )

石 (青 )

院 (宮 )

黒

尚 綱 女 学

第 8回 1957 松  江  市
子

子

男

女

山 形  市
善  通  寺

立 商 業 (山 )
第  一 (香 )

島

秋

業

田

商

学

江

愛

松

敬

聖    学
前 橋  市

院 (東 )

立  女 子 (群 )

第 9回 1958 新  潟  市
子

子

男

女

山    形
善 通 寺 第

南 (山 )

― (香 )

津

山   陽   学
幡 (石 )

園 (岡 )

潟 (新 )

院 (宮 )

新

尚 綱 女 学

第10回 1959 会 津 若 松 市
子

子

男

女 寺

立 商  業 (山 )
第  一 (香 )

市形

通

山

善

帯   広   三
坂

条 (北 )

出 (香 )

木 (大 )

園 (宮 )

茨

敬   愛   学

第11回 1960 久 留 米 市
子

子

男

女 寺

立  商  業 (山 )
第  一 (香 )

市形

通

山

善

横

敬

浜  縁  ヶ 丘 (神 )
愛   学  口 (秋 )

神    戸
高   岡   女

商 (兵 )

子 (富 )

第12回 1961 弘  前  市
子

子

男

女

商

学

潟

愛

新

敬

業 (新 )

園 (秋 )

縁

庄

浜横

新

丘 (神 )

南 (山 )

松     江
真   岡   女

商 (島 )

子 (栃 )

第13回 1962 高  岡  市
子

子

男

女
聖    学
高   岡   女

院 (東 )

子 (富 )

山 形
敬

市 立 商 業 (山 )

愛   学   □ (秋 )
新

新  潟
新

新

業

子女

潟   商
中 央

第14回 1963 鶴  岡  市
子

子

男

女

新

新  潟
潟   商   業 (新 )
女 子 工 芸 (新 )

富

新

業 (富 )

南 (山 )

商山

庄

三

女

広

北

帯

城

条 (北 )

子 (山 )

第15回 1964 京  都  市
子

子

男

女

商

学

山

愛

富

敬

業 (富 )

園 (秋 )

商

女

潟

施

新

布

業 (新 )

子 (大 )

大

第

経

寺

田

通

秋

善

付 (秋 )

一 (香 )

第16回 1965 熊  本  市
子

子

男

女

商

女

山

岡

富

真

業 (富 )

子 (栃 )

商

女

岡

安

高

成

業 (富 )

子 (京 )

商

女

越

施

北

布

業 (新 )

子 (大 )

第17回 1966 弘  前  市
子

子

男

女

工

学

城

愛

宮

敬

業 (宮 )

園 (秋 )

商

女

岡

陽

高

山

業 (富 )

子 (岡 )

商

青

山

潟

富

新

業(富 )
陵(新

"
第18回 1967 金  沢  市

子

子

男

女

金 沢
新

市 立 工 業 (石 )

潟   青   陵 (新 )
奈 良 市 立

東     大
条 (奈 )

阪 (大 )

新潟商業 (新 )。 高岡商業 (富 )

富 田女子 (岐 )・ 真岡女子 (栃 )

第19回 1968 福1  山  市
子

子

男

女

高

東

業 (富 )

阪 (大 )大

商岡 金  沢
新

市 立 工 業 (石 )

潟   青   陵 (新 )
三条商業 (新 )。 日大 山形 (山 )

敬愛学園 (秋 )・ 成安女子 (京 )

第20回 1969 桐  生  市
子

子

男

女

金 沢 市 立 工 業 (石 )

東    大    阪 (大 )
桐  生
成

市 立 商 業 (群 )

安   女   子 (京 )
高岡商業 (富 )・ 富 山商業 (富 )

真岡女子 (栃 )・ 新潟青陵 (新 )

第21回 1970 名 古 屋 市
子

子

男

女

商

女

山

岡

富

真

業 (富 )

子 (栃 )

商

女

潟

安

新

成

業 (新 )

子 (京 )

伊勢工業 (三 )・ 正   強 (奈 )
新庄南 (山 )。 四条畷学園 (大 )

第22回 1971 善 通 寺 市
子

子

男

女 条

正

四

強 (奈 )

畷  学  園 (大 )
日 本
成

形 (山 )

子 (京 )

大 学  山
安   女

高松商業 (香 )。 高岡商業 (富 )

鶴鳴女子 (長 )・ 奈良市立一条(奈 )

第23回 1972 新  庄  市
子

子

男

女

正

四 条 啜 学

奈

大

強

園

岐

山

東

南

阜

庄

岐

新

学

・

大

０・日本は
＞

二

石

子

Э

申
鏃
鵜

″
　
．
　

一

マ
一
０

立

市

は

市

沢

形

良

金

山

奈

第24回 1973
四 日 市 市 子

子

男

女

金  沢  市
四  条  畷

立 工 業 (石 )
学  園 (大 )

山

階

学

二

大

子

本

孫

日

我

形 (山 )

堂 (千 )

正  強 (奈 )・ 勝   山 (福 )
成 安 女 (京 )・ 真 岡 女 (栃 )

第25回 1974
嬉野町・塩田町 子

子

男

女

正

新   潟   青
強 (奈 )

陵 (新 )

大  学  山日

四

形 (山 )

園 (大 )

本

条 畷  学

金沢市立工業 (石 )・ 勝 山 (福 )

藤園女子 (富 )・ 善通寺第一 (香 )

第26回 1975 水  戸  市
子

子

男

女 畷

立 工  業 (石 )
学  口 (大 )

市沢

条

金

四

正

琴

強 (奈 )

平 (香 )

(茨 )

(京 )

宮

石

商

花

台仙

藤
一
女

岡

安

石

成

第27回 1976 中  野  市
子

子

男

女 畷

立  工  業 (石 )
学  園 (大 )

市沢

条

金

四

学

青

州

潟

九

新

院 (熊 )

陵 (新 )

条 (奈 )

女 (栃 )真 岡

滋

高

山

女

叡

佐

比

土

第28回 1977 倉  敷  市
子

子

男

女

比    叡
四 条 畷 学

山 (滋 )

園 (大 )

市 立 工 業(石メ

潟  青  陵(新 )
金 沢
新

浦 (長 )

条 (奈 )

高岡商業 (富 )・ 瑣

千葉学園 (青 )。 一

第29回 1978 会 津 若 松 市
子

子

男

女

九

四 条 畷 学 園

(熊 )

(大 )

州   学   院 山

女

学

央

大

中

本

本

日

熊

形 (山 )

子 (熊 )

比 叡 山 (滋 )・ 会津工業 (福 )

藤 園女子 (富 )。 新潟青陵 (新 )

第30回 1979 大  津  商
子

子

男

女 四 条 畷 学

市 (栃 )

園 (大 )

比    叡
新   潟   青

山 (滋 )

陵 (新 )

九州学院 (熊 )。 石岡第一 (茨 )

比 叡 山 (滋 )・ 園田学園 (兵 )

第31回 1980 善 通 寺 市
子

子

男

女

叡     山 (滋 )
中 央 女 子 (熊 )本

熟
陶
仙
子‐女央

中本

比
熊
Ｔ
熊

新   潟   青
市 (栃 )

陵 (新 )

九州学院 (熊 )・ 正  強 (奈 )
高岡女子 (富 )・ 千葉学園 (青 )

第32回 1981
市

市

塚

沢

平

藤

子

子

男

女 岡

日
■
局

大  学  高 (神 )
女   子 (富 )

本 廷暦寺学園比叡山 (滋 )・ 奈良市
立一条 (奈 )
四条用学園 (大阪 )・ 新潟書陸 (新 )
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●個人戦の部

回  数 年度 開 催 地 種別 参加校 1 位 2 位 3 位

第 6回 1955 神 戸 市

単

単

男

女
一
子

栄

公

井

辺

永

渡

院

東

学

館

聖

函

聖

尚

学

綱

院

女

北島 克英
佐々木功子

(四

(善

日市農 )

一 高 )
林  七郎
永田 豊子

複

複

男

女

聖

山

学 院)永 井・ 小野岡
園) 友野・権田陽 学

聖

山

学 野

宅

吉

三

島

林

北

小

院

園陽 学

(金 沢 二 水)

(善 一 高 )
北方・ 関

永田・ 藤田

第 7回 1956 仙 台 市

男単

女単

山

善

形

一

商

高
板垣 隆房
横井キヌエ

聖

山
学 保

子

嘉

寿

野

田

士
口
一戸

院

園陽 学

(関 東 六 浦 )

(山 陽 学 園 )

小宮 好雄
小林 桂子

男複

女複

聖

善

学

一

院

高
吉野・ 福永

横井・ 井上

田

西

小

大

野

下

星

山

商

高

江

一

松

善
(山 形 商 )
(山 陽 学 園 )

岸

田

山

戸

垣

林

板

小

第 8回 1957 松 江 市

男巣

女単

(関

(善

東 六 浦

高
小宮 好雄
田島外茂子

(関 東 学 院 )

(北 陸 学 院 )

中村  智
長田悠喜子

商

東

江

館

松

函

野

関

平

尾
隆

紀子

男複

女複

(関 東 六 浦 )

(善 一 高 )
小宮・ 落合

田島・ 山下

(関

(善

東 学 田

間

蒔

野

村

川

中

宮

院

高
(松 江 商 )
(金 城 高 )

富田 。今村

北島・ 松田

第 9回 1958 新 潟 市

男単

女単

山

金

形

城

南

高

板垣 善憲
山崎喜久子

(富 士 東 )
(芽 室 東 )

三浦 三作
間宮美紀子

(奈 良 商 工 )

(宇 治 山 田 )

森

伊村
一
子

晃

博

複

複

男

女

形

城

山

金
南) 板垣・ 金森
高) サ|| ・ 山崎

山

敬

形 南

園

船山・永井

三森・ 木村愛 学

(札 幌 工)五 味川・堀川
(善 一 高) 蔵本 。有本

第10回 1959 会津若松市

単

単

男

女

緑

善
ケ
　
一

丘

高

岡崎 恵三
蔵本 文子

(高   松)
(敬 愛 学 園)

剛

子満

井

山

稲

横

之

子

治

和

井

本

玉

福

工

高

木

一

茨

善

複

複

男

女

村

本

北

有

井

本

永

蔵

商

高

形

一

山

善

(緑  ヶ 丘)
(敬 愛 学 園)

本

橋

山

高

崎

山

岡

横

高

善

松

一

商

高

東条・ 井上

福本・ 三原

第11回 1960 久留 米 市

単

単

男

女

緑

善
ケ
　
一

丘

高
岡崎 恵三
横井 文子

高

高 岡

松

女
稲井  剛
橋 美智子

(神 戸 商 )
(敬 愛 学 園 )

近道 利一
高森 泰子

複

複

男

女

本

丼

山

酒

崎岡

橘

丘

女
ケ
岡

緑

高

新

敬
潟 原

崎

笠

長

部

橋

阿

高

商

園愛 学

(新

(吉

潟 )

原 )

福島・

関 ・
高見

内藤

第12回 1961 弘 前 市

単

単

男

女

商

高

‥

見

府

士

甲

富

男

枝

真

政

山

野

秋

望
一
子

紘

弘

竹

藤

大

佐

商

南

潟

庄

新

新

宇

新
治 山 田

南

伊村 隆

庄 小笠原詔子

複

複

男

女

新

新
潟 商) 大竹・安沢
庄 南)小 笠原・ 渡辺

(山 形 商)
(敬 愛 学 園)

垣

藤

板

伊

谷

門

森

大

浦

野

松

天

村

木

中

高

条

西

三

―

広

―

帯

掛

第13回 1962 高 岡 市

男単

女単

82

“

(聖 学 院 )
(山 陽 学 園 )

西野 一征
高塚 淳子

平

子
一
妙

島小

橘

丘

女
ケ
ロ円

緑

高

勝

子

正

光

藤

崎

斉

室

士

女岡

富

高

男複

女複

82

85

(聖 学 院 )
(山 陽 学 園 )

西野・ 須田

高塚・重政

(新 潟 商 )
(善 一 高 )

本田・荒川

松村・多田
(緑  ヶ 丘 )
(高 岡 女 )

小島・棚橋

室崎・河村

第14回 1963 鶴 岡 市

男単

女単

87

86

(新 潟 商 )
(城 北 女 )

裏田 光夫
高橋 とも子

(聖 学 院 )
(新 潟 中 央 )

関  一誠
後藤 和子

(聖 学 院 )
(北    斗 )

中村  宏
高森 幸子

男複

女複

87

85

(新 潟 商 )
(新 潟 女 工 )

星野・ 裏田

加藤・ 石崎

(新 潟 商 )
(城 北 女 )

鈴木・ 神田

高橋・ 渡辺

(聖 学 院 )
(新 潟 中 央 )

関  ・ 中村
後藤・ 茂沢

第15回 1964 京 都 市

男単

女単

88

90
(奈 良 商 工 )

(敬 愛 学 園 )

森  芳夫
佐々木フミ

(高 岡 商 )
(新 潟 女 工 )

盛野 博之
竹内 泰子

(岐 阜 工 )
(高 岡 女 )

堀  幸男
硲 恵美子

男複

女複

88

90

(富 山 商 )
(新 潟 女 工 )

高林・ 池田

竹内・ 石本

(高 岡 商 )
(新 潟 中 央 )

立野・ 盛野

高野・ 渡辺

奈

真
良 商 工) 森 ・ 河村
女) 植木 。大島岡

第16回 1965 熊 本 市

男単

女単

92

89

商

女

山

施

富

布
栂野尾昌一

近藤 光枝
之

江

信

真

前

本

寺

山

商

高

山

一

富

善
(日 大 山 一

子

利

炒

沢

脇

沼

才

形

女(布 施
男複

女複

富

善

山 商)栂 野尾・寺前
一 高) 山本・細川

(日 大 山 村

崎

中

石

沢

野

沼

上

形

女(真 岡

山

脇

杉

才藤

堀

近

工
女

阜

施

岐

布

第17回 1966 弘 前 市

男単

女単

次

江

願

博

間

木

本

湯

商

女

潟

陽

新

山

宮

山

城 郎

子
一
恵

妻

口

我

浦

工

園陽 学

工

南

城

庄

宮

新

川

藤

市

遠
清

幹子

男複

女複

90

92

(新 潟 橋

下

高

日

間

間

本

本

商

陵(新 潟 青

宮

山

城

陽

工

女

市川・我妻

浦口・ 湯木

永

藤

藤

遠

島

山

牛

小

商

南

山

庄

富

新

第18回 1967 金 沢 市

男
単 92 (富 山 高) 米田  実 (金   沢) 黒田  博

竜

男光

田

野

植

牧

強

商岡

正

高

女単 94 (新 潟 青 陵) 高坂  薫 (新 潟 青 陵) 相沢マチコ
聖

東 大

愛

阪
奈良岡洋子

池田 栄子

男複 91 (富 山 商) 松島・米田 (富   士) 笠井好・

笠井教

(金 沢 市 工 )

(金 沢 市 工 )

木

本

高

山
流

松本

女複 94 (新 潟 中央) 相沢・金子 (真 岡 女) 田仲・枝
川

山

堀

平

藤

田

近

池

陵

阪

青

―

澪

メ

新

東

第19回 1968 福 山 市

男単 92 (高  岡 商) 二上 敏博 (岐  阜 東) 足立 守男 (日 大 山 形 )

(日 大 山 形 )

男

男

光

好

所

藤

田

遠

女単 94 (東 大 阪) 平山 泰子 (新 潟 青 陵) 堀川恵美子
真

真

岡

岡

女

女

豊田 敏子
橋本香代子

男複 92 (富 山 商) 草島・ 布目 (高 岡 商) 二上・ 宮林 (高 松 商 )
(日 大 山 形 )

松田・ 三野

遠藤・ 田所

女複 94 (新 庄 南) 早坂・垣崎 (真  岡 女) 清水・ 藤田
成

東

安

大

女

阪

陣内・ 村田

高崎 。大場

第20回 1969 桐 生 市

男単 92 (富  山 商) 尾崎 幹雄 (秋田経大附) 舟山 敏彦 (金沢市立工)

(桐生市立商 )

小中 雅樹
内田 通夫

女単 94 (東  大 阪) 柴山きよ子 (真 岡 女) 石崎 茂子
子

子

裕

弘

内

崎

陣

高

女

阪

安

大

成

東

男複 92 (富 山 商) 尾崎 。中川 (桐生市立商) 内田・桐生
(金沢市立工 )

(桐生市立商 )

谷

辺

村

渡

中ヽ

林ヽ

女複 94 (東  大 阪) 柴山・高崎 (富  山 女) 及川・ 脇田 (東 大 阪 )
(成 安 女 )

大場・ 坂本

陣内・岡崎
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回  数 年度 開 催 地 種別 参加校 1 位 2 位 3 位

第21回 1970 名 古 屋

男単 92 (富  山 商) 西村 美鶴 (大  聖 寺) 銭谷 欽次 (天   理 )
(日 大鶴 ヶ丘 )

金田 籠造
市村 栄文

女単 94 (成  安 女) 陣内 裕子 (四条畷学園) 秋本八代美 (四条畷学園 )

(一    条 )
西尾真理子

佐伯 智子

男複 92 (富 山 商) 森田・ 松島 (新 潟 商) 山田・ 竹野 (正   強)
(高 松 工 )

巽  。西川
日下・ 曽根

女複 94 (成 安 女) 岡崎・ 陣内 (四 条畷学園) 秋本 。西尾 (新 庄 南 )
(成 安 女 )

清水・矢ロ

谷  ・ 尾崎

第22回 1971 善 通 寺 市

男単 92 (富  山 商) 下田 春樹 (日 大 山 形) 米川 正和 (正   強 )
(三 条 商 )

西川 茂美
土田 証雄

女単 96 (四条畷学園) 秋本八代美 (市 立 一 条) 佐伯 智子 (市 立 一 条 )

(四条畷学園 )

古谷 成代
西尾真理子

男複 92 (日 大 山 形) 米山 。中島 (高 松 商) 中原・ 木下 (正   強 )
(山 形 工 )

西川・ 佐野

大場 。秋葉

女複 95 (四条畷学園) 西尾・ 秋本 (市 立 一 条) 佐伯・ 古谷 (善通寺第一)自 玖・大矢根
(新 庄 南) 矢口 。本間

第23回 1972 新 庄 市

92 (正    強) 中井 基夫 (添   上) 辻  敏弘 (東 奥 義 塾) 須藤  茂
女単 96 (四条畷学園) 秋本 幸子 (四条啜学園) 徳田 敦子 (真 岡 女 子) 沼能 久子

男複 92 (正   強 ) 中井基夫・

南田義正
(山 形 工 ) 秋葉博・

三井幸嗣
(東  山 形 ) 渡辺秀明

・

菅野 隆

女複 96 (四条畷学園 )
秋本幸子・

徳田敦子
(四 条畷学園 )

諸橋典子・

高田幹子
(山 陽 女 子 )

三田明美・

寺見みどり

第24回 1973 四 日 市 市

男単 94 (富  山 商) 西村 正美 (正   強) 池田 文昭
(東 奥 義 塾 )

(市 立 一 条 )

工藤 吉彦
辰己 秀雄

女単 96 (四条畷学園) 徳田 敦子 (成  安 女) 井上 昌子 (成 安 女 ) 朝日 昌子
桜井 誠子(市 立 尼 崎 )

男複 93 (富  山 商 )
西村正美・

梶川博之
(正   強 )

池田文昭・

松重恵三

(勝    山)平 野・長谷川
(日 大鶴夕丘) 榎  ・ 中谷

女複 95 (四 条畷学園 )
徳田敦子・

高田幹子
(成 安 女 )

井上昌子・

朝日昌子

(市立長崎商) 山田・野中
(真 岡 女)日 向野・石田

第25回 1974
嬉 野 町

塩 田 町

男単 96 (勝    山) 長谷川博幸 (金沢市立工) 滝川  修 (逗 子 開 成 )

(日 大鶴 ヶ丘 )

小林 康男
成田 勧次

女単 98 (四 条畷学園) 植野恵美子 (奈良市立一条)山 本 邦子 (新 潟 青 陵 )

(山 陽 女 )
大塚ソノエ

原田美智子

男複 95 (勝   山 ) 長谷
川博幸

諏訪 芳博 (金沢市立工 )
滝川

般本

修

圭樹

(壊   浦) 福本信太郎
管  敏明

(奈良市立一条)塚 本 良一
小倉 久和

女複 98 (新 潟 青 陵 )
関根 和子
大塚 ソノエ

(山 陽 女 ) 原田美智子

藤原 敦子

(成 安 女 )

(新 潟 青 陵 )

辻 かおる
員瀬かほり
海老恵美子
平野  幸

第26回 1975 水 戸 市

男単 96 (九 州 学 院) 林田 革樹 (千   履) 菅原 敬二
(金沢市立工 )

(七  尾 農 )
宮森 庄吉
坂本 宏志

女単 98 (四条畷学園) 植野恵美子 (藤 岡 女 子) 米倉よし子
(藤 花 ) 石田ひとみ

北村寿弥子(四条畷学園 )

男複 96 (正   強 ) 吉岡 伸治
富田 章夫 (金沢市立工 )

宮森 庄吉
酒井 真人

(高 松 商 )

(奈 良 一 条)

峰  寛文
上原  明
小倉 久和
小浜 充弘

女複 98 (四条畷学園 )
植野恵美子

石川l 好子
(園 田 学 園 )

佐藤 真弓

雑賀富士子

(藤 園 女 子 )

(奈 良 一 条 )

米倉よし子
山西 百恵
山本 邦子
桐山 綾子

第27回 1976 中 野 市

男単 96 (塩    釜) 宍戸 隆夫 (一    条) 諸多 博之
(金 沢 市 工 ,

(比 叡 山 )
重山 成生
北橋  進

女単 98 (四条畷学園) 石川 好子 (四 条畷学園) 河村 茂美
(渋 川1 女)
(滋 賀 女)

南雲 栄子
紫田 真弓

男複 96 (高 松 商 )
上原

平野

明

勝彦
(伊  勢 工 )

山西 友行
森井 弘善

(日 大 山 形 )

(一   条 )

工藤 重信
伊藤  洋
小浜 充弘
諸多 博之

女複 (四条畷学園 )
石川

平

好子

久美子
(新 潟 青 陵 )

藤井 良子
青木 恵子

(土 佐 女 )

(巣 鴨 女 )

浜田 由理
田村 圭香
喜多川昌子
徳永 順子

第28回 1977 倉 敷 市

男単 96 (比  叡 山) 西山 博司 (日 大鶴 ヶ丘) 漆原  亨
(九 州 学 園 )

(柳 井 工 )
宮本 孝弘
喜良 明文

女単 98 (四 条畷学園) 原口 恵子 (新 潟 青 陵) 高野 和代
(四 条畷学園 )

(新 潟 青 陵 )

河村 茂美
斉藤 桂子

男複 (比 叡 山 )
矢部 忠司
西山 博司

(奈 良 一 条 )
樋岡 俊児
吉村 輝高

(藤   島)

(東 奥 義 塾)

玉村 琢二
海道 昌孝
丹藤 勇一
楠美 誠悦

女複 98
平 久美子
河村 茂美

(四条畷学園 )
末兼 真弓
北田スミ子

(千 葉 学 園)

(奈 良 一 条)

山下奈々子
葛西 明子
阿部 俊子
横田 悦代
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回  数 年度 開 催 地 種別 参加校 1 位 2 位 3 位

第29回 1978 会津若松市

男単 96 (九 州 字 院) 権藤 浩二 (市 立 一 条) 吉村 燿高 (日 大 山 形 )

(日 大 山 形 )

須貝 英徳
桜井 雅人

女単 98 (四条畷学園) 北田スミ子 (新 潟 青 陵) 中沢 一枝 (新 潟 青 陵 )

(四 条畷学園 )

月岡 広美
原口 恵子

男複 96 (九 州 学 院 )
本石 俊憲
権藤 浩二

(日 大 山 形 )
五十嵐正弘

須貝 英徳

(日 大 山 形 )

(東 奥 義 塾 )

富塚  充
高橋 直樹
白取 明人
高橋 政勝

女複 98 (四条畷学園 )
合川 裕子
北田スミ子

(新 潟 青 陵 )
中沢 一枝
斎藤 優子

(真 岡 女 子 )

(藤 園 女 子 )

上野加代子
高田 康子
三田知佳子
中田 朋子

第30回 1979 大 津 市

男単 96 (九 州 学 院) 権藤 浩二 (今    市) 馬場 良浩 (七 尾 工 )
(金 沢 工 )

村本 幹夫
坂井外喜男

女単 98 (四条畷学園) 北田スミ子 (園 田 学 園) 原田 純子
(比 叡 山 )
(西 安 女 )

西村美千代

青山 寿美

男複 (九 州 学 院 )
権藤 浩二
村上 英介 (高 松 商 )

岡野

小西

佳浩

太

(越  ヶ 谷 )
(大 河 原 商 )

伊藤

桜場

峰

井上

女複 98 (四 条畷学園 )
北田スミ子

冨田美千代
(熊 本 中 央 )

高峯 和子
陣内貴美子

(園 田 学 園 )

(四条畷学園 )

原田・河原

植田・松田

第31回 1980 善 通 寺 市

男単 (熊本商大付) 井上 哲章 (比 叡 山) 山本 裕幸 (日

(今

川 ) 松野 修二
大島 正志市 )

女単 (熊 本 中 央) 高峯 和子 (熊 本 中 央) 陣内貴美子 (新 潟 青 陵 )

(高 松 中 央 )

野上 満子
山内 佳子

男複 (比 叡 山 ) 山本 裕幸
馬杉 武司 (今

士、  大島 正志
[i]′

  大堀  円
(高 岡 第 一 )

(日    川 )
西本

松野

上田

宮

女複 (熊 本 中 央 )
高峯 和子
陣内貴美子

(新 潟 青 陵 )
野上 満子
山内 美子

(小 山 城 南)

(川 口 女 子)

高橋・湯沢

川田・佐野

第32回 1981
平 塚 市
藤 沢 市

男単 96 (草   津) 松浦 進二 (日    り||) 松野 修二 (金沢市立工業) 村松  博
(日 本大学高)  豊田  裕

女単 98 (熊本中央女子) 障内貴美子 (高 松 中 央)  山元 桂子 (高 松 中 央)  永井 明美
(高 岡 女)  田向 和子

男複 96
(日    川)

松野 修二

宮  健次
(金沢市立工業 )

羽田 義人

村松  博

(比叡山) 片岡・辻田

(東奥義塾)佐々木・葛西

女複 98 (熊本中央女子 )
障内貴美子

井村 由美
(折 潟 青陵 )

山内 美子

石崎咲知子

(熊本信愛女学院)森山・三由

(高松中央) 山内・佃

第33回 1982
加 世 田 市

枕 崎 市

男単

女単

男複

女複
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祝 昭和57年度全国高等学校総合体育大会

鹿児島県運動具小売商協同組合
(枕崎 ・ 加 世 田 ブ ロ ック )

文  洋  堂
末広 ス ポー ッ

川辺 ス ポー ツ

田代 ス ポー ッ

春 山運動 具 店

6saNYo
テンビカインテリアになった。シラィなテンビ( O

SS
C‐ 14E7(R)。 (S)。 (K)標準価格64,800円

(ア /テナ代・工事責別 )



あとは、コンセントレーションだセ九
グラファイト素材を

｀`
編む
″
という最新技術で時代を突き抜けた、カワサキのオールグラファイトラケット、G-03。 世界でも類をみない強じ

んさを達成しながら、なおかつ軽さも極めることに成功。しかも、グラファイト本来の剛さを、編組技術によってしなやかな強さに変え、生きも

ののような反応を実現。まるで1宛の延長のようにプレイヤーと ‐体となって、パワフルで俊敏極まりない次元を可能にします。
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No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マ 不
~ン
ヤー

人

員 選 手 名

北北海道

北海道帯広柏葉高等学校

山越  学
田中 裕幸
梅山  晃

宮下 和晃③コ
伊藤 泰史 3

千葉 充規③
加藤 和彦 2

阿部 福億 3
山野辺 洋 2

北海道釧路湖陵高等学校 谷日 英夫 森  浩一回
北海道帯広農業高等学校 赤川 賢 山田 敏宏③  原井 信幸③

南北海道
~

北海道札幌清田高等学校
佐藤 英明
田中 敦子

渡辺

川越

励 3

泰則 3

松村 洋一③
小島 清志 3

立野 洋一③
飯田 堪輝 3

北 海 道美唄東高等学校 清水 隆司 加藤  学□

北 海 道桧 山北高等学校 藤本 正美 121  平野 茂泰③□  瀬尾 広次③

青  森

東 奥 義 塾 高 等 学 校

市川 和司
佐藤 光伸
吉田 元信

6
兼坂 省一□
小中 英智 2

木立 定治 3
丸山  亮 2

工藤 勇-3
横山 国仁 2

2 柳谷 辰哉③□  佐藤 清悟③青森県立弘前南高等学校 佐藤 弘次

青森県立弘前実業高等学校
宇野 芳浩
小島  悟

2 宇野 芳治C)  小島  悟③

岩 手県立前沢高等学校

後藤 道子
石川  淳
佐々木英二

初見 丈平

6

石川 浩一③
細川 要-3

阿部 弘和③□ 伊藤  温 3
近藤 秀信2  鈴木 広志 1

岩   手

岩手県立水沢商業高等学校 桐野 繁 L 山 田 満□

岩手県立花巻農業高等学校 佐藤孝太郎 2 小田島 勉③ 久保田正志③

宮城 県 ェ 業 高 等 学 校

白岩 良治
竹中 淳一
三浦 宏治

161
高橋  勧 3
渡辺 勝治②

安達 正幸 3
大沼 良彰②

金子 賢克 3
小林  修 2

宮  城
宮城県立仙台商業高等学校 管原  保 2 西原 雅春③□ 小林 信幸③
宮城県立大河原商業高等学校 鈴木 務 l 遠藤  司□

佐藤

梁田

高橋

和夫

忠男

誠

|

秋田県立横壬工業高等壺校 6
高橋 浩-3
石上 雄大②

高橋 仲弥③
湊  省一②

石‖1  毅③□
佐藤 和利 3秋  田

秋田県立米内沢高等学校 藤 原 動 1 柴田 英明□

日本 大学山形高等学校

枯榎

須貝

村岡

喜一

英徳

優子

鈴木 明弘□
加藤 安史②

大類 正純 3
長谷川典靖②

佐藤 憲治 3
元木 孝次 2山  形

山形 市立商業高等学校 東海林正則 2 鈴木 敬幸③□  吉田 享利③

福島県立会津工業高等学校

渡辺  州
山口 英一
塚原 由幸

月岡

星

貴公③
徹③□

鳥羽 恒康③
本多 克博 2

菊地留男③□

大森 隆義 2

茨  城 茨城県立石岡第一高等学校
佐藤 利昭
小沼  卓
桜井 浩司

江原  均③□  横尾 宣幸③□ 朝香  学3
柳橋 康規3   中村 征俊②  山ノ内政和②

10 栃  木

作 新 学 院 高 等 部

村上 幸一
手塚 賢司
入江  実

高嶋 利行 3
長竿 俊弥 3

木村  博③
青砥 博英 2

手塚  忠③
橋本 正博 2

栃木県立今市高等学校 工藤 吉彦 大森 誠一□
栃木県立宇都宮工業高等学校 糸井  満 山崎 健二□   田中  久③  熊倉  武②

名=■r選 簿

男   子   選手名簿中の数字は学年を、○印は個人複、□は個人単に出場する者 男子 (l)

-45-

■

」
|

|

6

福  島



男子 (2)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マ 不― ン ヤ

~
人

員 選 手 名

11 群  馬 桐 生市立商業高等学校
西巻 育夫
岩崎 盛和
星野 寛一

片桐 哲也③□
後藤 直弘 3
村田 真一③

小芝 充宏 3  1板垣

勅使川原尚2  栗原
藤咲 勇一②□

厳 3

章③

12 埼  玉
埼玉県立越谷南高等学校

大高 史夫
上田 敏之
杉浦 雅之

長内 征美③□  矢部
板谷  健3   富井

猛③
巧 3

青木 敬史 3
長内 裕-2

埼 玉 県、立上尾高等学校 阿部 秀夫 新井 利幸③□  大割誠一郎③

13 千  葉
千葉県立千葉南高等学校

佐久間秀幸

水崎

信太

勉

修

村井 孝広③□
楠原  徹 3

足立 宏彦C) 小森 基史3
武藤 義弘②  遠藤 美則②

松戸市立 松 戸高等学校 岡野  裕 金野 勝利□

14 東  京
日本大学鶴ケ丘高等学校

前田 耕作
森田 淳夫
蘇田 幹彦

佐藤 裕亮③
畑山  将 2

高瀬

津田

彰③

透 2

山下  修 3
小川 吉-2

聖 学 院 高 等 学 校 加藤  渡 菊地  勲③□  福田 昭典②□

15 神 奈 川

日 本 大 学 高 等 学 校
日向 久之
西沢 誠幸

岡部 元□

徹 2

山本  剛 3
石井 裕二 2

吉田 幸司 2
久芳 和明 2丸山

神奈川県立鎌倉高等学校 広瀬 直彦 山本 浩之□
神奈川県立横浜立野高等学校 杉田  博 高倉 和博③   辻 健太郎③
逗 子 開 成 高 等 学 校 横山 春夫 新倉  勤③   砺波 秀雄②

16
新潟県立三条商業高等学校

新  潟

燕 高 等 学 校

高橋 芳宏
宮本 信夫
椿  久美

酒井 正義 3
藤田 義治 3

神保 幸夫③□ 石沢 文男③□
渡辺  渉2  阿部 延也3

若井 静男 柄沢・一浩③   岡田 健二②

17 山  梨
東 海 大学甲府高等学校

天野 茂次
依田 俊文
草深 和久

池田 佳市 3
深沢  昇 3

戸井 竜彦③
数野 浩二 3

吉田 憲司③
小松 達也 2

山梨 県立 日川高等学校 金子  寛 宮  康二②□  斉藤  誠③□

18 長   野

長 野 県 木 曽 高 等 学 校

諏訪 繁範
中谷  宏
岡本 正士

上野 直樹 3
征矢野 正 3

奥谷 岳人 3
中林 輝彦 3

尾崎 広明 3
大久保佳文 3

長野県更級農業高等学校 長浦 音吉 鎌田 正幸□
長 野 東 高 等 学 校 高橋 康人 西片 孝一回
長野 県岡谷南高等学校 唐木日出男 伊藤 裕司③   伊井 和彦③
長野 県 蘇 南 高 等 学 校 荒井 和人 細沢 和己③   板野  武③

19 富  山

富山県立富山商業高等学校

砺波 康夫
若林美紀夫

佐賀野元秀

碓井 政人□
清涼  守②

五十嵐 功 3
松長 厚志 2

横山 正一②
平井 保光 1

高 岡 第 一 高 等 学 校 水和 清次 岩田 耕一回

富山県立高岡工芸高等学校 平野  勲③   前田 稔幸③

20 石   川 金 沢市立工業高等学校
宮崎 重範
河原山晴夫

嶋  直樹

飯利 友幸③
岡島 浩一③□

山尾 克則③□ 羽田 憲治③
嶋田 隆志2  清水 一昭 2

21 福  井 福 井 県立足羽高等学校
小原 洋美
塩田 浩一

斉藤 郁③□
渡辺 啓治③

海道 佳伸③
芦井 隆俊 1

酒井 学③□

源2酒井
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男子 (3)

No 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員 選 手 名

22 岐  阜
岐阜県立岐阜工業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校

吉田 正行
中田 陽一
川瀬 英昭

坂本 和成③□ 野村 幸信③□
川瀬 敏喜3  赤塚 邦彦 2

新保 英男 3
田辺 靖史 2

成田 正明 安達 明男③   山田  護③

23 静  岡
静岡県立富士宮北高等学校

植松 茂樹
吉‖1 寿洋
奥村 祐司

鈴木 清英③
惟村 光幸 3

渡辺  浩③
弓削 厚幸 3

高橋 辰弥 3
武井 秀明 3

静 岡県立伊東高等学校 増田  勇 北島 洋一③□  大胡  満③□

24 愛  知

東 海 高 等 学 校

福岡 宜治
山田 清孝
藤野 宏紀

中島 義仁③□
熊谷 直彦 2

長谷川和生 3

多和田英保 2

林  茂充3
本多 秀明②

小林  司□愛知県立時習館高等学校 石田 直司

名古屋 電 気 高 等 学 校 大島  寛 2 荒木 春彦②   田中多賀志②

6
東  正也③□
野村 和生3

福田 敏伸③  島田
松原 伸幸②  永多

豊 3

実②25 重

二重県立伊勢工業高等学校

前村 治美
浜崎 一巳
島田 正道

二重県立桑名北高等学校 中尾 隆彦 山本 章生回

26 滋  賀 延暦寺学園比叡山高等学校
藤上 良信
伊佐 恒範
中川  都

6
西川  勉③
杉本 吉男③□

辻田 泰昌③□ 前川 正則③
粕谷 太郎3  江藤 裕樹 1

田中  耕
島津 泰幸
森本 篤志

6
岡

砂川

公宏②□

聖二3

田中

大田

俊幸③□ 笹生 大輔③
雅己②  清水 健-2

近藤 一生
明石 道夫
宮脇 宏人

|

61
中西 昌司③
勝川 道和 2

山口

増田

昭彦②

利彦 2

南埜 方紀 2
古久保 徹 1

平石 克子 上杉 浩徳③□  黒田 克彦③
伊藤 和雄 岩本 貴嗣□

藤原 繁樹
小林  動

6
山根 将史 3
南野  浩 2

楠原 正弘3  佐藤  浩②□
松本 泰典②□ 的場 英治2

北中 英武 2 森本 成明③   村山 喜洋②

武田 博利
山下順次郎

村田 靖恵
大川三奈子

7

中谷 敏昭③□
小野 満哲 2
福田  誠②

山口 喜久③
村山 友二 2

見市 昌弘②□
川井 1建司2

27 京  都 洛 星 高 等 学 校

28 大  阪

柏 原 高 等 学 校

大阪府 立港 高等 学 校

大 阪府立八尾高等学校

29 兵  庫

奈  良

尼崎 市立尼崎高等学校

三 田 学 園 高 等 学 校

30 奈 良 市立一条高等学校

31 和 歌 山
和歌山県立新宮商業高等学校

森   隆
森  律夫
平野 和弘

田原 良昭 3
遠山 佳秀 3

宮向井俊郎③

寺本 順-3
岡村 天元③□
保苅 勝利 3

和歌山県立新宮高等学校 滝野 秀二 児嶋  浩③□  玉利 建利③

32 鳥  取
鳥取県立境港工業高等学校

岩崎  収
安田 英二

中本  広③□
永井  武③

足立 文和3
寺本  豊②

黒見 哲也③
築谷 謙二2

鳥取県立鳥取西高等学校 谷本 正道 松本  隆□
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男子(4)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マ 不 ― ン ヤ

~
人

員 選 手 名

33 岡   山

岡山県立東岡山工業高等学校
岡本 恒夫
山口  浩

久山 雅之 3
竹原 敏之 3

渡辺 和重 3
幡中 寿-3

佐藤 晃-3
中須賀史行 2

岡山県立倉敷工業高等学校 久山 幸雄 三村 勇人□
水 島 工 業 高 等 学 校 小河原東仙 練尾 晋一③□  日谷 哲也③
岡山県立倉敷青陵高等学校 竹井  淳 林  保典③   井上 俊博②

34 島  根
島根県立松江北高等学校

林  康文
野津 良文
大北 泰子
T島根県立出雲商業高等学校 青木 栄吉

福 山市立福 山高等学校 |

橋本 忠之
小嶋 一司
吉永 康紀

近畿大学附属福山高等学校  藤原 芳治
広島県立広島国泰寺高等学校 河面 真宏

山口県立柳井工業高等学校

三浦 捷治

清水 良昭
和田  誠

吉中

有田

真③□  竹内
律3   山根

享③□ 石原  聡 3
肇2  比良田智慎 2

板垣 義和③   神門 直樹③

35 広  島

池田 憲男 3
青山  等 3

今井良和 3

上田 公治 3
佐藤 元則 3
吉川 信頼 3

佐藤 彰典③□  徳永 誠士③
藤田 康二③□  小越 弘之③

36 山   口

沖  貞雄②□
高橋 祐司2

高橋 和也②
河田 一彦 2

内山 保広 2
市原 元英 2

山 口県立山口高等学校
1吉本 侃司 田原 暢也③□  三戸  剛③

37 徳   島

徳島県立日和佐高等学校

山本

仁木

竹本

秋宣

義顕

良生

6

徳 島 市 立 高 等 学 校 長池 稔 2

徳島県立徳島商業高等学校 相原 明彦 2

吉岡 広行□
西九 秀明3

伊達 仁史 3
三野 伸哉 3

前山 雅弘 3
入嶋 尚紀 1

山本 雅彦③□  山口 雅史③
後藤 義弘③   藤本 孝志③

38 香  川 香川県立高松西高等学校
瀬島 靖彦
田村  勝

植野 真澄③□
宮西 秀行 2
中浦 将治②

河野 智行③
十河 利明3

原田 貴史②□
溝渕 博± 3

39 愛  媛 愛媛県立西条農業高等学校
池田 節幸
松本 博臣
得居 芳弘

山田  浩 3
佐伯 憲三③

喜井 政治③□ 田板  勉③□
河野 利光③  矢原公公人3

40 高  知

高 知 学 芸 高 等 学 校

堀川 定満
沖原 光明
竹崎  聡

土 佐 高 等 学 校 北代 晋一

大谷 晃弘□
藤岡  睦 2

井上 拓也 2
飛田  誠 2

矢野 明徳 2
久保 恭邦 2

武政 龍一③□  土居 由直①  浜田 浩志③
尾崎 雅彦③

41 福 岡

42 佐 賀

北 九 州 高 等 学 校

森野  豊
榎本 龍一
奥村 仁典

椎木 泰隆 3
横山 憤-3

宝珠山竜次□

片平 青滋 2
村上

嶋田

保法 3

論 2

福岡県立大川工業高等学校 横尾 博之 中村 正己□
福岡県立田川東高等学校 金森 靖之 中村 良之③   早野 孝宏②
福 岡県立鞍手高等学校 本村 裕幸 久保山洋一③   畠山 郁夫③

佐賀県立佐賀工業高等学校
高 山   博
宮 嶋  勝 祥
熊 谷 誠 二 郎

南里 信幸 3
坂井 純孝 3

松尾 和美③□ 山口  信3
小渕 弘治3  山本 浩昭③

佐賀県立塩田工業高等学校 小笠原秀規 井手 基文③□  荒川 勝己③

43 長   崎 竣 浦 高 等 学 校
樋口 隆則
森  俊弘
洒井 憲彦

山田

,自

修司③□

健次③

山田 幸司③□ 竹永  学③
藤井  孝2  酒井 憲彦 2
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美しい張り上がり。正確な寸法。理想の無結節ネット
無結節、しかも頑丈な2重縫製。独自の高機能設計です。

アシックスの無結節ネットは、結び目のない新設計。見通しが良〈、結び目の抵抗がないため優れた張力を発揮し

強度減退がありません。長時間美しい張り上がりを保ち、より正確な 1ヽ‐法を得られます.

8700

0 単位 (mm)

|
`

■:バドミントンネット

0
11::|:||:||:||:|::|::|::|:||:|::|:||:||:|::|:|||||こ
‐~

坤 韓絆 耕柵

磯爾爾
桂腱壺圏基麟#出

:朧灘翻
凛撻国製躍

0,75%幅のテープを2つ折りにし、そのまま2重ミンンでしつかり縫製。より確かな寸法
を出すための工夫です。

●無結節ネットで見とおしがよく、サイドロープによってたるみがこない。

■バドミントン附属品

質 説明

協会検定 赤褐色 24本

(長 さ602X巾 76× 綱日19× 引紐長さ87∝m)

56年度より検定カラーとして.従来からの赤褐色に新しくブルーとグリーンが加わりました。

★アシンクスは結び日のない無結節ネットを採用。フ0-10∞ 〔フルー〕・フ0-1500〔 グリーン〕

☆ネットの太さも従来の2倍の24本こしました。

正式   赤褐色 綿    6本  綿平織  綿ロープ

ナイロン

無結節

テトロン テ トロン
厚綾織  防縮回―プ

●商品についてのご質問・苦情・その他
お問い合わせは、 株式会社アンックス
消費者相談室までどうぞ

〒564大阪府吹円市肇津2番3号
TEL∞ (385)1111(大 代表)
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品番   名称   カラー  質    太さ テープ  ロープ   標準小売価格

Y9.70024本70-10∞  協会検定
ネイじ― ナイロン
フルー  無結節

テトロン テ トロン
厚綾織  防縮回―プ

グリーン轟昂
ン
24本 吾想見ざ朧昌

`プ

¥9、70070-1500 協会検定

Y3.60036-26 ポールセ ント 金属
ポール2本・

張ロープセット

V36035■ 1 張ロープ   ビニロン自―プ

カラー 質    太さ ,-i E-ブ
70-2112 協会検定 赤褐色 す

`暑

κ 12本  綿厚綾織 品為:イ プ  ¥6,400

Ю―∞:5 協会検定 赤褐色 綿    12本  鶴厚綾織
ビニロン
ロープ

Y5.900

6r rnEffi$ E:?- Y3,00070-30“  正式   赤褐色 綿
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(バイオバランス飲料)

SUNTORY SPORTS DRl1lK(2)
●告入り120円 ●パウグー200円 ●スクイスボトル 400円 ●ホトルカバー800円 0価格はいすれも標準的な小売価格 サントリー株式会社

監番  名称 標準小売価礎
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リム・スイ・キングの片腕。ヨネックス。

IL

「

Cbrbon盆 (D
■圏圏■カーボンと″レミ合金の操鋼目田闘餞■10〉

―

新色マ リンブルー 発売 ″

コЩ賜硼

世界注目のCAB-10ますます1央調です。さぞん

じシャフトはカーボン。フレームはカーボンとアル

ミ合金の複合体。安定性、方向性、弾力性、どれ

をとってもバミントンラケットのワールドリーダー。

カーボンのパワーを1∞%引き出し重く鋭いス

マッシュを繰り出します。まさにカーボンの中のカ

ーボン。リム・スイ。キングをはじめ世界のトップ

プレイヤーに愛用されるなa他を寄せつけない

存在で九人気ものセビアと合わせ新色マリンブ

ルーも登場。ますます面白くなるぞバドミントン。
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男子 (5)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員 選 名

44 熊   本

熊本商科大学附属高等学校

本郷 節生
佐伯 和宏
宮崎 秀一

東  義徳□
三次 英昭□

宮崎 亮輔 3
野中伸一郎 2

中野 健-3
宮村勇一郎 2

九 州 学 院 高 等 学 校 西田淳二郎 川本 英明②   林  謙一①
熊 本 県立熊本高等学校 西田 寿明 水本 圭彦③   毛利 敏洋③

45 大分日田三隈商業高等学校 吉田 信之 石井 英二①□  蒲地 隆之②□

46 宮  崎
宮崎県立宮崎工業高等学校

日高 靖登
岡部 恭典
松浦 政勝

壱岐 正利 3
金九 伸二 2

一ノ瀬正俊③
児玉 直治2

岩切 久嗣③
佛渕 勝幸 2

宮 崎 県立富島高等学校 山内 勇紀 藤本  悟③□  長田 信幸□  岡村 和彦③

47 縄7中

糸 満 高 等 学 校
本村 勝史
山城小百里

金城  修③□
大城  務 3

金城  学 3
翁長 朝則 3

上原 直樹③
新垣 政喜 3

沖 縄 県立石川高等学校 根木 政光 高原 景一③□  仲地 正仁③

48 鹿 児 島

鹿児島 商 業 高等 学 校

前田 正樹
柿本 吉弘
押  修一

松元 隆康③□
福永 秀昭 2

重信 正博③
末吉 秀利 2

平田 英昭 3
福重 秀-3

鹿児島県立川内高等学校
中野 正和
小田原謙一

萩元 好克③
末田 直文□

田原 辰也③
小幡 浩二 2

上大迫健造 3

米沢 広美 1

鹿児島県立大島高等学校 小田原啓郎 渋谷 保宜□

鹿児島県立南大隅高等学校 米九 道郎 前田  巧□

鹿児島県立枕崎高等学校 竹之内興二 立石 史人③   岩尾 澄郎③
鹿児島 中央 高等 学校 森永 忠秋 九万田洋一③   新山  太③

車 露
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No. 県 名 学  校  名 監督 コーチ
マネ~ン ヤ~

人

員 選 手 名

北北海道
北 海 道砂川南高等学校

溝田 英龍
斉藤 栄作
鈴木 康子

木津 光恵③
谷脇 昌美 2

高橋真奈美③□ 細川 智加③
高橋 可奈①  立川 恭子 1

北海道帯広農業高等学校 赤川 格子 3□

南北海道_

北 西 学園女子高等学校

井上望太郎

本間 英明
斉藤 美樹

倉光まゆみ 3

大槻 奈美 3
中川紀代美3  藤井 市子 3
加藤 洋子②□ 小飼 奥弓②

北 海道 長 沼 高 等 学 校 藤沢 至代 大石 千秋②   松本 洋子②

北 海 道 富 川 高 等 学 校 安部 初雄 黒川 直美 3□

青  森
弘 前 学院聖愛高等学校

目時 弘昭
藤田  永日
小山 美香

相馬由美子③□

成田 寿代 2
野村 裕子③
松岡 淑子 2

横山マリ子 3

工藤 英子 2

千 葉 学 園 高 等 学 校 佐藤 正明 北本久美子②□  袴田かなみ②

岩   手
岩 手 県立遠野高等学校

山口 敏正
藤川  緑
佐々木美雪

佐藤 雅子③
菊地あけみ③

高橋 息子 3
菊地 和子 2

関口真美子□
鳥屋部はるみ3

岩 手 県立花泉高等学校 鈴木 龍助 菅原 明美③□  今村 洋子③

宮  城 聖ウルスラ学院高等学校
片桐  勉
田中 長佳
若生 早苗

遊佐富美恵③

高橋 由美 2
遊佐 純子③□ 星  和枝③□
守谷  香②  佐藤多美絵 1

秋  田
秋 田県立羽後 高等学校

小野谷徳治

横井千加子

金  綾子③
佐藤 邦子 3

阿部 浜子□  三浦
鈴木 照美 2  1藤原

知子③

敦子 1

秋田和洋女子 高等学校 斎藤  侃 菊地 公子③□  中村 幸恵③

山  形

山形県立山形北高等学校

児王 好之
武田藤一郎

会田 恵子

佐藤菜穂子 3

寒河江明美 3

浅井美木子 3

近藤  薫 3
石井美和子 3

熊沢美佳子 3

中鉢はる美③□

田口真由美③

渡辺いづみ③  丹野 弘美③□
山形 城北女子高等学校 清水 秀裕

福  島 福島県立若松女子高等学校

阿部  隆
山口 恵美
梅宮 協子

6
小椋 広子③□
五十嵐千賀子②

黒沢江美子③□ 近藤佐知子③
五十嵐喜栄子2 岩原 由美 2

茨  城
茨城県立鉾田第二高等学校

緒方 和也
堀米 良子
宮河 和子

吉良 明美 3
小沢由美子 3

大貫 敦子③□ 石崎 息子③
竹内香代子2  石崎りい子 2

茨城 県立明野高等学校 関本 昌和 水柿 弘美②   飯泉 清美①  飯泉美代子日

10 栃  木 栃木県立小山城南高等学校
遠井 稔男
鈴木 京子
大高 正江

三沢真奈美③□

小貫 早苗 2
岡崎 仁子③□ 神山ゆみこ3
根本まゆみ②  須藤千代子②

11 群  馬 新 島 学 園 高 等 学 校
秋山 晴江
小林 克弘
神戸  弘

中島 真美③□  田島
富田 法子②   石井

明美2  森泉真由美②
智美②□ 室橋 直子2

12 埼  玉 埼玉県立上尾高等学校
阿部

福田

遠藤

秀夫

尚子

明子

堀  章子②□
今井 裕子①□

佐々木由美子① 今野 裕子①
大畑 息子1  秋元 三枝 1

名=■r選 簿

」L,7
うζ  =「   選手名簿中の数字は学年を、○印は個人複、□は個人単に出場する者 女子 (:)
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女子 (2)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネ~ン ヤー

人

員 選 手 名

13 千  葉
千 葉 県立茂原高等学校

戸谷 芳雄
岡田 敏彦
渡辺真由美

望月恵美子3   岩本 光代 3
星野由美子②□  三橋 静代②

池座 慶子 3
市原由美子 2

昭 和 学 院 高 等 学 校 牧野 建夫 佐藤 裕美③□  竹野 雅美③

14 神 奈 川

富 士 見 丘 高 等 学 校

佐藤 売三
西村 美典
伊藤麻利子

森  久子③□
星  美幸 3

金城 正美③
千潟美奈子 3

岩崎 郁子 3
白浜 睦子 3

神奈川県立横浜立野高等学校 遠山 正暁 小沼江里子③   高橋 和子③
鵠 沼 女 子 高 等 学 校 今井 正男 塩川 悦子□

15 東  京

日本大学鶴ケ丘高等学校

金崎 良三

野口 俊美
森居 王子

和田 千尋③
土井 雪代 3

割出

明石

順子③

薫 2

八橋 記子 3
田中みのり2

巣 鴨 女 子 高 等 学 校 安野  智 萩原 明美③   湯本かおる②□
東 京 都立三鷹高等学校 倉田 哲男 野津山まりこ②

16 山  梨
山梨県立増穂商業高等学校

保坂 和也
中込 勝彦
佐藤 美紀

6
オす松

浅川

聖

昌

子③□

子 3
名執さきえ③□ 立花富士美 3
神田 益美3  鮫田 雪美 3

甲 府 湯 田 高 等 学 校 白倉 一民 2 田中 順子③   中沢 圭子③
佐藤 秀夫
金子 浩子
川野名智美

6 |

|

小嶽江理香③□

永井英理子③

滝沢 博子③□ 池亀いずみ③
牧野江里子3  原田真理恵 2

清水 芳隆
田中 寛美
西日 直子

6

|

伏喜由美子③□

有川小百合2
池田真奈美③□ 藤田 和子2
江守 規子1  中川 典子 1

17 新  潟 新 潟 青 陵 高 等 学 校

18 富   山
富山県立高岡女子高等学校

富 山県立滑川高等学校 松井 光男 山本 清恵③  浜田美音子③

19 石  川

石川県立金沢二水高等学校

村西

牛円

西川

悦郎

睦美

6
長谷 聖華③□
上山由美子 2

杉本 雅恵③
堀  正枝 1

松田 和代 3
川端 加世 1

能崎 喜吉 水本 幸代C 大田真由美③

西川 慎一 1 岡田 由美□

石川県立金沢商業高等学校

金 城 高 等 学 校

20 福  井

福井工業大学付属
福井高等学校

蓬菜谷 昇
畑原 博美
萩原美恵子

'lヽ林 里美

幸子

3 長谷川幸江 2

松村みどり2

宇都宮明美 2

竹内 一美 1濱 2

福 井 県立勝 山高等学校 川端 武和 鎌田貴三子③   桝家由加里③
福 井 県立足羽高等学校 神戸  照 奥村 和恵③□  近藤 裕子③□

21 長   野
長野県立須坂東高等学校

和田 圭喜
鈴木まゆみ

宮沢 真弓
7

保谷 貴子 3
井浦 園子③
角田 道子□

滝沢 政子③
山崎 和代③

勝山 澄子③
市川真由美 3

長野県立更級農業高等学校 小林真由美 吉岡かおる□

22 岐  阜

岐阜県立岐阜女子商業高等学校

小木曽 修
土屋  判
棚橋 直子

横山 浩子③□
早川 悦子 1

大野真奈美②

後藤 洋子 1
藤井 良子 2
高橋 聡子 1

岐阜県立岐阜商業高等学校 田中 常隆 佐藤 直美③   渡辺公美乃②

岐 阜 県立羽島高等学校 森  康彦 河合とも子□
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女子 (3)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員 選 手 名

23 静  岡~

静 岡県立吉原高等学校
小島 隆男
渡辺 幸子

井出 恵子 3
和田多香子 3

梶原寛子 3

管谷有香里 3

山本 美幸 3
徳地 俊美 3

静岡県立伊東商業高等学校 澤入 成夫 上原 敦子③   山下 育子③

静岡県立掛川西高等学校 清水 通明 大角 綾子③   此本 幸子③
静岡県立静岡城北高等学校 阪尾 博昭 望月 晴世□

静岡県立富士宮東高等学校 梅田 勇夫 望月貴代美□

24 愛  知
愛 知 淑 徳 高 等 学 校

鈴木
伊藤
洋子

真子
佐藤真理子 3□

間宮 弘恵 2
中野 和美②
杉浦 清野 2

近藤 晃代②□
奥村 早苗 1

市 屯β学 園 高 等 学 校 亀井  勇 石川 昭子③   加藤 富貴③

25 重 二重 県立松坂高等学校

伊豆  晃
浅沼 正義
橋本 典子

中山 美里③□
宮木 裕子 2

伊豆 尚子③□ 西口 美鈴3
山本 節子2  中西美音子 2

26 滋  賀 滋 賀 女 子 高 等 学 校
濱 久美雄
今在家ひろみ

辻  祝子

倉見 陽子③
藤支 芳美③□

赤井恵美子③
澤田 ネし子2

磯野佐智子③□

増田 匡美 2

27 京  都
成 安 女 子 高 等 学 校

宇山 保夫
青木 威士
服部 有子

柴村 律子③□
川那部美紀 2

北川恵美子②□ 川俣 恭子2
水川 典子1  田中 朋子 1

華 項 女 子 高 等 学 校 成田 光生 三輪理恵子③   高瀬 晴美③

28 大  阪 四 條 畷 学 園 高 等 学 校
片岡 輝明
黒石 久昭
田畠 佐苗

押切 美喜③
鴻原 春美2□
吹原 淑子③

松田太嘉子③□ 石井 香澄 3
荒井 桂子2  新木 貴子 1
高井千津子③

29 兵  庫
園 田 学 園 高 等 学 校

川原崎 敏
戸井  孝
大本 真紀

松島 由美③□
小泉 陽子②□

早崎かほる3

川端 充子 2
増田 時代 3
森山 悦子 2

神 戸 山手女子高等学校 大杉 正樹 竹内 百合③   中林 塁子②

30 和 歌 山
和歌山県立新宮高等学校

門間 幹夫
中  智里

山崎 邦恵③□
宮本加奈子3

山下 晴子③□ 広野多衣子3

湯橋ユリコ2  浦  寿代2

和歌山県立新宮商業高等学校 門間千恵子 船山 文子③   杉谷 浩子③

31 奈   良 奈 良 市立一条高等学校

南  政己
吉村 輝高
永井三也子

天野 辰夫

上嶋 智子 3
大石千代美②
工藤 京美3□

下桝友起子3□ 木本真理子②
大町 奈生②  小椋左息子②

32 鳥  取

鳥取 県 立 境 高 等 学 校
岩倉 安恵
吉村 美樹

6
柿本 美奈 3
角  正子 3

藤本 素子③□ 渡部 早苗3
前田 春代3  渋谷 孝枝②□

鳥取県立倉吉西高等学校
山根  怜
猪山  靖 栗原  恵③   広田さとみ③

33 島  根

島根県立松江商業高等学校

小林 茂

慎二

|

稲垣 6

越野真由美

石原真由美 3

久保田美紀 3

昌子 容子 3
星野由美子②□

石富 洋子③
安部 実佐 2

島根 県立大東高等学校 倉橋 宜弘 武田 紀子③   浜村 育子③
松 江 第 一 高 等 学 校 松尾 益吉 竹田麻貴子 3□

34 岡   山 山 陽 女 子 高 等 学 校
毛利 清志
竹原 桂子
万代 暁美

相賀 里香③□
轟 美智子②

浮田美代子③□ 岡 百合子③
河内 富子2  林 己代子 2
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十T一本年度全国公式大会使用球― トヨダの水 鳥 シ ャ トル コ ッタ
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厳選された水鳥球の実カノ
選ばれた材質だけを、ていねいに洗浄・llり業し、

すぐれた技術でイ土上げたエクサのシャトルコック

(水鳥球)は、その
｀
飛び
ψ
と
｀
耐久性
″

″

に、確実な差がでます。
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試合球
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価格 :4,4∞円

練習球

水鳥王求//1夕=ス
価格 :3′ 800円

パヽドミント

務会
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検定合格球

水鳥球/1ダース

価格 :4′ 4∞円

試合球

水鳥王求′′・
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|ダニス

価格 :4′ 000円

練習球

水鳥球/1ダース

価格 :3′ 800円

練 習球

水鳥球 /1ダース

価格 :3′ 400円

ス
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練習球

水鳥球/1ダース

価格 :3′ (XЮ円

練習球

水鳥球/1ダース

価格 :2′ 4∞円
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中国製シャトル

水鳥球 /1ダース

価格 :2′ |∞円
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価格 :3′2∞円
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女子 (4)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネージャー

人

員 選 手 名

35 広  島

鈴 峯 女 子 高 等 学 校
藤田 雅史
岡川かおり

辻  正子 3
田辺二美子 1

清水 宏美 3
徳本かおる 1

中本 峰子 2
小原  文 1

大 下 学園祗 園高等学校 坂山  厚 中島恵美子③□  永野千恵里③□  岡田 香苗③
神垣ゆかり②

36 山   口
山 口県立岩陽高等学校

栗栖 君代
白木 真理

溝辺 息子③□
村上真由美 3

守川 洋子③□
小笠原和子 2

友兼 清子 3
田中ちづる 2

山口県立下関南高等学校 岩根 達夫 中司 光子③   高月 久子③

37 徳  島 徳島県立宮岡東高等学校
神崎 祥治
四宮 澄夫
佐藤 智子

大形 和美③□
岩橋 千穂③

杉本 洋子③
井口恵美子 3

千里 智子③
市瀬ゆかり□

38 香  川
高 松 中 央 高 等 学 校

高尾 信雄
山内 佳子
森田 純代

6
永井 明美③□
中川富美子②

山川 睦美③
山田 理恵 1

平井美代子②

桑田 和代 1

香川県立善通寺第一高等学校 植村 美加 11  白川 由理□

39 愛  媛

今 治 北 高 等 学 校

谷口 真明
白石 浩二
山下真理子

6
矢野 千秋 3
正岡 道枝 3

藤日 早苗 3
村上 恵子 3

渡辺 泰代 3
藤本 康江 2

愛媛県立松山商業高等学校 岡村 維親 2 城戸寿美栄③ 竹本りえ③

愛 媛 県立弓削高等学校 藤田真由美 2 辻  優子③□  西口 満美③
愛媛県立西条農業高等学校 白石由美子 佐藤  紫□

土 佐 女 子 高 等 学 校

勝賀瀬健三

高橋 佳子
浜田 千津

井上 真美③□
岩村由美子③

横田 和代2

大塚 敦子③□

篠原 美香 3
森岡 ゆか3
高橋 佳子③

― ― |―
|~1

61八幡 大学附属高等学校

高城 智子
池田 明男
進藤裕美子

南 久美子③□
米倉 初美 2

岩津 英子③□
川原 美穂 1

清田 香苗
白石 恭子

2

1

福 岡県立京都高等学校 篠田 光彦 石本真粧子③   橋本 由美③

佐賀女子短期大学付属

佐 賀 女 子 高 等 学 校

築地 孝彦
森 美奈子
宮地 貴子

森  庸子③
藤本 美里②

野田 和子③□
山口 京子 2

陣内 沢美 2
大屋 幸恵①□

鶴 鳴 女 子 高 等 学 校

春野 良三
馬場 正典
田中 直美

福山

中村

王紀③□

直美②

千北 征子③□
藤崎 明美 2

原川由紀子③

杉本美架子 1

熊本信愛女学院高等学校

南  直治
高田 美和
新久保和枝

森山 弘美③□
東山  薫 2

三由 純子③
米津ゆかり1

上村 美香 2□
林  幸枝 1

熊 本 中 央 女 子 高 校 工藤 勇参 2 高峰 尚子③   青木きよみ②

昭 和 女 子 高 等 学 校

吉田 信之
蒲地 久美
中島 明美

坂口 真紀③□
森下 紀子2

塚本 春海③□
工藤 雅美 1

栗原里津子 2

小森 直子 1

40 高  知

41 福   岡

42 佐  賀

43 長  崎

44 熊  本

45 大  分

大分県立大分女子高等学校 中川  望 後藤 紙代②   増井あけみ②

46 宮  崎 宮崎県立宮崎商業高等学校
溝口 月夫
小島 優子

恒吉 朱美③□
小城 寛子③□

有馬 純子③
高精 純子③

中間 成子 3
日高 明美 1
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女子 (5)

No. 県 名 学  校  名 監督 (コ ーチ)
マネージャー

・八

日
界

選 手
名

47 沖  縄 沖縄県立南風原高等学校
伊良部光男

松川  剛
宮城 智恵

新垣 貴子③
神里ちえみ③□

金城 孝子③
与那嶺初美 3

宮城千賀子③□

当間 章子 3

48 鹿 児 島

鹿 児 島 高 等 学 校

東平 正三

別府  照
有園 夫美

原口 佳子③
脇野 理香 3

町田由美子③□

黒木 美代①
義村 由美 3
松永美千代①

鹿児島県立知覧高等学校

木村八州宏

真芽 睦代
江平かおり

有馬 妙子 3
塗木美佐子 3

山口さとみ3□

霜出 純代3
川原美津代 3

古屋亜由美 3

鹿児島純心女子高等学校 郡山勇二郎 濱田みゆき③   新福由香里③
鹿児島県立加世田農業高等学校 米倉 正幸 大原久美子③   仮屋 悦子③□
鹿児島県立鹿児島南高等学校 椎原 和郎 泊  陽子2□
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男子 練習会場タイムテーブル 枕崎

―
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時

間

場 ト

7月 30日 (金 ) 7月 31日 (土) 8 月  1 日 (日 ) 8月 2日 (月) 8月 3日 00 8月 4日 (水 ) 8月 5日 (木)
9:00

12,00

13:00
!

16:00

9:00

10:20

10:20
′
11:40

11:40
イ
13:00

13:00

14:20

14:20

15:40

9:00

10100

10:00
′
11:00

ll:00

12:00

12:00
|

13:00

13:00
′
14:30

9:00
′
12:00

12:00
7

15:00

9:00

12:00

12:00

15:00

9:00

12:00

12:00
2

15:00

9:
′
12:

00

00

12:00

`15:00

鹿
児
島
水
産
高
等
学
校

関    東

福 井 神奈川 福  井 神奈川
南北海道

北 」ヒ海 道 山    形
東    北 北 海 道

関    東

九    州
東  京 東  京 南 北 海 道 福    島

富 山 千  葉 富  山 千  葉 青    森 茨    城
九    州 】に|    」ヒ

東    北
長  野 埼  玉 長  野 埼  玉 岩    手 栃    木

群   馬新  潟 群  馬 新  潟 群  馬 宮    城
関    東 近    畿

北 海 道 山  梨 栃  木 山  梨 栃  木 秋 田 埼    玉

枕

崎

高

校

東    海
鳥 取 徳  島 山  口 佐  賀

静  岡
千    葉 鳥   取

奈  良 東    海
島  根 愛  媛 香  川 長  崎 東    京 島    根

中   国
岡  山 高  知 広  島 福  岡 神 奈 川 岡    山

和歌山 中   国
10 広  島 福  岡 岡  山 高  知 山    梨 広    島

11

四    国
山  □ 佐  賀 鳥  取 徳  島 新    潟 香   り||

大 分 近    畿
12 香  川 長  崎 島 根 愛 媛 長    野 徳    島

枕

崎

小

学

校

13

近    畿

茨 城 宮  城 福  島 岩 手
大 分

富    山 愛   媛

鹿児島 九    州
14 福  島 岩 手 山  形 青  森 石   り|| 高    知

15 山  形 青  森 秋  田 北北海道 福   井 福    岡

16 秋  田 茨  城 宮  城 静    岡 佐    賀

桜
山
小
学
校

17

北 信 越

和歌山 大  阪 和歌山 大  阪
鹿児島

山 □ 沖   縄 近    畿

現に|    」ヒ

東   海

18 奈 良 京 都 奈  良 京 都 愛    知 岐   阜 東    海 関    東

19 兵  庫 滋  賀 兵  庫 滋  賀 重 兵   庫 北 海 道 北 信 越
枕
崎
中
学
校

20

九    州

熊  本 岐  阜 熊 本 岐 阜
鹿児島

滋    賀 長    崎 四   国
北 信 越

四   国

全    県21 宮  崎 重 宮  崎 重 京    都 熊    本 中    国 中    国

22 沖 縄 愛 知 沖  縄 愛 知 大    阪 宮    崎 北 信 越 四    国 北 海 道

日

`

で ′ ′ ′

石  川 石  川



女子練習会場タイムテーブル加世田
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時

間

7月 30日 (金 ) 7月 31日 (土) 8月 1日 (日 ) 8月 2日 (月 ) 8月 3日 (火) 8月 4日 (水)

9:00
′

12:00

13:00
′

16:00

9:30
′

11:00

11:00
7

12:30

12:30
′

14:00

14:00
2

15:30

9:00
|

10:00

10:00
′

11:00

11:00

12:00

12:00
1

13:00

9: 00

16: 00

9:00

16:00

9 : 00

16:00

加

世

田

中

九

州

」ヒ

信

越

山 形 島  根 」ロヒ海道 岐  阜 北」ヒ海道 東  京 島  根 岩  手 北  海  道

2 長  野 徳  島 南北海道

宮  城

鳥  取 南北海道 神奈川 徳  島 愛  知 東 」ヒ

3 東

海

新  潟 広  島 大  阪 宮  城 山  梨 広  島 福  井 北  信  越

4 山  梨 山  口 青  森 福  井 青  森 茨  城 富  山 大  阪 東 海

5 近

畿

東

」ヒ

富  山 愛  媛 茨  城 愛  知 福  島 新  潟 石  川 鹿 児島 近 畿

中6 福  島 香  川 高  知 千  葉 山  形 千  葉 岡  山 鹿児 島

加

世

田

高

校

中

国

北海道 栃  木 福  岡 東  京 長  野 埼  玉 山  □

愛  媛

鳥  取 四 国

関

東

群  馬 宮  崎

長  崎

神奈 川 福  岡 栃  木 岐  阜 関 東

3 四

国

秋  田 石  川 宮  崎 群  馬 高  知 九 州

岩  手 埼  玉 岡  山 長  崎 秋  田 香  川 関  東 九  州 九  州 関  東 関  東 九  州

吹

上

高

校

1 練習係と相談

の上使用 して

下 さい。

京  都 静  岡 和 歌山 鹿 児 島 兵  庫 京  都 熊  本 練習係と相談の上 実用して下さい。

沖 縄 滋  賀 熊  本 鹿児島 奈  良 静  岡 大  分

3 重 兵  庫 大  分 和歌 山 重 佐  賀

4 奈  良 佐  賀 滋  賀 沖  縄

′ !

国



EailEon
Thatb the name of the game

●1ダース¥4,800● 1個 ¥400
日本バドミントン協会検定合格球

● IBF(国際 バ ドミ ン トン連 盟 )公認 球

ナイロン・シャトルコックー筋に半世紀。世界のナイロン・シャト

ルコック市場で∞%以上のシェアを持つカールトン社が,その

伝統ある技術を駆使し,研究 。開発に5年以上の歳月と数

億円にのぼる開発費を投入して遂に完成された画期的な新

製品,ニューフェザー・シャトルコック
｀`
カールトン・スーパー

ク

の登場です。従来の水鳥球とほぼ同じ形体と性能を有し,しかも

耐久性は3～ 5倍。世界的に水鳥球の供給が問題とされてい

る今日,期待されるカールトンの自信作です。

● 1ダース¥3,900
● 1個 ¥330

日本バドミントン協会検定合格球 IBF(国 際バドミントン連盟 )公認球

●57年度全国中学生大会使用球

世界一の消費量を誇るナイロン・シャトルのベストセラー。水

鳥球の数倍の耐久性をもち,しかも,最も飛び方が似ていると

評価されています。この絶大な定評は他の追従を許しません。

」ИIITRKD総 輸入元 メトロレジャー株式会社
〒101東京都千代田区外神田5-6-4 TEL(03)833-3661(代 )
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バ ドミントン競技について

バ ドミントンというと、日本音来の追い羽根から連想して、“なんだ西洋の羽根つきか、男のやるも

んじゃないよ"と いう人がいるが、いざ自分でやってみるとその激しさに例外なく驚かされる。

一流プレーヤーから打ち出されるシャトルは、初速で時速 250キ ロを越えることが科学的に測定さ

れており、高く打ち上げられたロング・サービスは垂直に落下し、この時は時速ゼロになる。

シャトルというのは羽根のことで、コルクの台に14枚から16枚の羽根を植えこんだものです。シャ

トル (Shattle)と いう言葉には行き来するという意味があり、羽根が選手の間を往復する様子から

この名前がつけられたものと思われる。バード=鳥 とも呼ばれる。

ラケットは、かつては木製のものが使われていたが、次第に発達 。改良が進められ、スチールシャ

フトの使用、そしてオールスチールの製品が多く誕生してきた。素材のステンレス、チタン、モリブ

デンカーボンなど多様をきわめている。

これに伴いラケット自体の重量も140～ 1509の ものが、現在は95～ 1109の ものにとって代わって

きた。当然プレー自体もスピード感あふれるものに変わってきている。

競技そのものは、インドのブーナ地方で1820年頃に発生したといわれ、イギリスで進歩し、そのイ

ギリスにおける地名をとってバ ドミントン競技と呼ばれるようになった。

バ ドミントンの世界選手権大会は、男子の国別対抗がトマス杯大会、同じく女子がユーバー杯大会

と呼ばれ、ともに3年ごとに開催されている。

わが国はトマス杯大会に第 3回大会 (1954年)か ら参加し、第 7回大会 (1966～ 67年)では準決勝

まで進み、1980年の第11回大会 (ジ ャカルタ)でも準決勝まで進んだのが史上最高の成績である。

一方女子は、1966年 にユーバー杯第 4回大会に初参加で優勝すると、以後 3連勝し、第 7回大会 (

1975年 )ではインドネシアに敗れたが、1979年の5月 第 8回大会でユーバー杯の奪回に成功し、昨年

の第 9回大会でも見事に防衛し、日本スポーツ界でも数少ない女子チャンピオン国となっている。

全国高校総体は、1950年第 1回大会が横浜市で開かれて以来今年で33回 目にあたり過去多数の選手

を世界に送り出している。

個人戦も1955年神戸市大会から加わり、単・複の高校日本一が毎年誕生している。又この大会の優

秀選手は日韓交歓大会に出場している。

競技の見方

主なシャトルの飛び方 (フ ライト)は高く打つハイクリヤー、スマッシュ、 ドロップショット、ネ

ットで攻め合うヘアピンショットなどで、とりわけネットに当って伝わるようなプレーがデリケート

に応酬されるときはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させて行く競技なので、「より早く」「より高く」「より前で」がゲーム

に勝つための三原則とされている。

試合は、単、複 (混合)の 2種類で 1試合 (マ ッチ)は 1ゲーム15ポ イント (女子単のみ11ポイン

ト)で 3ゲーム (2ゲ ーム)先取で行われる。
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サーブした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ポ イントが与えられてサービスを続け、レシーブ側 (ア ウ

トサイド)が勝つと得点は変らずに、サービスオーバーとなってアウトサイドがインサイドとなる。

但しダブルスの第 2イ ンニングからはパートナーがセカンドサーバーとなるので、 2度のフォルトに

よリサービス権が変わる。

主審は必ずインサイドの得点からコールするのでどちらが何点かすぐわかるようになっている。

バ ドミントンには他の競技にあるジュースはなくセッティングが行われる。各ゲームで13点オール

か14点オールとなったとき追いつかれたサイドがセッティングするしないの権利を持っている。

セッティングしたときは、カウントをいったん0オ ールにし、改めて 5点 (13点オールのとき)ま

たは 3点 (14点オールのとき)ゲームとして勝負を決める。セッティングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例えば18対 15、 17対 14な どとなる。女子シングルスでは、10点オールのときは

2点、 9点オールのときは 3点のセッティングとなる。

主なフォルト (反則)は次の通りである。

1ラ インクロス、フットフォルト

サービスのときにサーバーやレシーバーがラインをふんだり、またいだりしたとき (パートナーは

かまわないヽ足をずらせたり、床から離 したとき (一部でもついていればよい)。

2 オーバーウエス ト、オーバーハンド

サービスが打たれる瞬間にシャトルがサーバーのウエス トより高かったとき、または、ラケットの

頭部全体がそのラケットを持っているサーバマの手全体よりも下にあることがはっきりと見分けられ

るまでラケットの頭部が下方をさしていなかったとき。

3 アウトなど

シャトルが相手のコー トに入らなかったとき (決められているサービスコー トに入らなかっとき)

ただし、相手が打てば入ったことになる。自分のコー ト (サービスコー ト)に落ちたシャトルを打た

なかったときや、シャトルが自分の身体や着衣に当ったとき。

4 ダブルタッチ、 ドリブルなど

シャトルを 1人が 2度以上打ったり、続いてパー トナーが打ったり、 ホールディングしたとき。
5 オーバーザネット、タッチザネット、インターフェアなど

ラケットや身体がネットにふれたり、相手側コー トに入ったり、相手を妨害したとき。フォル トは

主審が判定する。しかしサービスについてはサービスジャッジが、ラインについては担当のラインズ

マンが判定する。

サイ ドライン(ダブルス )

ポス ト
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昭和57年度全国高等学校総合体育大会

県 別 宿 舎 一 覧 表 (男子会場)

県  名 学 校 名 宿 舎 名 住 所 電   話

北北海道 帯広柏葉・帯広農業・美唄東・釧路湖陵
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

南北海道

桧山北
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

札幌清田
枕崎船員
保 険保 養所

枕崎市枕崎2.918 09937-2-2120

青 森 東奥義塾・弘前南・弘前実業 グリーンホテル
福    住 1 0 67

.4
09937-2-0200

前沢・花巻農業・水沢商業
グリーンホテル

福    住_ビ里翌_
|

1 0 67 4 09937-2-0200

宮城県工業・仙台商業・大河原商業
グリーンホテル
福    住 枕崎市枕崎10.674 09937-2-0200

横手工業 。米内沢   5 響
―ンホテ
雀1枕崎市枕崎10.674 09937-2-0200

日本大学山形・山形市立商業 絶
!ノーンホテ
雀1枕崎市枕崎10.674 09937-2-0200

会津工業
グリーンホテル |

枕崎市枕崎10.674 09937-2-0200
福 住

住
石岡第一

グリ ホ テ
枕崎市枕崎10 67.4 09937-2-0200

福

作新学院・宇都宮工業・今市
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

桐生市立商業 里
光ホ
ァ
レ
計 枕崎市枕崎10.504

コET   ″     Л
= .

09937-2-2343

越谷南・上尾
観光ホ

コEr

テル

F 荘

荘

荘

荘 |

枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

千葉南・松戸
観光ホ

7ヨ

ア ル
枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

戸

日大鶴ケ丘・聖学院
観光ホテル

岩  戸 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

日本大学・横浜立野・逗子開成・鎌倉
観光ホテル

岩  戸 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

東海大学甲府・日川 ず
ホ
ァ
レ
荘1枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

三条商業・燕 響
ホ
ァ
レ
荘1枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

富山商業・高岡第一・高岡工芸
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

金沢市立工業
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎10.504 09937-2-2343

足羽
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎
10.504 09937-2-2343

木曽・蘇南・岡谷南 。長野東
観光ホテル

岩  戸  荘 枕崎市枕崎
10.504 09937-2-2343

岩  手

宮 城

秋  田

山 形

福 島

茨 城

栃  木

群 馬

埼 玉

千 葉

東  京

神奈川

山 梨

新  潟

富  山

石  川

福  井

長  野

岐 阜 岐阜工業・岐阜商業
ニューホテル

海  南  荘
ニューホテル

海  南  荘富士宮北 。伊東

枕崎市住吉町10 09937-2-3231

静  岡 枕崎市住吉町10 09937-2-3231
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県  名 学 校 名 宿 舎 名 住 所 電   話

愛 知 時習館・名古屋電気
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町
10 09937-2-3231

重 伊勢工業・桑名北
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町
10 09937-2-3231

滋 賀 延暦寺学園比叡山
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町
10 09937-2-3231

京 都 洛星
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町10
09937-2-3231

大 阪 柏原・八尾・港
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町10 09937-2-3231

兵 庫 尼崎市立尼崎 。三田学園
ニューホテル

海  南  荘 枕崎市住吉町
10 09937-2-3231

和歌山 新宮商業 。新宮 国 見 荘 枕崎市緑町157 09937-2-5005

奈  良 奈良市立一条 国  見  荘 枕崎市緑町157 09937-2-5005

鳥 取 境港工業・鳥取西 火 の 神 荘 枕崎市西鹿篭226 09937-2-3141

島 根 松江北・出雲商業 火 の 神 荘 枕崎市西鹿篭226 09937-2-3141

岡  山 東岡山工業・水島工業・倉敷青陵・倉敷工業 火 の 神 荘 枕崎市西鹿篭226 09937-2-3141

広 島 福山。近大附福山。広島国泰寺 八 潮 旅 館 枕崎市千代田町21 09937-2-1241

山  口 柳井工業・山口
グリーンホテル

福    住 枕崎市枕崎10.674 09937-2-0200

徳 島 日和佐・徳島商業・徳島市立 鳴 海 旅 館 川辺郡坊津町泊 8 09936-7-0055

香 川 高松西 鳴 海 旅 館 川辺郡坊津町泊 8 09936-7-0055

愛 媛 西条農業 寺 田 旅 館 川辺郡坊津町5.589 09936-7-0021

高 知 高知学芸・土佐 鳴 海 旅 館 川辺町坊津町泊 8 09936-7-0055

福  岡 北九州・鞍手 。田川東 。大川工業 寺 田 旅 館 川辺郡坊津町5.589 09936-7-0781

佐  賀 佐賀工業・塩田工業 寺 田 旅 館 川辺郡坊津町5.589 09936-7-0781

長  崎 壊浦 すえひ ろ荘 川辺郡坊津町9.299～ 1 09936-7-0021

熊 本 熊商大附属・九州学院・熊本 坊津町立
漁民センター

09936-7-0121

宮 崎 宮崎工業・富島

沖 縄 糸満・石川 09937-2-1241

鹿児島
鹿児島商業・川内 。南大隅・鹿児島中央

大島・枕崎
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県 別 宿 舎 一 覧 表 (好会場)

県  名 学 校 名 宿 舎 名 住 所 電   話

北北海道 砂川南・帯広農業 日 新  館 加世田市村原672～ 1 09935-3-6611

南北海道 北星学園女子・富川 。長沼 日 新  館 加世田市村原672～ 1 09935-3-6611

青 森 弘前学院聖愛・千葉学園 旅 館 竹 屋 加世田市本町11～ 1 09935-3-3131

岩  手 遠野・花泉

聖ウルスラ学院

旅 館 竹 屋 加世田市本町11～ 1 09935-3-3131

宮 城 日 新  館 加世田市本原672～ 1 09935-3-6611

秋  田 羽後・秋田和洋女子 日 新  館 加世田市村原672～ 1 09935-3-6611

山 形 山形北 。城北女子 ひ さ ご 荘 加世田市本町 5-15 09935-2-2191

福 島 若松女子 旅 館 竹 屋 加世田市本町11-1 09935-3-3131

茨 城 鉾田第二・明野 松 屋 旅 館 加世田市唐仁原5.636

栃 木 小山城南 よ しや旅 館 加世田市武田18.546

群  馬 新島学園 よ しや旅 館 加世田市武田18.546

埼 玉 1上尾 よ しや旅 館 加世田市武田18.546

千  葉 茂原・昭和学院 松 屋 旅 館 加世田市唐仁原5.636

東 京 日本大学鶴ケ丘 。巣鴨女子・三鷹 村 田 旅 館 加世田市唐仁原5.646

神奈川 富士見丘・横浜立野・鵠沼 村 田 旅 館 1加世田市唐仁原5.646

山 梨 増穂商業・甲府湯田 市唐仁原5 646

新 潟 新潟青陵 市唐仁原5 636

長  野 須坂東・更級農業 市本町 5 15

一一一―十

富 山 高岡女子・滑川 |ニ ューオカノ 1川辺郡川辺町平山6.846

石 川 金沢二水・金沢商業・金城 ニューオカノ 川辺郡川辺町平山6.846

福 井 福井 。勝山 。足羽 今 村 旅 館 日置郡金峰町宮崎4.453

静  岡
吉原・静岡城北・富士宮東・掛川西
伊東商業

砂  丘  荘 日置郡吹上町今田1.004-3

愛  知 愛知淑徳 。市郁学園 今 村 旅 館 日置郡金峰町宮崎4.453

砂  丘  荘二 重 松坂 日置郡吹上町今田1.004-3

09935-2-2710

09935-3-5527

09935-3-5527

09935-3-5527

09935-2-2710

09935-3-3321

09935-3-3321

09935-3-3321

09935-2-2710

09935-2-2191

09935-6-0049

09935-6-0046

09937-7-0109

09929-6-2330

09937-7-0109

09929-6-2330
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県  名 字 校 名 宿 舎 名 住 所 電   話

岐  阜 岐阜女子商業・羽島・岐阜商業 砂  丘  荘 日置郡吹上町今田1.004-3 09929-6-2330

滋  賀 滋賀女子 砂  丘  荘 日置郡吹上町今田1.004-3

成安女子・華項女子 花 屋 旅 館 日置郡吹上町中原2.475

園田学園・神戸山手女子 砂  丘  荘 日置郡吹上町今日1.004-3

奈良市立一条 砂  丘  荘 日置郡吹上町今田1.004-3

新宮・新宮商業 砂 丘 荘 日置郡吹上町今田1.004-3

境・倉吉西 1砂  丘  荘 1日置郡吹上町今日1.004-3

松江商業・大東・松江第一 かわなべ旅館 川辺郡川辺町平山6.628

山陽女子
.か
わなべ旅館 川辺郡川辺町平山6.628

______ 
に
____

鈴峯女子・大下学園祗園 み ど り 荘 川辺郡川辺町平山6.964

岩陽・下関南 遊  浜  館 川辺郡大浦町24.593

09929-6-2330

京 都 09929-6-2028

兵 庫 09929-6-2330

奈 良 09929-6-2330

和歌山

鳥 取 09929-6-2330

島 根 09935-6-1331

岡  山 09935-6-1331

広  島 09935-6-0238

山  口 099362-2100

香 川 高松中央・善通寺第一 大  浦 荘 川辺郡大浦町7.472

富岡東 み どり荘 川辺郡川辺町平山6.964

― ―
―
―
 ト

ー ー ー ー

今治北・松山商業・弓削・西条農業 1遊  浜  館 川辺郡大浦町24.593

土佐女子 遊 浜 館 1川辺郡大浦町24.593

八幡大附属・京都 大 洋 館 川辺郡笠沙町片浦1.113

佐賀女子 福 住 旅 館 日置郡吹上町湯之浦2.811

鶴鳴女子 洋  館 川辺郡笠沙町片浦1.113

熊本信愛女学院・熊本中央女子 福 住 旅 館 日置郡吹上町湯之浦2.811

昭和女子 。大分女子
十一
1福 住 旅 館 日置郡吹上町湯之浦2.811

宮崎商業 大  洋 館 川辺郡笠沙町片浦1.113

南風原
||△ ■■

旅 置郡吹上町湯之浦1 118

今 村 旅 館鹿児島・鹿児島純心 日置郡吹上町湯之浦1.118

099362-2011

徳  島 09935-6-0238

愛 媛 099362-2100

高 知 099362-2100

福  岡 09936-3-0055

佐  賀 09929-6-2005

長 崎 09936-3-0055

熊 本 09929-6-2005

大 分 09929-6-2()()5

宮 崎 09936-3-0055

沖 縄 09929-6-2347

鹿児島 09929-6-2347
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加世田

あ
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ざ

く

川辺

吹上

川辺峠

薩摩半島図

至川内・態本
至宮崎

五「

国
道
２７０

号

国道 3号

桜

島
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枕崎地区配宿略図
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片平山公園  0

番号 名 称

① 国   見   荘
② 八 潮 旅 館

③ : z - fi 7- )v(&tfir:lt

④ 岩   戸   荘
グリーンホテル福 住

⑥ 枕 崎 船 員 保 険 寮

⑦ シーサイドホテル八潮

③ 火  の  神  荘

」
「



坊津地区配宿略図

,自  '甫

∪

坊ノ津

寺
田

大浦・笠沙地区配宿略図

平

本
珠
院

乗
院
追
跡

卍

11「

至加世田

区分

番号
宿 泊施 設 名

⑨ 寺 田 旅 館

⑩ す えひろ荘

①
坊 津 町 立

漁民センター

⑫ 鳴 海 旅 館

大 浦 千 拓

①

笠
沙

高

校

-65-

⑩

I LU6fi

坊泊中学校
○

0 大 浦 荘
(lC 遊 浜 館
① 大 洋 館



加世田地区配宿略図

0 [⊇ ヨゞ Eコこ=、
ヽ [コD ⊂

=コ

加世田女子高

万   世

1辺

校

励臨藝
吐
癬

市至金峰・吹上

警察署 Q

①

カロ 世 田

加世田中学校
(練習会場)

Qミ
｀
ヽヽ カ せ留

ν

至枕崎

加世

加

③
⑦

至新川

至
笠
沙
大
浦

① 日 新 館
② ひ さ ご荘

③ 旅 館 竹 屋

④ 仲 町 旅 館

⑤ 南 集 館
⑥ よしや旅館

⑦ 松 屋 旅 館

③ 村 田 旅 館
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川辺地区配宿略図
月1 辺

1辺峠

町

川 辺
小学校

⑫ み ど り
'

⑬ 総合会館ニューオカノ

⑭ か わなべ旅館

○

諏訪公園

役

織 青

金

　

　

鰊

:一こ
じ

〈ぜ

吹上・金峰地区配宿略図

至川 辺

吹 上 町 金 峰 町

至

万
之
瀬
川

吹上町
役 町

鹿児島交通線

今 村 旅 館
⑮ 国民宿舎吹上浜丘荘

屋 旅 館
福 住 旅 館

村 旅 館
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区 分 地 区 場 所 番 綺「

本

部

枕

崎

(昼)枕 崎 市 総 合 体 育 館 09987-2-1190

(夜)シ ーサイ ドホテル八潮 09937-2-:18)

カロ

世

田

(昼)加 世 田 市 体 育 館 09935-:=:::3♀

(夜)南    集 館 019935-3-6293

試

△

△

場

枕

崎

枕 崎 市 総 合 体 育 館 09937-2-1190

枕 崎 高 校 体 育 館 09937-2-1194

枕 崎 小 学 校 体 育 館 09937-2-1195

カロ

世

田

加 世 田 市 体 育 館 09935-:I::`8♀

加 世 田 農 高 体 育 館 019935-3-6292

大会期間中 電話番号一覧
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昭和57年度全国高等学校総合体育大会

NHKテ レビ中継放送時間表

月  日 種   目 △
場 放送種別 放 送 時 間

8月 1日 (日 ) 総 合 開 会 式 鹿児島市・県立鴨池陸上競技場
教育 テ レビ
総 合 テ レビ
総 合 テ レビ

後
後
後

:∞～
:∞～
:15～

3:∞ (九州管内)
4:15(全  国)
4:45(鹿児島県)

8月 2日 (月 ) 卓 球 指 宿 市・指宿市総合体育館 教育テレビ 後 4:00～ 4:45

8月 2日 (月 ) 陸 上 競 技 鹿児島市 。県立鴨池陸上競技場 教育テレビ 後 4:45～ 5:30

8月 3日 ω 柔 道 出 水 市・出水市総合体育館 教育テレビ 後 4:00～ 4:45

8月 3日∞ 陸 上 競 技 鹿児島市・県立鴨池陸上競技場 教育テレビ 後 4:45～ 5:30

8月 4日 (水) 本目 撲 串木野市・串木野市相撲競技場 教育テレビ 後 4:00～ 4:45

8月 4日 (水)
バ レ ー ボ ー ル

(男  子 ) 鹿 屋 市・鹿屋市体育館 教育テレビ 後 4:45～ 5:30

8月 5日 (本) 倹1 道 国 分 市・国分市総合体育館 教育テレビ 後 4:00～ 4:45

8月 5日 (木)
ソ フ トボ ー ル

(女 子) 志布志町・志布志運動公園 教育テレビ 後 4:45～ 5:30

8月 6日0 レ ス lリ  ン グ 大 口 市・大口市総合体育館 教育テレビ 後 4:00～ 4:45

8月 6日0 新   体   操 末 吉 町・末吉町立総合体育館 教育テレビ 後 4:45～ 5:30

8月 7日 tD
ホ  ッ ケ
(男 子) 樋 脇 町・県立樋脇高校グランド 教育テレビ 後 4:00～ 5:00

8月 7日 (」
バスケットボール

(女 子) 鹿児島市・県総合体育センター体育館

国 分 市・国分運動公園陸上競技場

教育テレビ 後 5:00～ 6:00

8月 8日 (日 ) サ  ッ カ 教育テレビ 前11:00～ 11:55

8月 8日 (日 ) 庭 球 鹿児島市・県立鴨池庭球場 教育テレビ

鹿児島市・鹿児島市鴨池 公園プール
| 教育テレビ

後 4:00～ 5:00

8月 18日 (水) 水   泳 (競泳 ) 後 4.:00～ 5:00

8月 19日 (木) 水   泳 (競泳 ) 鹿児島市・鹿児島市鴨池公園プール 教育テレビ 後 4:30～ 5:30

8月 20(ω 水   泳 (水球 ) 鹿児島市・県立鹿児島工業高校プール 教育テレビ 後 4:00～ 5:00

(注)放拳時間は予定であリー部変更することがあります。

ラジオ第 1放送時間表

8月 1日 (日)  高校総体だより  後 6:40～ 6:50
S

8月 8日 (日 )
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交 通 時 刻 表

鹿児島本線

鹿児島本線 鹿児島交通線

鹿児島交通バス時刻表

鹿児島交通線

上 り 下 り

枕    崎 加 世  田 伊  集 院 伊 集 院 西 鹿 児 島 備    考

６

７

９

１０

・３

16:01

17:25
18:49

５

６

６

７

８

９

９

Ｈ

ｌ３

１６

１６

１７

１８

１９

8 :51

10:15

12:16

18:33
20: 17

22:11

9

10

9

10

直    通

直

　

　

直

通

　

　

通

西 鹿 児 島 伊  集 院 伊  集 院 加 世  田 枕    崎 備    考

6 :57
7 :52

8 :48
10:20
13:04
14:42
16:47
18:12
19:01
19:39

7 :20

9 :08
10:44

15:04
17:08
18:34
19: 21

6 :03
7 :25
8 :18

9 :42
10:58
13:35
15:44
17:12
18:35
19:24
20:06

7 :00
8 124
9 : 14

9 :49
10:39
12:00
14:32
16: 44

18:08
19:32
20:20
21 :03

7

9

40

04

10:29

12:40
15: 12

17:24
18:48
20: 12

直    通

直    通

直    通

加 世 田 鹿  児 島 鹿 児 島 加 世  田

６

７

７

８

９

９

１０

１０

■

１２

１４

１５

１６

１７

１８

０

５

７

７

０

２

０

２

０

０

σ

２

０

０

０

８

８

９
９

ｌｏ
ｌｏ
ｎ

■

１３

１４

１５
１６
１８

１９

１９

６

８

９

１０

■

１３

１４

１４

１５

１５

１６

１７

１８

５０

‐０

２０

４０

５０

２０

０５

３０

３０

４０

５０

‐５

３０

２

３

５

０

２

５

２

０

５

１

１

４

０

８

９

１０

・２

１３

‐４

‐５

‐６

‐６

‐７

‐８

‐８

２０
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交

汽車バス時刻表

◎国鉄 指宿・枕崎線 (デーゼルカー)

◎バス鹿児島交通線

○印は特急バスで西鹿児島駅前経由です。

通   時   刻   表

◎バス鹿児島交通線

(坊、泊方面配宿関係のみ)

(下 り) (上 り)

◎ (坊、泊行バス停留所明細)
◎下りの場合です。

上りは逆に見てく

ださい。

○ 坊 経 由              市総合体育館 ヽ下●
枕崎高校体育館

i :'

枕崎小体育館下車                  ケ ドバシ

(枕崎駅前)一 ,西本町一→中央通一→ (花渡橋)一→

立神―一 ,大塚――→栗ケ野―一→上の坊一
→(中の坊)一→

鳴海旅館   t τ`
すえひろ荘下車                  坊津漁民センタ_′  |｀早

(坊支所前 (役場 ))―一→坊町立病院前一→ (泊 )

○清原経由 (大塚バス停から路線が変ります)

大塚一→清原――→平原―→ (泊 )

-71-

西鹿児島駅→枕崎駅 枕崎駅→西鹿児島駅

5:16発～ 7:45着 5 : 10発 ～ 8 :02着

11:03  ～13:31 6 :31  ～ 9 :25

14:02  ～16:52 7 :50  ～10:10

15:47  ～18:36 13:36  ～16:09

17:45  --20:28 17:15  ～19:52

19:09  ～21 :52

枕崎駅前→坊泊 坊泊→枕崎駅前

r.′ ^  清原経由0 .4υ
       ,自

泊   坊   枕崎
7 :03-7 :20--7 : 33

6 : 50
坊 経 由
ン自 7 : 20--7 : 27--7 : 50

6 :50 清原経由
ツ白 7:20-――――――-7:43

7 :50 坊 経 由
シ白 8 : 45--8 : 52-9 : 15

坊 経 由
ツ白

9 :15--9 :22-9 :458 :15

13:35--13:42-14:05

16:20-―-16:27-16:50

17: 17:23

18 18:23

19:0818

9 :50

17:30

圭
月原経由

坊

11:30

16:30

18: 15 tfi

14:10-―――――――――-14:33

坊

坊

坊

経
泊

経
泊

経

泊

由

由

由

ム
ロ

経
泊

経
泊

由

由

17: 25

11:09--11:16-―-11:35

15:20

坊 経 由
ツ白

坊 経 由
,自

坊 経 由
'泊

13:00-―-13:07-13:30

12:30

13:40
興保暑ツグ曇→枕崎駅前枕崎駅前→紫i暑リア曇

7 :30～ 9 :25 06:30～ 8:10

08:00～ 9:40 7 :00～ 9 :55

③ 9:30～ 11:10 07:50～ 9:30

10:00へ 1́1:55 08:00～ 9:40

010:30～ 12:10 08:30～ 10:10

③ ll:30～13:10 9 :00～ 11 :55

12:40～ 14:35 09:30～ 11:10

013:15～ 14:55 010:00～ 11:40

13:50^-15:45 11 :30^-13:25

014:30～ 16:10 012:00～ 13:40

14:55～ 16:50 013:00～ 14:40

015:30～ 17:10 13:30～ 15:25

16:00～ 17:55 014:30～16:10

016:20～ 18:00 15:00～ 16: 55

016:35～ 18:18 016:00～ 17:40

17:30～ 19:25 17:00～ 18: 55

018:15～ 19:58 017:30～ 19:10

018:35～ 20:15

17:25--17:32-17:55

~ド



枕 崎 市 の 案 内

「黒潮と太陽と緑の自然にはぐくまれたわたしたちのまち…」これが市民憲章の書き出しです。

枕崎市は、豊かな自然の恵みあふれる人口約 3万人の水産都市です。

鹿児島県薩摩半鼻の最南端に位置し、面積は 74.62平方キロメートルです。東シナ海に面し、古く

からかつお遠洋漁業基地として躍進を続けてきました。また、¬台風銀座"で全国に知られています。
.(大
正12年 7月 1日 東南方村から枕崎町が誕生。昭和20年の大空襲で市街地は 9割を焼失。追い打ち

をかけるように大型台風で大災害を受けました。それにもめげず昭和24年 9月 1日 に県内 4番目の市

として誕生いたしました。その後、枕崎港が、特定第 3種漁港となったのをはじめ農林水産業の振興

を柱に南薩の中核都市として基盤づくりが進められてきました。

さて、1枕崎市の産業の中心は、やはり水産業です。特に、350年の伝統をもつ、かつお漁業は全国で

も屈指の水揚げ量を誇ります。

また、かつお節などの水産加工業も盛んで、味のよい「薩摩節」は全国の総生産量の約 3割を占め

ています。しかし、かつお漁業は、200カ イリ経済水域設定に伴う入漁料や然油価格の高騰などの問題

をかかえており、その前途は決して明るいとはいえません。

巻き網船などによる沖合漁業も活発で、いわし、さばなどの青物の水揚げも年々伸びをみせ、56年

中の水揚げ量は43,841ト ンにのぼっています。

それと同時に農業では、亜熱帯性気候を生かした畑作農業が主体となっています。お茶、ポンカン、

電照菊、黒豚などの養豚が盛んです。

枕崎の観光の名所といえば、 火之神公園。 42メ ートルの奇岩 。石神岩の絶景が見られ、またここ
からは開聞岳の雄姿や黒島、竹島、硫黄島などが一望に見渡せます。また、この付近はイシダイ、ク

ロなどの好漁場としても知られます。夏のキャンプシーズンを中心に県内外の観光客で大変なにぎわ

いをみせます。

毎年 8月 には、市の一大行事港まつりが盛大に行われます。

またここは有名な薩摩焼酎「白波」の原産地です。 6・ 4の お湯わり焼酎と新鮮なかつおのたたき

やビンタ (頭)料理の組み合わせは、他では味わえない珍味です。
天然の美、薩摩の味、港町枕崎を心ゆくまでお楽しみください。
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加 世 田 市 の 案 内

本市は、海と山の豊かな自

然に恵まれ、市木「イヌマキ」

による美しい緑のまちづくり

を進めている人口25,392(55

年国勢調査)の地方都市です。

都市として必要な、各種の機

能も年々整備され、充実が図

られています。目下、21.8ヘ

クタールの運動公園の整備、1

09。 9ヘ クタールの県立海浜公

園の整備が大事業として行わ

れており、運動公園には、す

でに体育館、陸上競技場が完

成、昭和58年度までには野球場も完成する予定です。一方、海浜公園は、60年度末一部オープン、63

年度末完工します。                                   ＼

住みよい、活力のある、豊かなまちづくりをめざしています。

地 理

薩摩半島の南西部、県都鹿児島市から約45キ ロ、北緯31度24分、東経 130度19分に位置し、東西12.9

キロ、南北19.0キ ロで、面積は 94.13平方キロ。北東に金峰町、東に川辺町、南に枕崎市と坊津町、

南西には大浦町と、 1市 4町に接しています。また、北西側は東支那海に面しています。

市の周囲には、南西に長屋山(513m)、 磯間山(362m)、 南に蔵多山(475m)、 東南に竹屋ケ尾(271m)な

ど、大小の山々があり、平野は、これらの山系に源を発する河川に沿ってひらけています。しかし、

その面積は狭く、シラス層の丘陵 。台地がひろがっています。

また、北西側にある海岸は、日本 3大砂丘のひとつ吹上浜砂丘の南端にあたり、約 8キ ロの砂丘が

続き、松の緑と砂丘の自、海の青が美しぃコントラストを見せています。

気 候
冬期には北西側に海岸があるため、大陸からの季節風をまともに受け、雪に見舞われることもあり

ます。夏には台風の吹き荒れることもありますが、ぬけるような青空に南国の太陽の輝く日が続きま

す。

気候区としては、九州西海型気候区 (気象庁分類)に属し、典型的な九州の気候で、湿潤温暖。

歴 史
縄文、弥生の文化をうかがわせる遺跡、遺物も多く出土しており、当地での人類の活動がかなり早

かったことを示しています。

神代、ニニギノミコトは、舞敷野に笠狭宮を建て皇都にしたと伝えられ、このころ当地方は、「吾田

の長屋の笠狭の崎」(日 本書紀)と 言われており、「笠狭」は「加世田」の語源であると伝えられていま
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す。

平安時代末期には別府城が築かれ、別府氏の領地として栄え、西暦1539年 には島津忠良公
が平定して

います。その後は、薩摩藩の南西部の中心地として隆盛し、明治、大正、昭和の現代も南薩西部地域

の行政、産業、経済、教育、文化及び交通の中心として発展しています。

市制施行は、昭和29年 7月 、それまでの加世田町と万世町が合併して加世田市となりました。

肉体疲労時のVBl補給に。

フリ,ミン1■
筋肉痛・腰痛・肩こり。神経痛の緩和、脚気、

病中病後。妊娠授乳期のビタミンB.補給にも。

1日量、1～ 4錠 (成人の場合)

●説明書をよく読んで正しくお使い下さtち

●くわしくは医師、薬剤師、薬局、薬店にご相談ください。

A・ 17

ビタミン
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昭和57年度 全国高等学校総含体育大会種目別競技会場
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